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上巻のあらすじ









　第四回スクワッド・ジャムの開催が決まる直前、香か蓮れんは父親のパーティーに付き合わされ、その場で一人の男性と知り合いました。

　低身長をバネにビジネスを頑張ってきていたその男《西にし山やま田だ炎ふあいや》は、自分を笑わなかった香か蓮れんに心を奪われてしまい、父親を通じて〝結婚を前提としたお付き合い〟の許可を求めてきてしまったのです。

　まだ早いと断った香か蓮れんですが、西にし山やま田だは果たしてどんな手を使ったのか、香か蓮れんがレンとしてＧＧＯを遊んでいることを突き止め、キャラクター名〝ファイヤ〟として会いに来てしまいました。困ったヤツです。

　ＶＲゲームを毛嫌いし、付き合ったらＧＧＯは止やめてもらうなどと言ったファイヤにレンは激怒です。にべもなく断ろうとしました。しかしその場にいたピトフーイの話術に流されて売り言葉に買い言葉、〝ＳＪ４で勝負をして、先に死んだら負けと認めて付き合う〟という約束をしてしまったからさあ大変。

　とんでもないことになったと頭を抱えるレンに、ピトフーイは言いました。

「そんときは、しらばっくれればいい」

　と。




　そして、ＳＪ４が始まりました。

　永遠のライバルＳＨＩＮＣと、今度こそ正面切って戦うために燃えているレンです。

　いつもどおりピトフーイとエム、そしてフカ次じ郎ろうの四人に、今回はシャーリーとクラレンスという女性二人がチームに加わりました。

　攻守揃そろったドリームチームだと浮かれたのもつかの間、その二人が予選をパスするためだけに参加したと聞かされて、再び嘆くレンでした。

　そのＳＪ４には──、

〝５分以上同じ場所にいるとモンスターが発生。銃で倒すとさらに呼び寄せることになる。救済措置として、弾薬は30分おきにフル回復する〟

　という特別ルールがありました。考えたのは、スポンサーの作家です。あの野郎め。みんなが思いました。




　スタート地点の地形的な不利さもあり、チームＬＰＦＭは、序盤から苦戦を強いられることになります。

　なんとかしのいだものの、シャーリーとクラレンスがチームから脱走し、また四人となってしまいました。

　開始から50分が経過し、そしてレンは、スキャンの結果を知るのです。

　複数で結託したチームの中に、ＳＨＩＮＣの名があることを──。
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第七章　「それまでの彼かれ等ら」









　２０２６年８月26日。

　12時00分。

　第四回、スクワッド・ジャムが始まりました。

　レンが、フィールド南東部の森の中で目を開けて──、

　また森スタートかあ。

　そう心の中で思っていたのと、まったく同じ時間。

　香か蓮れんの通う大学の附属高校新体操部チームこと《ＳＨＩＮＣ》が転送されたのは、フィールドの北東の外れでした。

　体も顔もゴツく、子供が見たら泣き出しそうな迫力のゴリラ女が見たのは、

「ぬう……」

　広い広い滑走路でした。

　お下げを揺らしながら振り向いても、見えるのは、あちこちがひび割れたアスファルトが描く地平線でした。その上で空は晴れて、とても高い場所で、赤く鈍く光っていました。

　ボスは仲間達たちに命じます。

「全員伏せて周囲を警戒だ。トーマ達たちは敵を見つけたら撃っていいぞ」

　滑走路のど真ん中はあまりに見通しが良く、しかしすぐに隠れられる場所は近くには皆無です。すると、伏せるしかありません。

　チームメイトは即座に反応しました。

　緑の点を毒々しくちりばめた迷彩服を着た五人の女兵士達たちが、円形を描きながら、そして少し離れながら伏せていきます。

　黒髪のスナイパー、トーマは、愛用の自動式狙撃銃《ドラグノフ》のバイポッドを立てて、伏せたまま構え、

「さて、今日はどんな景色かな……、っと」

　可変倍率スコープを覗のぞきました。

　彼女が眺めているのは南西。

　滑走路と誘導路の向こうに、そしてかなり遠くに、高いビルのような管制塔と、低い要塞のような空港のターミナルビルが霞かすんで見えました。

　ターミナルビルの手前には、大小様々な旅客機が、車輪で、あるいはそれをなくして腹ばいになって置いてありました。二度と飛ばなくなった飛行機の尾翼が、まるで墓標のように佇たたずんでいます。

　トーマの脇に、

「いやはや、空港は広いねえ。滑走路のど真ん中を歩くなんて、他にはできない体験だね」

　そう言いながら、ずんぐりむっくりのドワーフ女、ソフィーが伏せました。

　彼女は、手に銃を持っていません。

　それは、運び屋をやっているから。このチーム最強の武器、《ＰＴＲＤ１９４１》対戦車ライフルと弾薬をストレージに収納しています。それが猛烈に重いので、マシンガンを持てないのです。

〝ＳＪ４には拳銃を用意しろ〟との主催者指示に従って、右腰に《ストリージ》自動拳銃をホルスターで吊つっていますが、それは他のメンバーも同様です。

　先ほどボスが〝随意に射撃せよ〟と言ったのは、１０００メートル以上先へ弾を送り込むことができるＰＴＲＤ１９４１があるから。

　ＳＪ２でエムの楯たてを吹っ飛ばすために苦労して手に入れたこの武器は、ＳＪ２でも３でも大活躍してきました。口径が１４．５ミリという弾は、現在のＧＧＯの武器としては最大でしょう。

　純粋な狙撃銃ではないので、数百メートル以上の超長距離では命中率が大きく下がりますが、それでも〝殺傷力を伴って届く〟というのが重要です。

　もし油断している敵がいれば、容赦なく一方的な攻撃ができます。バレット・ラインを見せつけて牽けん制せいすることもできます。警戒して動きが鈍った敵を、近づいた他のメンバーが仕留めるという作戦が取れるのです。

　そのあたりの戦略を鑑かんがみて期待したのですが、

「見える範囲に他チームはない。残念！」

　トーマはスコープで見えた範囲を索敵し終えて、言いました。

　ゲーム開始時に他のチームと最低１０００メートルは離れているルールですが、それは〝１０００メートルの位置にいる〟、ということではありません。見晴らしがいい場所ですので、もっとずっと遠くにいるのでしょう。

「こっちにも見えない」

　そう報告したのはローザ。トーマ達たちの反対側で伏せている、赤毛のおばさんキャラクターです。ボスには負けますがかなりの長身に、がっしりした体格。その手には、ロシア製の傑作機関銃、《ＰＫＭ》が握られています。

「またこれ、オレ達たちはマップの一番端かニャ？」

　自分をオレと称したのは、ローザの脇に伏せた、銀髪ショートで狐きつね目めのターニャ。

　リアルでの一人称が〝ボク〟で、ＧＧＯではあえて〝オレ〟にしている彼女。時々、素で言い間違えるのですがそこはご愛あい敬きよう。チームメンバーも気付かずにスルーすることが多いです。

　ターニャは敏びん捷しよう性せいを鍛えているので、極端に振ったレンには負けますが、このチームでは一番の俊足の持ち主です。

　愛用の武器は、コンパクトで連射性能が高い、《ＰＰ─１９　ビゾン》サブマシンガン。拳銃用の９ミリパラベラム弾を53発も収納する、円筒形のマガジンが特徴です。銃口には発射音を著しく抑えるサプレッサーを装着しています。

　射程と威力のなさを、俊敏さと弾数の多さ、そして位置を気付かれにくい消音でカバーしています。

「でしょうね。強いと思われているのはいいことなのだけど……」

　残念そうに肯定したのは、金髪でサングラスをかけた美女のアンナでした。双眼鏡を使い、周囲をくまなく見張っていました。

　武器はトーマと同じく自動式狙撃銃のドラグノフですが、こちらは通常の四倍固定倍率スコープを装着しているのが見分けるポイントです。

　より遠距離の狙撃はトーマが担にない、アンナは素早く移動しながらの狙撃戦を得意としています。それは、中の人である安あん中なか萌もえの身体能力が高いからできること。おっとりしている彼女ですが、新体操部の中でも、一番の運動神経の持ち主。

「ふむ……」

　ボスは、愛銃《ＶＳＳヴィントレス》、消音狙撃銃を収めたバックパックを背負ったまま、巨体を滑走路に伏せました。

　彼女は動きの素早さを重視して、ヴィントレスにスリングを使っていません。なので、普段はバックパックに入れて背負っています。あえて両手を空けているのは、リーダーとして双眼鏡をよく使うから。

　伏せたボスは、陸に上がったトドのような風体で、サテライト・スキャン端末を睨にらみました。小さな画面に出た今回のフィールドマップと、そこに表示される一つの光点を見て、自じ分ぶん達たちが北東の外れにいることを知りました。

「全員聞け。我々はフィールド北東の外れにいる。つまり北側と東側に、敵はいない」

　その言葉で、そちらを睨にらんでいたアンナ達たちが、もぞもぞと向きを変えました。敵が来る可能性がある南と西へと、全員の目が向きました。

「警戒を代わる。地図を見て頭に叩たたき込こんでおけ」

　ボスが双眼鏡へと持ち替えたので、全員がサテライト・スキャン端末を見て、今回の戦場を丁寧に見ました。

　いつまた落ち着いて見られるか分からない地図を素早く頭に叩たたき込こんでおけることも、ＳＪ参加者に求められる資質です。

　12時02分。

　いち早く地図を頭に入れたソフィーが、ボスの脇へとにじり寄ってきて訊たずねます。

「また、スキャンまでここで待機？」

「そうだな……。相手に対物ライフルでもない限り、ここは悪くない。ずっといてもいいくらいの好条件だ」

「ピンクのウサギが、スモークに乗じて突っ込んでこないかな？」

　ソフィーが覗のぞき込こむような笑顔を見せて、ボスも白い歯を見せました。

「是非そう願いたいもんだな」

　そして、

「全員、10分までここで待機だ。退屈だからといって、寝るなよ？」

　リーダーの声にみんなが笑いましたが──、

　その３分後に、笑えない状況に叩たたき込こまれることになります。





＊　　　　　＊　　　　　＊






　12時00分。

　チーム《メメント・モリ》ことＭＭＴＭは、マップ北西の外れでスタートしました。

　そこは、大都市を三回くらいシェイクしたような廃はい墟きよエリアです。

　外見はボロボロですが健けな気げに建っているビルの間に、先に休むことを覚えたビルが倒れて転がっています。

　太い道路には瓦が礫れきや、二度と車検を取れないだろう廃車が散らばっていますが、おおむね見通しは良さそうです。

　そんな中に、真まっ直すぐに線路が延びています。高架ではなく、地面の高さ。

　レールが平行して二本だけ、つまりは単線です。そしてその線路の上には、巨大な機関車が一台、ポツンと取り残されて止まっていました。

　アメリカ合衆国で造られ、輸出されて世界のあちらこちらで使われている、ディーゼル機関車でした。架空の鉄道会社のマーキングがされていて、塗装はボロボロでした。

　ディーゼル機関車といってもエンジンで走るわけではなく、まず発電してモーターで走ります。その全長は22メートル以上。重量も１８０トンはある化け物です。

「また一番端か。まあ、分かっていたがな」

　ＭＭＴＭのリーダーのデヴィッドは、鋭い顔つきでサテライト・スキャン端末と風景を見比べました。そして、

「ケンタとサモン、左前にある青いビルの屋上に登れ。周囲を監視し、地形を覚えろ。敵を見つけたら撃たずに報告し、すぐに下りてこい。ジェイクとラックスは線路上で南方を見張れ。見つけたら撃っていい。ボルドはひとまず俺に付け。各個交代で地図を見ておけ」

　仲間達たちにテキパキと指示を出しました。

　全員から、了解、の声が戻りました。

　言われなくてもこれくらいの状況判断と行動はできるチームメイトですが、それでもしっかりと言葉に出して命じておくのがリーダーです。誤解や思い込みからくる勝手な行動を、ゼロにするために。

　ヴァーチャルなものとはいえ、命がかかった状況です。一切の油断や予断を許さない、それがチームＭＭＴＭです。

　マシンガナーのジェイクとスナイパーのラックスは、ディーゼル機関車の前に出て、一番視界が、そして射界が開けている線路の上に腹ばいになりました。

《ＨＫ２１》機関銃と、《ＭＧＳ９０》という自動式狙撃銃が、バイポッドで地面に据え付けられ、肩を並べました。これらの２丁は、原型になったアサルト・ライフルが同じ《Ｇ３》であり、当然口径も同じ７．６２ミリ。８００メートルまで狙える、威力のある弾です。

　デヴィッドとボルドは、それぞれのアサルト・ライフルを手に周囲を警戒します。

　デヴィッドはオーストリアのステアー社の《ＳＴＭ─５５６》、銃身下に、グレネード・ランチャー付き。ボルドが、イタリアのベレッタ社の《ＡＲＸ１６０》。

　ドイツ製の《Ｇ３６Ｋ》と、ベルギー製の《ＳＣＡＲ─Ｌ》を持ったケンタとサモンが、背の高いビルの中に吸い込まれていきました。

　彼かれ等ら四人の銃は、全て５．５６×４５ミリＮＡＴＯ弾で統一されています。弾倉すら共通になっていて、背中に着けたポーチに入っている分は、自分ではなく仲間用。

　服装は今回も、スウェーデン軍がかつて使っていた、いろいろな緑色を直線基調で組み合わせた迷彩服。肩には、ナイフを咥くわえたドクロのチームエンブレム。

　ベルトやサスペンダー、マガジンポーチなどの装備品も今までとほとんど同じですが、今回から一箇所だけ違いがありました。ＳＪ４の特別ルールに則のつとって、拳銃を全員が装備しています。

　長物（注・長い銃のこと。ライフルなど）の扱いに長たけている彼かれ等らは、交戦距離が短くて威力も弱い拳銃を、ほとんど使ってきませんでした。室内でもライフルを撃ちまくる、攻撃的な戦闘スタイルを好んできました。

　単なる好みで、ライフルと同じステアー社の《Ｍ９─Ａ１》９ミリ自動拳銃を持っていたデヴィッドが例外だったのです。

　しかし今回は、特別ルールによってマストアイテムとなりました。なので全員が利きき腕うで側である右腰に、ベレッタ社製の自動式拳銃《ＡＰＸ》を装備しています。口径は９ミリパラベラムで、１マガジンに入るのは17発。

　もちろん持っているだけでは意味がないことを、彼かれ等らはよく知っています。事前に練習で何百発も撃って、存分に腕を磨いてきていました。

　12時02分過ぎのこと。

　階段を全力で駆け上がったケンタとサモンが見張りのポジションについて、周囲を観察、ひとまず見える範囲に敵がいないことを報告してきました。二人を含む全員が、地図を頭に叩たたき込こんだことを伝えてきました。

「よし。最初のスキャンのあと、この廃はい墟きよエリアを抜ける。嫌いな場所ではないが、ピンクのチビのような超高速の敵が来ると厄介だ」

　デヴィッドが、仲間達たちへと指示を出します。

「移動しつつ敵チームを各個撃破する。マップ北側を時計回りだ。スキャンの直後から移動するぞ。北東の外れには強きようチームがいるはずだ。気を抜くな」

　全員から了解した旨むねの返事が戻り、ＳＪの定石、最初のスキャンまでの警戒待機を始めたＭＭＴＭですが、

「リーダー！　これ走れる！」

　ディーゼル機関車の運転席から、ドレッドヘア男のボルドが、そんな声を送ってきました。待機の時間を使って、周囲を調べていたようです。

「ほう……。──見てくる。皆は周辺警戒を頼む」

　デヴィッドは他の四人に見張りを任せると、機関車へと駆け寄りました。

　機関車は、舳へ先さきを南に向けて置いてありました。長い車体の後部にあるハシゴを登って、側面の通路を使い前へ進み、デヴィッドは運転席に入りました。

　そして、しっかりと電気が点ついているコントロールパネルと、まだたっぷりと残っている燃料計を見ました。

　しかしデヴィッドは、

「これは使わない」

　すぐに諦めました。

　線路は南東に少し傾いて、時計の針でいうのなら５時の方角に敷かれ、マップの南端まで真まっ直すぐ延びています。

　この機関車を走らせれば、その距離10キロ以上を猛烈な速度で突っ切れるはずですが、周囲の敵にしてみれば、いい的です。その間は、ずっと撃たれまくることになります。

　巨大な機関車が簡単に銃撃で破壊されるとは思えませんが、プラズマ・グレネード攻撃でレールを破壊されたりしたら、話は別です。

　レールが吹っ飛ばされれば、機関車は簡単に脱線します。重量があるのでなかなか止まることもありません。速度があればあるほど、〝事故現場〟はとんでもないことになるでしょう。

　もしこれが、ＳＪ終盤で敵が少なくなっている状況なら、彼も使ったかもしれません。

　スキャンの間に一気に移動できて、相手の裏をつくことができるなど、メリットが大きいからです。

　さて、使わないことに決めたら、やることは一つです。

「ボルド、お土産をたっぷりな。今回は自動補充があるから遠慮するな」

「了解！」

　ボルドはストレージから通常の破砕グレネードを七つ取り出すと、車体後部のハシゴの上、運転席の入り口、運転席の下、そして車輪の近くに仕掛けました。

　もしうかつに誰かが近づいたら、細いワイヤーが引かれ、安全ピンが抜かれてドカンです。

　特に運転席の下は、見えやすい位置にある一つを外すと、隠してあるもう一つが作動するようにしました。

「ケンタとサモンはもう戻れ。スキャンを見たら移動する」

　デヴィッドは、左手首の、文字盤を内側にした腕時計を見ました。12時04分でした。







　12時05分。

　今回の特別ルールのもう一つが、発動しました。

　偵察モンスターの出現が、ほとんどのチームのそばで始まりました。

　それを〝銃で倒す〟ことでさらに大量のモンスターが湧いて出て、フィールドのあちらこちらで参加プレイヤーを驚きよう愕がくさせ始めました。

　それはＳＨＩＮＣも例外ではなく、

「くそっ！　これが今回の特別ルールか！　弾薬フル回復は、このためか！」

　偵察モンスターをターニャがビゾンでサクッと屠ほふってしまったので、アマゾネスの六人は、広く身を隠すものが何もない空間で、十と重え二は十た重えにモンスターに囲まれることになってしまいました。

「あの性悪作家が！　エグいことを考えつきやがって！」

　ボスは悪態をつきながら、背中から取り出したヴィントレスを構えました。

「こんな場所で無様に死ぬわけにはいかん！　いい肩慣らしだ！　遠慮なく撃ちまくれ！　ソフィーだけは周囲の警戒！　便乗して迫る敵を見逃すな！」

　全員から、了解の声が返ってきました。

　このとき既に容赦なく発砲している状態でしたので、もし通信アイテムがなければ、銃声で聞こえなかったことでしょう。

「おらおらおらああ！」

　ローザのＰＫＭマシンガンが、ドスのきいた重低音を響かせ始めました。合間に２丁のドラグノフが甲高く吠ほえて、サプレッサーを付けた２丁の銃声は、まったく聞こえませんでした。

　こうして、ＳＨＩＮＣの面々はスキャンの時間が過ぎるまで、ひたすらモンスター退治に追われることになりました。







「なるほど、そういうことか……」

　ＳＨＩＮＣとは対照的に、ＭＭＴＭは余裕がありました。

　目の前に登場した偵察モンスターを、銃声を立てたくないと思ったデヴィッドが、光剣で刺し殺したからです。

　それ以後のモンスターの出現は、ありませんでした。周囲は静かでした。

　なぜモンスターが？　と考えている間に、遠くからかすかに銃声が響いてきたので、デヴィッドは状況を素早く把握しました。

「最初のが斥候で、普通に何も考えずに銃で倒すと大量にやってくる、という性悪な仕掛けだな。あのクソ作家が考えそうなことだ」

　ピトフーイと同じく、デヴィッドはトラップを即座に理解しました。

「さすがリーダー。略して〝さすリー〟。で、どうする？」

　ＨＫ２１を抱きながら伏せているジェイクが聞いて、さらに提案。

「南東のチーム、近いぜ。そいつら叩たたく？」

　障害物のない線路の上を通って聞こえてくる銃声で、そこでモンスターと戦っているチームがいるのが分かっています。ゲーム開始時に最寄りにいたチームでしょう。疾走して迫れば、モンスターに気を取られているうちに、楽に襲えるかもしれません。

　デヴィッドは、首を横に振りました。

「いや、やり過ごそう」

「オッケー。どして？」

　いつもの彼なら容赦なく叩たたくのにと思いながらジェイクが訊たずねると、すぐに答えが返ってきました。

「作戦変更だ。今回のＳＪ、序盤は一切無理をしないことにする。敵チームにはモンスター退治で、存分に疲弊してもらおうか。ただし、25分からの５分間は攻撃する。弾薬回復前で動きが鈍るだろうからな」

　ジェイクが、白い歯を見せて笑いました。

「さすリー。えげつない」




　12時06分。

　フィールドのあちこちで、出るはずのない、しかし大量発生したモンスターに驚き、そして手を焼いているチームが嘆く中で、

「敵がたくさん！　的がたくさん！」

「楽しいなああああああああ！」

「なんという特別ルール！　これ素晴らしいなおい！」

「最高だぜっ！　撃ちまくれえっ！」

「ヒャッハー！　ロックンロール！」

　銃声に負けじと歓声を上げている連中がいました。

　そうです、《全日本マシンガンラバーズ》、表示名ＺＥＭＡＬです。

　彼かれ等らのスタートポイントは、マップ南西の外れでした。なんと彼かれ等らは今回、ＳＪ４参加者の中の〝四強チーム〟の一つとして認定されたのです。

　しかしそんなことは特に考えずに、今は撃ちまくっていました。

　砲弾もしくは隕いん石せきを大量に食らって、背の高いクレーターがたくさんある荒野という、ちょっと現実では見ない景色の中、

「うりゃああああ！」

　ずどどどどどどどどどどど。

　背中からベルトで繫つながった給弾システムによって、数百発の連射が可能な機関銃が５丁、吠ほえまくっていました。

　連射するために作られたマシンガンの面目躍如といった、容赦のない射撃です。雨あめ霰あられと放たれる弾丸を食らって、大量に湧いているモンスターが、大量に屠ほふられていきます。

「マックス。シノハラの銃身交換をカバーして」

「イエス、マイゴッデス！」

　むさ苦しい男達たちの声に、清らかな女性の声が混じります。

「ヒューイ、左側に大量発生。全部あなたの獲物よ」

「御意！　うららあああああ！」

「トムトム。それを倒したら真後ろにあるクレーターの上に出て周辺警戒しつつ銃身交換。ピーター、カバー」

「了解でござる！」

「がってん！」

　神輿みこしに担かつがれて酒場に入場したあの女性プレイヤーが、一団の中心で指示を飛ばしています。

　そのどれもこれもが、的確で迅速でした。

　７．６２ミリクラスのマシンガン３丁をメインの火力に使い、ポジション替えや、加熱した銃身の交換などで必要な合間を、５．５６ミリクラスのマシンガン使いの二人にサポートさせていきます。

　ＺＥＭＡＬの能力をフルに生かした、実に効率的であり、強く、そして美しい戦い方でした。

　女神様の言うとおりに唯い々い諾だく々だくと動いているだけの、当のＺＥＭＡＬの男達たちはまったく気付いていないでしょうけれど。




「いや、こいつら凄すごいな……」

　酒場で中継を見る観客が一番状況を理解している、いわゆる〝岡目八目〟状態になるのはいつものことですが──、

　今回のＺＥＭＡＬの様子は明らかに見事でした。画面の中で、輝いていました。

　目の肥えた観客達たちも、優れたプレイヤーには称賛を惜しみません。

「マシンガン馬鹿野郎ども、〝バックパック型給弾システム〟とかいつの間にゲットしやがったんだ……」

「あれはメッチャズルいな。ほぼ全てのプレイヤー相手に、一方的に撃ちまくれるじゃねーか！」

「しかし、今回はそれだけじゃない……」

「ああ」

　観客達たちの目は自然と、ニット帽の美女に向けられていました。

　彼女は、肩から吊つったＲＰＤマシンガンは１発も撃たずに、ひたすらテキパキと指示を飛ばしていきます。

　その采配は、堂々としていて、的確で、つまりは見事。

「〝名指揮官〟だな。バカとマシンガン連中は使いようってことか……」

「それじゃ対比になってない」

「うむスマン」

　12時09分。

　そうこうしている間に、画面の中で最後のモンスターが射い貫ぬかれて、消えていきました。

　このとき対モンスター戦闘を中継されていたチームはたくさんあったのですが──、

　一番早く状況を打破したのが、ＺＥＭＡＬでした。




　日本が、ＧＧＯ内が、そしてＳＪ４のフィールドが、12時10分を迎えようとしています。

　この最初のスキャンの前に、呼び寄せてしまったモンスターの全てを屠ほふることができたのは、たった二チームしかありませんでした。

　一つはもちろん、ダントツだったＺＥＭＡＬ。

　そしてもう一つは、

「光学銃サイコー！」

「なにこれ素晴らしすぎる！」

「撃て撃て撃て！」

「わはははは！」

　やはり同じく、遠慮容赦なく撃って撃って撃ちまくった、全員が光学銃装備のチーム、《レイガンボーイズ》、表示略称〝ＲＧＢ〟でした。

　彼かれ等ら全員が装備する、ＧＧＯならではの未来武器である光学銃は──、本体が軽い、連射が速い、風の影響を受けないので特に遠距離での命中精度が高い、エネルギーパックあたりの撃てる数が多いというメリットと、対人戦闘では防御フィールドで威力を大きく減らされる、というデメリットがあります。

　つまり、湧き出る雑ざ魚こモンスター相手の戦闘となれば、もっとも有効な武器となります。

　たとえモンスターの数が多くてびっしりと囲まれても、まったく意に介しませんでした。ホースで水を撒まくように光の弾をバラ撒まいて、押し寄せるモンスター達たちを片っ端からポリゴンの欠片かけらへと変えていきました。

　凍った湖の上でＳＪ４を始めた彼かれ等らは、ＺＥＭＡＬに負けない派手な撃ちっぷりでした。




　その花火大会のような様子を、湖に面した高速道路の上で伏せて、双眼鏡で見ていた男がいました。

　毒々しいオリジナル迷彩服を着て、緑色で薄い素材の覆面を被かぶり、一枚レンズのサングラスをかけた男です。顔はまったく見えません。

　彼は、ぽつりと呟つぶやきます。

「アイツらは役に立ちそうだな……。仲間に誘ってみるか」







　12時13分。

　ほとんどのチームが、最初のモンスターとの戦闘を終えていました。

　モンスターが湧く数はどんな場所でも決まっているようで、それが継続するのが、だいたい６分から８分間といったところです。

　いくつかの可か哀わい想そうなチームは、波のように押し寄せるモンスターを防ぎ切れず、爪や牙にかかって全滅しました。

　対人戦闘大会に出たのに、気持ち悪いモンスターに体を切り刻まれるというのは、かなりの屈辱でした。

　別の意味で可か哀わい想そうなチームは、モンスターと戦っている間に、素早く鋭く動いた別チームに屠ほふられました。

　レン達たちに殺された、ＺＡＴのように。







　見晴らしのいい滑走路で戦っていたＳＨＩＮＣは、

「ちょっとハードな肩慣らしだったな……」

　ボス以下、全員が無傷で生き残っていました。モンスターの爪や牙にかかった人は、誰もいません。

　しかし、撃ちまくった弾薬はかなりの数となってしまいました。滑走路という遮蔽物のない場所では相手を引き付けて撃つ余裕がなく、とにかく連射しなければいけませんでしたから。

　ボスが全員に残弾の報告をさせると、残っている人で六割、ほとんどが半分ほどに減っていました。そうしなければ生き残れなかったとはいえ、ＳＪ開始直後でこれは、かなり厳しい状況です。

　敵チームの襲来を警戒し、全員がまだ伏せたままです。ボスはストレージから新しいマガジンを出しながら、

「30分で全弾復帰か……。それまで戦闘は避けねば、な」

　苦々しく言いました。

　ソフィーが、渋い顔で同意します。

「まったくだ。レン相手に、これじゃあね。──ボス、どうする？」

　ボスはヴィントレスに新しいマガジンを塡はめ込こんで、装塡レバーを引きました。金属が擦こすれる小気味いい音と共に、弾丸が薬室に収まりました。消音銃のヴィントレスは、撃つときもこの音がやけに目立つくらいに静かです。

「モンスターだが、たぶん一つの場所に５分以上いると、湧き出てくるんだろう。待ち伏せ防止の仕組みだな。移動を続けてさえいれば、気にすることはない。ただしここは広すぎる。場所を大きく変えたい。作戦変更だ。──ターニャとトーマ」

　名前を呼ばれた二人が返事をして、ボスは作戦を伝えます。

「乗り物を捜せ。空港ターミナル付近に何かありそうだ。ターニャ先行、トーマが３００メートルほどの距離を空けて続け。12時20分になって見つからなかったら戻ってこい。それ以外は待機。４分経たったら北にゆっくり移動する」

「了解！　行くよ！」

「あー、先に行きすぎないでよ！」

　一番足の速いターニャと、リアルスキルによってマニュアルミッションの車を運転できるトーマが、滑走路を走り出しました。

　俊足のターニャの背中が、あっという間に小さくなっていきます。その後ろを、長いドラグノフを背負ったトーマが、常識的な速度で追いかけていきました。

　二人だけでは、もし六人いる敵チームに捕捉された場合は勝ち目がないでしょう。

　それも作戦です。

　どうせ誰かが偵察に行かねばならぬのなら、犠牲は少ない方がいいのです。もし先頭のターニャが撃たれたら、距離を空けているトーマは、彼女を守ろうとせず、すぐに引き返してくるでしょう。

　ポイントマンのターニャは、どんなバトルでも真っ先に撃たれるのを覚悟していますが、死ぬ前に、敵の位置や数、その銃の種類などを伝える使命も持っています。黙ったまま死ぬのと、それらを伝えてから死ぬのでは、チームにとって大きな違いがあるからです。

　だからポイントマンは、ＧＧＯにある銃の外見や種類、できればその音なども覚えておく必要があります。さすがに、どんな弾でどの距離から撃たれたか、痛みで判断するのは無理でしょうから。

　こうして一人、あるいは二人が死ぬかもしれない命令を下すのも、リーダーの役目です。

　そのリーダーは、左耳に手を当てました。二人の邪魔にならないように一時だけ通信アイテムを切って、小さく呟つぶやきます。

「あとは、何か見つかることを祈るばかりだ」

「だね。今回、ハードだねえ」

　静かに隣に来ていたソフィーが、同じように通信アイテムを切って、直接語りかけてきました。

　ボスは、頼りになる相棒を見み遣やって、ニッカリと笑いながら答えました。

「それはレン達たちも同じさ」







　フィールドの北東の外れで、ボスが、子供に見せてはいけない笑顔を見せたとき、

「…………」

「…………」

　そこから西に数キロ離れた廃はい墟きよの中を、一言も声を発さず、身振り手振りだけで意思の疎通を図り、静かに進んでいくチームがありました。

　連携が取れた動きを見せる彼かれ等らは、もちろんＭＭＴＭです。

　巨大なビルがその形を保ったままで根元から横倒しになっている、現実では絶対にあり得ない場所でした。この高さのビルが倒れたら、間違いなく潰れます。

　ＭＭＴＭは、進む先や左右だけでなく、別の建物の窓や屋上などからの攻撃も警戒しながら、つまりはチーム全体での死角がないように顔を動かしながら、道路の上を素早く進んでいきます。

　それはまるで、石が顔を見せている川かわ面もに流れる木の葉のような、スムーズで無駄のない動きでした。

　彼かれ等らが移動中に一切喋しやべらないのは、いるかもしれない敵チームがうっかりと立てる音を聞き逃さないため。

　もちろん、自じ分ぶん達たちに向けて撃たれた銃声や、飛んでくる弾の音を聞き取るためでもあります。

　敵モンスターや他プレイヤーから始終撃ちまくられるＧＧＯプレイヤーは、どの距離でどの銃がどの角度で撃たれているか、感覚で分かるようになっていきます。

　同時通話ができる通信アイテムは確かに便利なのですが、初心者ほどそれに頼りがちになり、耳がおろそかになります。さらにはチーム内で必要のないことを喋しやべりすぎて、敵の動きを、その音を聞き逃す可能性があるのです。

　敵との接触が疑われる場所では、リーダーが必要最低限のことしか言わないのも、部下達たちが必要のない会話をしないのも、強いチームの条件なのです。

「…………」

　ポイントマンのケンタが、Ｇ３６Ｋを肩で構えながら、その銃口をほとんど揺らすことなく進んでいきます。右側には倒れたビルが壁となっていて、彼の動きを隠していました。

　そして基礎部分が剝むき出だしになっている右角にさしかかると、ケンタはＧ３６Ｋを左手に素早く持ち替えて、ゆっくりと先を窺うかがいました。

　敵がいないことを確認後、手振りで後続のボルドへ、ここまでは進んでいいと、指示を出しました。

　ＭＭＴＭは、廃はい墟きよを流れていきます。

　モンスターの相手をしなくてすんだ彼かれ等らには、時間的な余裕がありました。鉄柱に張られた有刺鉄線を、つまりフィールドの北端を左手に見ながら、素早い移動を続けます。

　彼かれ等らの忍者のような行動は、20分のスキャン直前まで続きましたが、敵チームとの接触は一切ありませんでした。







　12時20分。

「来たぜ！　二回目のスキャンタイム！」

　酒場の大画面に、チームの場所と名前が次々に表示されていきます。

　まだ生きていれば明るく白い光点で。全滅していれば、グレーで。数字も、脇に表示されます。

〝田〟の字に見えるフィールドマップで、残存は二十一チーム。全滅は九。

　レン達たちＬＰＦＭや、ＳＨＩＮＣ、ＭＭＴＭ、ＺＥＭＡＬなどが揃そろって生き残っているのを見て、観客達たちは安あん堵どしました。

「さすがに強豪チームは余裕の生き残りだな」

「俺のレンちゃんが、雑ざ魚こモンスターなんかにやられるのは見たくねーよ」

「まったくだ。あと、何度も言うけどお前のじゃないから」

「そうか──、〝俺おれ達たちの〟だな」

「否定はしない」

「しないのか」

　表示されたレン達たちの位置が地図の南の外れだったので、酒場の一角で一ひと悶もん着ちやくが起きましたが、それはさておき、

「なあ、ＭＭＴＭとＳＨＩＮＣ、近くないか？」

　酒場の関心事は、地図の北側で接近しつつある二つのチームでした。

　北西の隅でスタートしたＭＭＴＭと、北東の隅でスタートしたＳＨＩＮＣ。彼かれ等ら彼かの女じよ等らは共に真横に移動したようで、その距離を縮めています。

　12時20分の今、ＳＨＩＮＣは空港の左端。ＭＭＴＭは廃はい墟きよの右端。

　つまりは中央に走る高速道路を挟んで、１．５キロほどの距離にいるのです。

「コレは、ぶつかるかもな！」

「ぶつかっちゃうかもな！」

「ああ、危ういな！」

　酒場の男の言葉には、期待しか籠もっていませんでした。







「ＭＭＴＭの連中か……」

　ボスがいるのは、車の助手席の上でした。

　普通の車ではありません。

　全長が８メートルほどの中型トラック、その荷台に巨大な階段を載せた、〝タラップ車〟と呼ばれる特殊車両です。

　広い駐機場に止められた旅客機にお客を乗せたり降ろしたりするときに使う、空港にしかない車でした。




　少し時間が戻って、それは12時15分過ぎのこと。

　乗り物を探すために鉄砲玉のように飛び出していったターニャは、ターミナルビル付近でこのタラップ車を、動かせる車両を見つけました。あっという間でした。

　運転するのはもちろん、追いついてきたトーマ。もっともこれはオートマチック車だったので、それほど難しくはありませんでしたが。

　ＳＨＩＮＣ達たちは再合流して、この車での移動を開始したのです。

　運転席には二人。すると残りの四人が乗っているのは──、車の後部、タラップの上です。

　タラップは、左右に背の高い壁がありますが、屋根はありません。飛行機のドアに届くように、斜めに高くそびえています。

　飛行機の種類によってドアの高さが違うので、タラップの位置は上下に調整ができるのですが、今は地面から４メートルほどの高さになっていました。

　ひたすら真っ平らの滑走路で、これだけの高さがあるのは、かなり有利に働きます。

　見晴らしのいいタラップの一番上で、ローザがＰＫＭマシンガンを、その右でトーマがＰＴＲＤ１９４１対戦車ライフルを、そして二人の後ろで、ソフィーが双眼鏡を構えていました。

　遠くに敵を見つけたら、一方的に撃ちまくれる布陣です。

　ターニャだけが、

「オレはー、なかまはずれー、でもー、いいのさー」

　一人で車体後部に座り、歌を歌いながら後方を警戒中。

　マシンガンと対戦車ライフルを載せた〝移動式銃座〟になったタラップ車が、空港の滑走路をゆっくりと西へ進みました。

　敵チームを発見し次第、銃弾の雨あめ霰あられを降らせてやるつもりでしたが──、結局12時20分まで、広い空港で動くものの姿を見かけることはありませんでした。

「これは、ターミナルビルに逃げたかな。または空港の外か」

　ボスが言いました。

　そして、12時19分50秒で滑走路に車を止めて、二回目のスキャンを見て──、

　ＭＭＴＭが近いことを知るのです。




　ボスは、頭の上にいる仲間に訊たずねます。

「西１．５キロの地点、廃はい墟きよの外れにＭＭＴＭがいる。誰か見えるか？」

　ソフィーが、タラップの一番上から答えます。

「無理。高速道路や廃はい墟きよビルはよく見えているが、人までは不可能」

　そしてトーマが、

「こちらも、スコープには見えない」

「分かった。油断はするな。もし見かけたら撃っていい」

　命令を送ったあとに、ボスはぬう、と唸うなりました。

　頭の中で、思考を巡らせます。

　ＭＭＴＭとこんな序盤に戦うのは、想定外でした。正直いって、歓迎すべきことではありません。

　バトルロイヤルの最終目標はもちろん〝優勝〟の二文字なので、ＭＭＴＭはいつか当たる、当たらねばならぬ相手ではあるのですが──、自じ分ぶん達たちにはそれよりも戦いたい、倒したい相手がいるのです。つまりはレンです。

　しかしピンクのウサギは、さっきのスキャンでは地図の南端にいました。遥はるか遠くです。相あい見まみえるには、もっと時間が必要でしょう。

　その前に、すぐ近くにいるＭＭＴＭをどうするべきか。

　この車は、この滑走路にいる限りは、かなり有利です。平へい坦たんな場所で、高い位置から狙えるのですから。燃料も、まだたっぷり残っています。

　しかし、ＭＭＴＭほどの手て練だれならそんなことはすぐに理解し、倒すための策を考えてくるでしょう。

　例えばまずタイヤをパンクさせる攻撃、とか。リーダーの持つグレネード・ランチャーでスモーク弾を撃ち、視界を奪って肉薄、とか。狙撃銃で燃料タンクを狙ってくる、とか。またはそれらを一緒にやってくるとか。

　自分でも考えつく作戦を、ＭＭＴＭの連中が取れないとは思えませんし、それ以上の策を打ってくるかもしれません。

　数秒で思考を終えたボスは、全員に告げます。

「ＭＭＴＭとの戦いは避ける。本日の楽しいドライブタイムはここまでだ」

　そして、こう付け足すのです。

「ターニャ、ダクトテープを出せ。ローザはＰＫＭの換え銃身。そして私が──」







　12時20分。

　スキャンで、一番近い敵がＳＨＩＮＣと知ったデヴィッドは、

「相手にとって不足はない。さあ、名乗りに行こうか。殺す前に」

　獰どう猛もうな笑みを浮かべました。

　名乗り云うん々ぬんは、かつてＳＪ２の開始前に、

『殺される前にちゃんと名乗ってくださいませね？』

　酒場でボスに言われたことをまだ覚えていたから出た台詞せりふでした。

　一見クールなデヴィッド、ピトフーイのこともよく覚えていましたし、割と根に持つタイプのようです。

「了解！」

　他のメンバー達たちも、相手がＳＨＩＮＣとなれば気合いが入ります。

　スキャンの結果、マップの中央部にけっこうな数のチームが集まっています。それが結託ではなく乱戦だとしたらそれに乗じる策もあるのですが、今はスルーすることに決めました。

「高速道路まで〝蛙かえる跳とび〟だ。行け」

　デヴィッドの指示で、〝leapfrog〟という進み方を始めました。日本語の訳としては、〝交互躍進〟となります。

　三人が周囲を警戒していつでも撃てるようにしている中、残りの三人が駆けていきます。止まっている仲間を追い越してから停止、移動と警戒を交代。誰かが敵と接触すれば、すぐに戦闘に突入するのは言うまでもありません。

　ＭＭＴＭの六人はこうして廃はい墟きよを突き抜け、高速道路に出ました。敵チームは、いませんでした。

　デヴィッド達たちの目の前に、幅の広い、巨大な高速道路が横たわっています。

　モデルになったのがアメリカ合衆国の風景なので、高架ではありません。日本だと高速道路が上を走り、交差する国道が下をくぐることが多いですが、彼かの国では逆なことがほとんどです。

　細かくひび割れた灰色のコンクリート舗装で、片側だけで四車線あります。そもそも一車線がやたらに広いので、路肩などを含めると、幅は１００メートル近くあるでしょうか。

　燃えたりひっくり返っていたり、何がどうなったのかスッパリと半分になっていたりする廃車がちらほらと見えますが、全体的には、がらんとしていました。前後左右とも、見晴らしのいい場所です。

　中央分離帯は、幅数十センチ、高さが１メートルほどの白いコンクリートブロックになっています。子供の歯のように、あちこちが抜けていました。

　歯抜けの位置から、よく見えます。高速道路の向こう側には、道路に沿った窪くぼみがありました。

　深さは人が立ったまま隠れられるほど。そして湿った土でできた傾斜を登った先に、あちこちに穴が開いたフェンスが立ち、その向こうには空港が広がっていました。

「よし、行け！」

　マシンガナーとスナイパーが周囲を警戒しつつ、俊足のケンタがまず渡りました。脇目も振らず銃も構えず、とにかく全速力で駆け抜けます。もし撃たれたら、そのときはそのとき。仲間達たちが最大火力で応戦してくれることを願うだけです。

　そして──、どこからも撃たれませんでした。道からも、空港からも。

　ケンタは窪くぼみへと身を隠すと、周囲を素早く確認して、

「対岸よし！　敵影なし！」

「ボルド、行け！」

　続いてボルドが飛び出しました。

　こうして、チームは一人ずつ全速力で渡っていきます。

　道や浅い川など、開けていて危険な場所の横断にはいろいろなやり方があります。二人、またはそれ以上が同時に、あるいは残された全員で一気に渡る方法もあります。

　渡る時間を短くできるメリットと、一回のマシンガン掃射や１発のグレネードで全滅する可能性を秤はかりにかけて、最後は好みといったところでしょう。

「サモン、行け！」

　ＭＭＴＭは一人ずつ走らせました。




　ＭＭＴＭのメンバーが高速道路を横切っていく中継映像を見ながら、酒場の男達たちは予想を立てます。勝手な予想です。

　二人の男が立ち飲みをしている丸テーブルで、

「ドクロチームとＳＨＩＮＣのガチンコ勝負か。滾たぎるな！」

「戦場が空港となれば、アマゾネスの方が有利だな。さっきちらっと映ったの、タラップ車だろ？　上からバリバリ撃てるぜ？」

「でも、あの車は遠くからも目立つ。動いていればＳＨＩＮＣが乗っていることはバレバレだ。ＭＭＴＭにとっては格好の標的だな。彼奴あいつらほどの腕なら、たやすく攻略できるだろうよ」

「そこよ！」

「どこよ？」

「アマゾネスは、車を止めてしまっていいわけだよ。動いていない車で隠れていれば、放置車両だと思ってうっかり近づいてくるだろ？　そこをバリバリとだな」

「希望的観測過ぎるな。ドクロ連中がそんなポカするわけないと思うぜ？」

「お？　じゃあ、お前はＭＭＴＭの勝ちに賭けるか？　俺はアマゾネス。キリよく千クレジットでどうだ？」

「おうよ。乗ったぜ！」

　ここは日本の法律が通用しない場所だと、勝手にギャンブルを始めた二人ですが──、

　この数分後、二人とも、とってもがっかりすることになります。







　12時25分。

　あちこち大きな穴だらけの錆さびたフェンスの手前で、斜面の一番上で、デヴィッド達たちＭＭＴＭは伏せました。

　この先は、滑走路や誘導路、その合間にある土だけという、広大な空間です。地平線が遠くに霞かすんで見えます。空には雲が増えてきました。風も少しずつ強くなってきました。

　ＭＭＴＭは伏せたままで、まずは周囲の観察を始めました。

　目の前に広がる見晴らしのいい空間を、無策で突き進むわけにはいきません。ＳＨＩＮＣには対戦車ライフルがあるので、なおさらです。

　べったりと伏せた状態で待ち伏せされていたら、とても厄介です。見つけるのは大変かと思われたそのとき、

「東南東！　車が一台動いている！」

　ラックスが、構えた狙撃銃のスコープでアッサリと発見しました。

「タラップ車だ。距離、約１２００。右前から低速で接近中。左前へと横切る」

　報告を聞いて、デヴィッドが自分のライフルに付いているスコープの倍率を最大まで上げました。斜面に銃を置いて、しっかりと構えて覗のぞきます。

「確認した」

　かなり遠くなので少しぼんやりしていますが、見えました。

　東南東の方角から、大きな階段を背負った目立つ車が、ノロノロと滑走路を走っています。時速にして、10キロほどでしょうか。

　先のスキャンの位置的に、あれを動かしているのがＳＨＩＮＣなのは、ほぼ間違いないでしょう。

　デヴィッドは観察を続けました。

　運転席には、人影は見えません。ガラス越しに撃たれるのを避けるために伏せて、アクセルとハンドルだけを、ゆっくりと操作しているのでしょう。運転しづらそうですが、仲間からの指示があれば、不可能ではありません。

　タラップの一番上はというと、そもそも高い位置にあり、さらに車体を斜めから見ているので壁に隠されていて、よく見えません。

　それでも、細い棒が一本、少しだけ前に突き出ているのが分かりました。間違いなく、ＳＨＩＮＣの使っているＰＫＭマシンガンの銃身です。これではっきりしました。タラップの上が銃座になっているのです。

　ラックスが仲間達たちに様子を説明している間、デヴィッドは唸うなりました。

　うかつに近づいて、あのタラップの上から一方的に攻撃されるのだけは避けたいところ。隠れる場所がないこの滑走路での戦闘は厄介です。さらにＳＨＩＮＣには、対戦車ライフルがあります。

　さらにいえば、向こうは車という機動力があります。旗色が悪くなれば、アクセルペダルをちょっと踏み込むだけで、楽々距離を空けることができるでしょう。

　今の状況は、ＭＭＴＭに不利です。しかし、勝負を諦めて逃げるという手は取りたくありません。

　ＳＨＩＮＣという強敵と、他チームの邪魔もなく戦えるチャンスです。さらに、あのタラップ車をそのままにしておくのもいい手とはいえません。

　何よりＳＪ後に、

「あら？　わたくし達たちとの勝負から逃げたのですか？　まあ坊や達たち、とても賢いわね。身を守るすべに長たけているのねえ。えらいえらい」

　などとアマゾネスに言われるのが、死ぬほどムカつきます。

　では、あの〝動く要塞〟を〝遮蔽物のない平地〟で、〝最小のダメージで〟攻略する作戦は？

　デヴィッドの頭が、高速で回転していきました。

　銃弾飛び交うＧＧＯの戦場は、まるで早指しの将棋のようなもの。思考時間はほとんどありません。即断即決が求められます。

　３秒後にデヴィッドは、

「ラックス、あの車の燃料タンクを撃てるか？」

「無理。探したけど見えない。反対側だ」

「ではタイヤを狙撃できるか？　動きを鈍らせたい」

「距離が６００まで近づけば。今８００！」

「よし。左手に１００メートル移動後、５００まで引きつけてから随意に撃ってパンクさせろ。ボルドはラックスの脇について、タラップ上からのバレット・ラインを見張れ」

　二人から、了解の言葉が戻ってきました。そして素早く窪くぼ地ちの中を走り出します。ＳＨＩＮＣを目の前にして左側、つまり北側へ。

　デヴィッドは指示を続けます。

「車が止まれば、俺がスモーク・グレネードを手前に撃つ。しかし全員で突撃はしない。してくると思わせるだけだ。ジェイクは煙越しに車の近くに弾幕を張れ。俺だけが近づき、煙が晴れたら通常のグレネード弾をありったけ撃ち込む。ケンタとサモン、車が破壊されたら、状況次第で突撃を命じる。それまで周囲警戒」

　各員の了解のあと、ケンタが、

「リーダーだけが、思いっきり危険じゃん？」

　そんな心配の言葉。デヴィッドは、

「手柄、独り占めだ」

　そう言ってニヤリと笑いました。




　12時28分。

「距離５００。開始する」

　ラックスが、フェンス手前で伏せた状態から、ＭＧＳ９０の狙撃を始めました。

　迫力のある銃声と共に、７．６２ミリ弾が飛び出し、広い空港の滑走路の上を、低空で飛んでいきました。

　５００メートルの距離を０．８秒で飛んだ銃弾は、見事にタラップ車の左前タイヤに命中し、それをパンクさせました。

　ラックスは躍る心を抑えながら呼吸を整え、スコープの中でノロノロと進む車の後輪に、十字線を重ねます。引き金に指を触れるとバレット・サークルがレンズの中に現れて、脈動に合わせて収縮しました。

　ラインなし射撃は例外として、通常の狙撃でバレット・ラインが見えないのは、敵の位置が分からない場合の最初の１発だけです。

　ですからこの時点で、タラップ車に乗っているＳＨＩＮＣの連中には、ラックスからのバレット・ラインが見えているはず。すぐにでもその根元へ、マシンガンで狙撃銃で、あるいは対戦車ライフルで、猛烈に銃撃を加えてくるはず。

　ラックスは逃げ出したい気持ちに打ち勝ち、スコープの十字線から少しズレていたサークルの中心をタイヤに合わせ、それが最も小さくなる瞬間に引き金を絞りました。

　このあたりはタイミング重視の〝音ゲー〟にも似たセンスが要求されますが、それをひたすら練習してきたラックスは、今回も外しませんでした。

　再びの銃声と、空に舞う金色の空から薬やつ莢きよう。

　銃弾は二つ並んでいる後輪の後ろへ命中し、ゴムが裂けて千切れていくのが見えました。

「よし！　いい腕だ。ひとまず様子を見る」

　１００メートル南側でその様子を見ていたデヴィッドが、命じました。

　左側のタイヤを二つ失ったトラックが、ゆっくりと舵かじを切っていきます。ＭＭＴＭの目の前を左へと横切るルートから、正面へ向くように。

「リーダー、もうすぐ右前タイヤも狙える。動きを完全に止めた方がいいんじゃない？」

　ラックスからの声に答えず、デヴィッドは疑念を小さく口にします。

「なぜ１発も撃ってこない……？　この反応のなさは、なんだ……？」

　そして、一つの仮説に思い当たりました。

「ジェイク！」

「あいよ！」

「１００発ほど車に撃ちまくれ。当たらなくてもいい」

「了解！」

　デヴィッドの10メートルほど脇にいたジェイクが、ＨＫ２１マシンガンをフェンスの穴越しに地面に据え付けて、フルオートで撃ち始めました。もちろん狙うのはタラップ車。

　マシンガンの弾は狙撃銃ほどの命中は望めませんが、放つ弾数は桁外れに多く、そして今回の的はとても大きいです。

　音速で飛んでいった弾丸は立て続けに車体やタラップに命中して、黄色い火花を散らしました。

　しかし、タラップ車はのんびりと走り続けました。誰も、撃ち返してきませんでした。

「ああクソッ！　そういうことかっ！　やられたっ！　──ジェイク、撃ち方止やめ！」

　デヴィッドは悪態をついてから、射撃中止命令を出しました。世界をうるさくしていたマシンガンの咆ほう哮こうが、スッと止まりました。

　首をかしげる仲間達たちへ、デヴィッドは告げます。

「みんな、アマゾネスにまんまと一杯食わされたぞ。──あの車は無人だ」




　４００メートルほどに近づいてきたタラップ車を双眼鏡で見たボルドは、

「本当だ！　タラップの上の銃身は、換え銃身を置いてあるだけだ……」

　そう報告してきました。

　左側のタイヤを二つ失いながらも、タラップ車はノロノロと進み、ＭＭＴＭに近づきつつあります。このまま放っておくと、前方を右側へ横切りながら、広い空港の中でぐるぐると円を描き続けるでしょう。燃料が切れるまで。

「アマゾネスは今頃、フィールド南か中央に逃げているだろう。俺おれ達たちが迎撃している時間を使って、楽々とな。俺おれ達たちに、10分という時間を無駄遣いさせたわけだ」

　デヴィッドの言葉に、ジェイクが、

「やるねえ……。たっぷりお礼はしないとな」

　ＨＫ２１の弾薬箱を交換しながら言いました。

　１００メートル北にいたラックスとボルドが、戻ってきて合流しました。

　時間は、12時29分。この場所にＭＭＴＭが来てから、もうすぐ５分。

「モンスターと遊びたくないから、移動する。フィールド北側の境界線を舐なめながら空港を進む。移動中にスキャンを見る」

　デヴィッドの指示で、全員が立ち上がると、フェンスをくぐりました。

　幅数メートルおきに広がって、周囲を警戒しつつ、アスファルトの上をゆっくりと歩き出します。

　目指すは北。フィールドの一番北沿いを進めば、敵に背後は取られないという、レン達たちも取った作戦です。もちろん、敵に押されたときに逃げる場所がありませんから、踏みとどまって戦う火力と胆力があるチームしか取れない策ではあります。

　しばらく進んでから、

「リーダー、あのタラップ車、どうする？」

　サモンが訊たずねました。

「吹っ飛ばしておくか。他はスキャンチェック準備」

　パンクしているとはいえ、まったく走れないわけでもなく、放置して別の敵に使われるのは厄介です。デヴィッドは壊すことにしました。

　ＭＭＴＭからタラップ車までの距離は、現在３００メートルほど。グレネード・ランチャーの射程内です。放っておくと、ますます遠ざかるでしょう。

　デヴィッドは足を止めると、ＳＴＭ─５５６を斜めに構えました。

　銃撃して燃料タンクを射い貫ぬいてもいいのですが、それよりも、もっと楽な方法があります。

　デヴィッドはマガジンをグリップ代わりに握り、銃身下のグレネード・ランチャーの引き金にそっと指を触れました。

　視界に入ったバレット・サークルを、タラップ車の進む先の地面にピタリと合わせました。

　それは、12時29分55秒のことでした。




　タラップ車が、爆発しました。

　青白い奔流に巻き込まれて、車体もタラップも、全てが粉々になって消えていきました。その空間が、青い球体に飲み込まれていきます。

「なっ！　──伏せろっ！」

　撃つ直前だったグレネード・ランチャーから指を離して、デヴィッドは滑走路にキスをする勢いで伏せました。ＭＭＴＭの全員が、ワンテンポ遅れてそれに続きました。

　青い爆発が爆音を響かせて、ＭＭＴＭ全員の耳じ朶だを打ちました。

「うひゃ！」「どわっ！」「ぐっ！」「ぐは！」「うひー！」

　青い球体は複数生まれ、泡のように重なってもりもりと広がりました。その直径は、実に50メートル以上。

　タラップ車を粉砕し、地面のアスファルトに穴を開け、そうして生まれた細かい破片を、周囲にまき散らしました。音速で。

　破片は銃弾と同じように、唸うなりを上げて飛びました。３００メートル以上離れたＭＭＴＭの頭の上を、ぴゅん！　という風切り音を響かせながら、連続して通り過ぎていきます。

　いくつかは地面に当たって、銃弾が命中したときのそれと似た、びしっ！　という鋭い音を立てました。




　青い爆発が収まって数秒後、飛んでくる破片の音が完全に止やんで、

「全員、無事だな……」

　デヴィッドは伏せたまま、視界左上に表示されているチーム全員のヒットポイントゲージで、運悪く破片の直撃を受けた仲間がいないことを知りました。

　視線を前に戻すと、タラップ車は全てプラズマの奔流で溶かされて、わずかな部品すら残っていませんでした。

　爆心地ではアスファルトがえぐり取られ、直径30メートルほどの穴ができていました。

　さらにそこから半径２５０メートル以内には、頭大からこぶし大のアスファルトの欠片かけらが散乱しています。

　あんなのに当たれば、ただでは済みません。あと50メートル近かったら、全員のヒットポイントが危なかったかもしれません。

「あいつら……、持っていたプラズマ・グレネードを全て仕込みやがったな……。ゴリラ女は、デカネードをかなり持っていたはずだ。前回ＳＪでピンクのチビに渡して、客船をぶった切ったやつを……」

　デヴィッドはゆっくりと立ち上がりながら、忌いま々いましそうに言いました。

　ＳＪ３の戦闘中継は研究のために全部見ていますから、ほとんどの出場者の武器と装備、戦闘スタイルは頭に叩たたき込こんであります。

　ジェイクが、

「マジかよなんてもったいねえ──、いや！　〝復活〟があるからか……」

　発言の途中で気付きました。

「そうだ。やってくれるぜ……。特別ルールの弾薬復活、そして俺おれ達たちが勝負から逃げないことも見越してのトラップだ。クソッ……」

　デヴィッドが、ハンサムな顔を獰どう猛もうに歪ゆがませました。

「今頃、アマゾネス達たちのストレージには、プラズマ・グレネードが全部復活しているだろうよ。だが──」

「だが？」

「同時に知ったはずだ。俺おれ達たちはまだ生きているってな。笑うのは早いぞ、エヴァ」

　時に12時30分30秒。

　三回目のスキャンが、すでに始まっていました。
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第八章　「乙女達たちのピンチ」









　そこは、飛行機の墓場でした。

　広い空港敷しき地ちの南西部に、駐機場があります。滑走路ではありませんが、アスファルトで一面が舗装されている広い空間です。濃い灰色をした、巨大なグラウンドです。

　その上に、買えば数十億円以上するビジネスジェットが、お金持ちが移動に使う機体が一ダース以上、半径30メートルほどの狭い範囲に積み重なっていました。

　あるものは車輪を折り、あるものはひっくり返り、またあるものは、いったい何が起きたのか、前後で綺き麗れいに真っ二つになっています。

　機体の塗装は剝げてボロボロで、窓ガラスはほとんどが外れていて、座席のクッションは解ほぐれて穴が開いていました。

　乗り物が多いＳＪですが、さすがにこれを動かすのは無理そうです。もっとも、ＳＨＩＮＣの中に飛行機を飛ばせるスキルを持っている、あるいはリアルでも飛ばせる人など誰もいませんが。

　周囲は広い空間ですが、ここだけはおもちゃ箱をひっくり返したような、高さ10メートルほどの小山がそびえています。プレイヤーが隠れるには、もってこいの場所でした。

　ＳＨＩＮＣのメンバーは、そこにネズミのように潜んで、

「うーむ。さすがに、そんなに上う手まくはいかないか。ＭＭＴＭだものな」

　少しムスッとした顔で、三回目のスキャンを見ていました。




　その10分前、ＳＨＩＮＣは、乗っていたタラップ車を〝時限爆弾〟に仕立て上げることにしました。ＭＭＴＭに向けてのプレゼントです。

　無人で走らせるための細工は、シンプルです。

　まずハンドルの一番下の部分に、〝重し〟としてプラズマ・グレネードを多数、ダクトテープで縛り付けました。多少ハンドルが取られても、その重さでタイヤが真まっ直すぐに戻る仕掛けです。

　アクセルペダルの上には、大型プラズマ・グレネード、通称デカネードを置いてこちらも固定。しかし速度が出すぎないように、アクセルの裏にはマシンガンの弾薬ベルトを敷いてありました。

　このあたりの細工の知恵は、もちろん車知識のあるトーマのおかげ。

　タラップの上の銃身は、ＰＫＭマシンガンの換え銃身をそれっぽく配置しただけです。弾薬と違って失うことになりますが、それほど高いパーツではないので、そこは我慢。

　積み込んだプラズマ・グレネードは全て、12時29分55秒から59秒の間で爆発するように、タイマーがセットされていました。１発が爆発したら全て誘爆するのですが、念には念を入れて。

　こうして無人でゆっくり進むタラップ車を送り出すと、ＳＨＩＮＣは全力疾走で南西へと向かったのです。

　スキャンで空港には光点がなかったのは確認済みですが、リーダーから離れた伏兵が、特に厄介な狙撃手がターミナルビルや管制塔にいる可能性は残ります。

　特に背の高い、目測で１００メートル以上ある管制塔は厄介です。ここに陣取られると、周囲三百六十度、半径８００メートル以内が危険です。

　ＳＨＩＮＣは油断せず、誰か一人が撃たれたら即座に隠れ、反撃するつもりで走りました。

　ボーディングブリッジの脇に並ぶ、朽ちかけた大型旅客機の下をくぐり抜けて進み、やがて今の場所を見つけて、ブービー・トラップに注意しながら潜り込みました。

　その間、１発も撃たれませんでした。




「さて……、我が宿命のライバル、レンはどこかね？　まさかもう死んでいるなんてことは、ナシで頼むよ」

　ボスは端末の画面を拡大し、地図の南東部、湿地帯手前の橋にあった光点を触りました。

〝ＬＰＦＭ〟と期待通りの名前が出て、

「うわははっ！」

　不気味な笑い声を漏らしました。リアルである女子高生の新に渡と戸べ咲さきだったら、可か愛わいかったことでしょう。

「よしよしよーし！　やっと森から出てきてくれるか！」

　ボスは、心の底から微笑ほほえみました。

　終盤まであのエリアに立て籠もることをレン達たちが選んだら、自じ分ぶん達たちはかなり不利になるからです。

　闘争本能に溢あふれるレンやピトフーイがそうする可能性は少なくても、あのチームのリーダーはエムという冷静な男です。より安全で確実な作戦を取ってくることを、ずっと危惧していたのです。

「今度こそ、本気で勝負ができそうだ……」

　レンと戦えることを喜んでいるボスは、レンも同じ気持ちだったらいいなと思いました。

　続いてボスは、一番左にある橋の、レン達たちから見て反対側、つまり居住区にいる敵チームを触りました。今回初出場の〝ＤＯＯＭ〟という名前が出て、

「むむ？」

　それがスキャン中でも分かるほど速く移動中なのを見て、乗り物を使っていることを知りました。連中が向かっているのは、一番右端の橋。

　つまりはレン達たちを迎え撃とうとしているのです。自じ分ぶん達たちが今いる場所からは割と近いですが、この速度で移動されたら、追いつくのは無理です。

「次のレンの相手はこいつらになるか……。死ぬなよ」

　ボスは、敵へとエールを送りました。もちろん、レンにです。

　この先の10分でレン達たちとの戦闘はないと判断し、ボスを含むＳＨＩＮＣのメンバーは、他の敵の動向を探ります。

　フィールドマップの左下、つまり南西部では、ＺＥＭＡＬが大暴れしていました。

　クレーターでボコボコの地形の中心で、幾つもの灰色の点に囲まれて白く光っているのがＺＥＭＡＬです。もうこのエリアには、彼かれ等ら以外いません。完全に場所を支配してしまっていました。

「マシンガン連中、実にやるようになった」

　ボスは素直に驚嘆しました。反応したのは、同じくマシンガン使いのローザで、

「あの給弾システムはズルいよ。ああ……、欲しいよ」

　そんな素直すぎる感想を漏らしました。

　ちょうど10日前のテストプレイのあと、新しい装備が欲しかったローザですが、手持ちのお金が全然足りませんでした。

　あの日見た、１０００発近い継続射撃を可能にするバックパック型給弾システムの設計図と、命中精度の高い新型マシンガンの《ＰＫＰペチェネグ》は、共に店に並んでいました。両方とも、とてもとても欲しかったのに。実に欲しかったのに。

　リアルマネーで買うという方法もＧＧＯにはあるのですが、高校生のお小遣いで出せる範囲とは、桁が二つ違いました。

「その悔しさは、銃弾にこめて敵にぶつけるのだ！」

　ターニャが言いました。

　モンスター相手に使いまくった銃弾は特別ルール通り、フル回復しています。捨てた空マガジンはＳＪ終了後に戻ってきますが、今回は弾薬ごとストレージに復帰していました。トラップに使用したプラズマ・グレネードも、また然しかりです。

　ボスの目がマップ左上、北西部に向かいます。

　廃はい墟きよエリアには、白い点があちこちで光っていました。合計六つ。まだ全滅チームはありません。

　生き残り六チームのうち、名前がボスの記憶にあったのは二チーム──、〝ＴＯＭＳ〟と〝Ｔ─Ｓ〟です。

　ＳＪ３で裏切り者に入ったコールを含む俊足軽量装備の韋い駄だ天てんチームと、同じくエルビンを含む、防御だけは飛び抜けているＳＦアーマーチーム。

　ここでの殺し合いは、しばらく彼かれ等らに任せていいでしょう。存分に殺やり合あうがよろしい。最後は刺し違えてくれるとなおいい。

　すると残りのほとんどの敵は、当然といえば当然ですが、マップ中央部分の左上にありました。

　四つ葉のクローバーのような高速道路のインターチェンジ、その左上にある、凍った湖の上です。自じ分ぶん達たちからは、西側に、高速道路を挟んで２．５キロほどの位置。

　白いフィールドマップで白い点が目立ちませんが、しっかり地図を拡大して見ると、２００メートル四方に六つの点が集まっているのが分かります。

　見晴らしのよさそうな平らな氷の上で、これだけ近くにこれだけの数がいて、戦っているということはないでしょう。手を組んだに違いありません。周囲に散らばる灰色の点は、彼かれ等らに屠ほふられたチームでしょう。

「仲良し結託チームだな。今回も出たか……。読むぞ」

　ボスが太い指で片っ端から触っていって、出た名前は、

「〝ＷＥＥＩ〟、〝Ｖ２ＨＧ〟、〝ＰＯＲＬ〟、〝ＲＧＢ〟、〝ＷＮＧＬ〟、〝ＳＡＴＯＨ〟。……なるほど分からん」

　これまでの三回のＳＪでは、見たこと聞いたことがない名前がほとんどでした。唯一の例外がＲＧＢ。

「ＲＧＢはアレだよね。ＳＪ２でフカ次じ郎ろうさんが、ＳＪ３の最初に私わたし達たちが倒した光学銃のチーム」

　トーマが言いました。彼女のデグチャレフ対戦車ライフルの狙撃で、彼かれ等らのほとんどは身長を半分にさせられました。

　ターニャが、鋭い目の下で笑顔を作って、

「でも、今回はアイツら有利だよん？　光学銃を撃ちまくれば、モンスター退治なんて楽ちんだもん！」

　ボスは理解しました。

「ああ、それで結託チームに呼ばれたな。アイツらにも、輝ける場所はあったようだ。これであの一団は、まったく動かなくても大丈夫だ。湖の上で、いくらでも時間稼ぎができる」

「ズルいな。湖の氷、割る方法、ないかな？　そしたら全滅させてやれるのに」

　ソフィーの問いに、

「プラズマ・グレネードなら、あるいは……。いや、爆発地点で穴を開けるのが精一杯か。広すぎるな」

　ボスは答えました。

「何か重い車を走らせるのはどうかな？　人では余裕でも、車だと割れて、そのまま沈んでしまったなんてニュースはロシアではよく聞くよ？　通った跡もね、上からは見えないけど割れやすくなっているんだって」

　トーマが言いました。

　さすがは、リアルでロシアと日本を行ったり来たりしているミラナ。普通の日本人なら知らないような知識が豊富です。

　ロシアのような飛び抜けて寒い国では、そして広い国では、凍った湖や川がそのまま道として使われることがよくあります。その方が早く目的地にたどり着ける場合が多いからです。

　そして、割れて沈む事故も、よくあります。

「なるほど車か。さっきやったみたいに、無人で重量のあるものを走らせれば、一気に……」

　ボスが声を漏らしたとき、たっぷりと時間をかけたスキャンが終わりました。




　12時30分の結果は──、

　レン達たちが森の中、一番東側の橋の手前。

　勇敢にもそれに挑もうとしていたＤＯＯＭが、橋の反対側。

　自じ分ぶん達たちＳＨＩＮＣは空港の南西部。ＭＭＴＭは空港北側。

　ＺＥＭＡＬが、フィールド南西部のクレーターエリア。

　湖の上に、結託チームが六つ。

　廃はい墟きよにＴＯＭＳとＴ─Ｓを含む六チームの、合計十七チームです。




　さあ、ここからどう動くべきか……。

　周囲の警戒を仲間達たちに任せて、ボスは思考を巡らせます。

　脳内に刻み込んだ地図と彼我の位置と能力を思い浮かべながら、今後の10分、あるいはそれ以降の行動を、すなわち作戦を考えます。

　湖の結託チームを自じ分ぶん達たちだけで倒せる自信はないので、彼かれ等らは基本的に無視します。できる限り早くレン達たちと戦いたいので、移動するべきは南、あるいは南東でしょう。

　ＤＯＯＭとの戦闘がどうなるか分かりませんが、レン達たちは勝つはず。そして橋を渡ってくるはず。

　だから自じ分ぶん達たちは巨大ショッピングモールの近く、あるいはその周囲の居住区などで待機。40分のスキャンでお互いの位置をハッキリさせ、そこからは、待ちに待った勝負を挑む。

「よしっ！」

　思わず明るい声が漏れてしまいました。

　今回のＳＪ４、ここまでは申し分ない展開です。ＭＭＴＭとの戦いを、後日〝逃げやがったな！〟とバカにされることを覚悟の上で回避したのは、実に正解でした。

「一気に移動するぞ。南だ。空港を抜けて、注意深く高速道路を渡り、モールか居住区に潜む。フォーメーションはいつも通り」

　全員から小気味よい返事が返ってきて、ＳＨＩＮＣは動き出しました。







　酒場の観客達たちは、見ました。

　飛行機の瓦が礫れきの山から抜け出てきたアマゾネス達たちを。

「おー！　あんな場所に隠れていたのか」

　そして、南へと一斉に走って行く様子を。

「レンちゃん達たちと戦うつもりだな」

「分かる。ＳＪ１以来、ライバルだと思っていそうだもんな」

　ＳＨＩＮＣの六人は、銀髪のビゾン使いが先頭の陣形で、駐機場から誘導路へ出て、そして滑走路を横切っていきます。

　20秒くらいその映像が続いて、

「なんかおかしくないか？　なんで移動しているだけなのに中継するんだ？」

　誰かが気付きました。

「確かに……」

「そういや、そうだな」

　中継は主に、現在一番派手にドンパチしている箇所をマルチアングルで映します。

　現に、幾つかあるモニターは、廃はい墟きよでのＴ─Ｓと、敵チームである〝ＢＫＡ〟──、世紀末な格好の戦士達たちとのバトルを中継していました。

　上半身裸のマッチョ男が、おそらくはヒャッハー！　と叫びながらＳＦ兵士に肉薄して改造ショットガンをぶっ放し、全て弾はじかれているところでした。

　なのになぜ、ただ走っているだけのＳＨＩＮＣを映すのか。

「あっ！　分かった！」

　鋭い誰かが、気付きました。

　もうすぐ戦闘が起こるのだ、ということに。

　誰かが、ＳＨＩＮＣを狙っていることに。




　残念なことに、中継映像を見られないＳＨＩＮＣは、気付けませんでした。

　それは、滑走路をほとんど通り抜けて、東西にフィールドを横切る高速道路まで残り５００メートルほどに迫ったとき。裸眼でも、境界線の柵がハッキリ見えてきたときでした。

　銃弾が飛んできて、一番後ろを走るボスの右胸に命中しました。

「えっ？」

　衝撃で巨体が転がって、舗装の上を滑りました。

「撃たれた！」

　最後尾にいたボスですので、倒れながらも前を走るみんなに注意喚起することを忘れませんでした。

　視界の左端で、自分のヒットポイントがぐーんと減っていくのが分かります。タフなボスのこと、即死まではいかないでしょうが、撃たれた場所がマズかったようです。半減は間違いありません。

　直後でした。

「がっ！」「あっ！」

　トーマとターニャの悲鳴が、ほとんど同時に聞こえました。

　ボスのゲージと並んで、二人のゲージがぐんぐんと減っていきます。それはすなわち、二人も狙撃されたということで、

「全員伏せろ！」

　ボスはどうにかそれだけ叫ぶと、自分のことはさておき、二人のゲージがなくならないか、それだけを祈りました。

　黄色を通り越して赤まで達したゲージは、どうにか止まりました。二人とも、残り10パーセントほど。かなりの大ダメージでした。

　たった一瞬で、六人のうち半数がまともに戦えないという状況に追い込まれて、

「くそっ！」

　ボスは己の油断と不運を呪いました。

　こんな所に、伏兵が潜んでいるとは。

　リーダーを置いての遊撃部隊か、あるいは乗り物か。

　それを今考えている余裕は、ありません。

「弾は前から来た！　高速道路だ！　銃声が聞こえなかった！　サプレッサー装備だ！」

　ボスは、自分の被弾状況からそう伝えました。

　前からのラインを警戒すれば、次弾を躱かわしやすくなるはず。

　ＳＨＩＮＣの五人が、伏せたまま高速道路へと頭を向けました。敵を見つけやすくするためと、被弾する面積を減らすために。

　ボスのヒットポイントは四割ほど。彼女はすぐさま救急治療キットを取り出して、自分の腿ももに当てました。

　ほんわかと体が光って、回復が始まりました。自分の、そしてトーマとターニャのゲージが、〝回復中〟を示す、ゆっくりした点滅を繰り返します。

　救急治療キットは、１８０秒かけて30パーセントしか回復しないという、実に性能の悪いアイテムです。しかしスクワッド・ジャム中に持てる回復アイテムは、試合開始前に配布されるこれを三本だけと決まっています。さらに、他人のは使えません。

　もし回復アイテムが自由に持ち込み可能になれば、金にものを言わせて大量に高性能なものを持ち込むことがあるので、仕方のないルールでもあります。

　ＳＨＩＮＣが伏せて数秒後、突然、轟ごう音おんが響きました。

　まるで雷のような音が世界を揺るがし、地面が少し揺れました。

「爆発……？　しかし遠い」

　ボスはそれを正しく理解し、そして見ました。南東の方角で、大きなキノコ雲が上がっています。

　レンのいる方だ。戦闘中か。しかしあの爆発はなんだ？

　ボスは心の中で首を傾かしげましたが、今はそれを考えている余裕はありません。自じ分ぶん達たちのピンチを解消する方が先です。

「高速道路、敵はまだ見えない！」

　スコープを覗のぞくアンナの報告に、ソフィーが訊たずねます。

「牙を出す？」

　ＰＴＲＤ１９４１、デグチャレフ対戦車ライフルを実体化しておくか、という問いです。ボスは即決しました。

「やれ」

「了解」

　ソフィーは伏せたままで左手を素早く動かし、ストレージ操作をしていきました。一番浅いところにある、ＰＴＲＤ１９４１のボタンを押しました。

　ここで実体化しておくのは、もちろん敵を見つけ次第使えるという目的もありますが、それよりも大きいのは、次にソフィーが狙撃されて運悪く即死してしまっても、ＳＪ４ではまだ使えるから。ストレージに入れたまま死なれてしまっては、一緒に待機エリアに戻されてしまいます。

　ボス達たちが撃たれてから20秒が過ぎましたが、次の弾は飛んできませんでした。

　距離としてはかなり遠いので、さっきのように立って走っていたならともかく、全員べったりと伏せた今では狙いづらいのでしょう。

　全長２メートル以上、そのほとんどが銃身という、物もの干ほし竿ざおのようなＰＴＲＤ１９４１の実体化を終えたソフィーが、

「私が囮おとりに立つよ！　タイミング、指示して！」

　危険な役目を買って出ました。

　ボスに、反対する理由はありません。ソフィーが立ち上がって動けば、それに対して狙ってくるはず。

　バレット・ラインが見えれば、敵スナイパーの位置はハッキリと分かります。プレイヤースキルでラインを見せない狙撃をしてくる相手でも、被弾箇所と向きで、だいたいの位置はつかめます。

　仲間達たちが前方に視線を集中したのを確認後、ボスは双眼鏡を目に当てて命じました。

「よしやれ！」

「よっしゃ！」

　ソフィーが、被弾覚悟で立ち上がりました。

　何も持たずにいると囮おとりだとあからさまにバレるので、ＰＴＲＤ１９４１のキャリングハンドルを摑つかんで、中腰で前へと進んでいきます。一見すると、対戦車ライフルの狙撃ポジションにつこうとする動き。

　撃たれて運悪く即死したら、その場で死体に、つまり破壊不可能オブジェクトとして楯たてになることまで見越しての行動です。

　しかし、数十秒後、

「撃ってこなーい！」

　ソフィーは嘆きました。あえてノロノロと進んだのに、銃弾は飛んできませんでした。代わりに、さっきのと同じ巨大な爆発音が、間を置いて二回、再び聞こえました。

　敵は最初の狙撃だけを行い、位置情報がバレるのがイヤで逃げたのか？

　ボスや、他のメンバー達たちがそう思ったときでした。

　高速道路の上で小さく黒い煙が生まれ、やや遅れて鈍い爆発音が小さく響きました。通常の手しゆ榴りゆう弾だん、あるいはグレネード・ランチャーによる攻撃に他なりません。

　そして続く、遠くの銃声。

　たたたん、たたたたん、たたたたたたん。

　まるで小太鼓を小刻みに叩たたくような小さな音ですが、これが典型的なアサルト・ライフルの連射音です。軽めなので５．５６ミリクラス。リズムが被かぶさったので、少なくとも２丁。

　空港の敷しき地ちは平ら。そして高速道路も平面なので平ら。しかも伏せている状態。ＳＨＩＮＣには遠くがほとんど見えず、音だけで判断するしかありませんが、

「私らを撃ったスナイパーを、どなたかが背中から襲ってくれているのか」

　他に考えようがないので、ボスはそう結論づけました。

　時計を見ると、12時34分。

　共にさっきのスキャンで場所が出ていなかったことが引っかかりますが、リーダーから離れた遊撃部隊であれば、もちろん可能です。あるいは、高速で動ける車両利用か。

「ソフィー、しゃがんでいい」

「了解。この隙に、逃げる？」

　ボスは考えます。

　自分を含む三人が、手足に被弾するだけで死んでしまう大ダメージ状態では、まともに戦えません。

　南側の高速道路へ向けて突撃して、今そこにいる敵を全て倒すのは、リスクが大きすぎます。相手がどれくらいの戦力かも、まったく分かりませんし。

　逃げるとしても、広い空港を西に行けば、氷上の結託チームとぶつかる可能性があります。

　東に行けば、今スナイパーを撃っているチームが、次に自じ分ぶん達たちを襲う可能性が高くなります。

　そうなると唯一安全そうなのは、北側にある、さっき隠れていた飛行機の残骸置き場です。それでは戻ることになります。レン達たちより、離れることになります。

　ああ、クソッ！

　仲間達たちに弱みを見せないために、ボスは心の中だけで悪態をつきました。リーダーたるもの、不利な状況に置かれても、戦意が下がるようなことを口にしてはいけません。

「一度さっきの残骸に引く！　全力で走るぞ！　準備！」

　ボスは皆に伝えました。

　ＳＨＩＮＣのメンバーが、立ち上がろうと腕に力をこめたとき、

「っ！　なにいっ！」

　状況をさらに悪化させるものが、視界の中に飛び込んできました。




　５００メートル先で、高速道路のフェンスをぶち破って現れたのは、三台の《ハンヴィー》でした。

　ＳＪ２でＭＭＴＭが、その後にピトフーイやレン達たちが使った、米軍の四輪駆動車です。平べったく角張ったボディが特徴。まるで凸型の箱にタイヤを付けて走らせているようです。

　ＳＪ２のときと同じく、モデルはＭ１１１４タイプ。通常のハンヴィーに追加装甲を施した、防弾仕様車です。７．６２ミリクラスの銃撃なら、完全に防ぐことができます。

　ルーフには防弾板の覆い付き。前回は砂漠迷彩のサンドイエローでしたが、今回は森林用の緑色迷彩でした。

　三台は舳へ先さきをこちらに向けて、小刻みに蛇行しつつ、マフラーから薄い黒煙を噴き上げながら迫ってきます。

「敵車両！　三つ！　接近！」

　トーマが叫ぶ声が聞こえ、なおかつ彼女がソフィーの元に駆け寄るのが見えました。

　ＰＴＲＤ１９４１で狙撃をして、少しでもダメージを与えようという腹積もりでしょう。自じ分ぶん達たちの銃の中で唯一ダメージを与えられそうなのは、この銃だけです。

　しかし、蛇行して迫る三台のハンヴィー全てを射い貫ぬくことなど、時間的に無理でしょう。相手だって、ずっと真まっ直すぐ迫ってくるとは思えません。

　回り込まれるなどして一台でも逃せば、逃げ場のない広い空港で、一人ずつ撥はね殺ころされてしまうでしょう。

　この状況で、少しでも〝チームのダメージ〟を少なくするにはどうすればいいのか。〝全滅させないため〟にはどうすればいいのか。

　ボスは、一瞬で覚悟を決めました。

「私、トーマ、ターニャで攻撃するぞ、集まれ。残りは逃げろ！」

　仲間達たちが息をのむのが、ボスには分かりました。さすがは、リアルでもずっと一緒に過ごしてきた連中です。かつてあれほど仲が悪かったというのに、今は以心伝心です。

「よっしゃ！　頂戴！」

　ターニャが、ボスの脇にいち早く駆けよって来ました。そして手を伸ばします。オモチャやお菓子をねだる子供のようでした。

「ああ」

　ボスは、ターニャに渡しました。欲しがっていたものを。デカネードを、二つ。

　続いてトーマが駆けよって来ました。デカネードを同じく二つ、両手に抱えました。

　ボスは最後の二つを握りしめて、

「ソフィー、チームの指揮を任せるぞ。レン達たちを、やれ」

　最後の命令を下しました。

　ソフィーが、ＰＴＲＤ１９４１をストレージに収納しながら、

「了解！」

　悲しそうに、そして力強く答えました。




　雲が増えてきた広い空の下、三台のハンヴィーが、ＳＨＩＮＣへとゆっくりと迫ってきます。時速にして30キロほど。警戒しているのか、フルスロットルではありません。また、蛇行運転で攻撃を避よける素振りもありません。

　ボスはその姿を睨にらんでいました。背後で見えませんが、ローザ達たちは、全力で逃げているはず。

　対たい峙じするボス達たちに、逃げる術すべはありません。あれを撃ち抜く手段もありません。

　しかし、吹っ飛ばす方法は、あります。そう、デカネードなら。

　そしてそれは、自じ分ぶん達たちの生存も望めない作戦でした。一台でも残せば、逃げた三人が追いかけられ、後ろから轢ひき殺ころされることでしょう。

　ならば──、

　投げて壊そうなど思ってはいけません。確実を期すために、道連れにするしかありません。

「一人一台だ。欲張るなよ。私は真ん中のをいただく」

　ボスは、その場に残ってハンヴィーと対たい峙じする二人へと指示を出し、

「オレは右ね！　任せて！　こういうの、得意！」

　ターニャと、

「じゃあ左を。やったことないけど、まあ、何事も挑戦でしょう！」

　トーマの元気のいい返事をもらいました。

　残り２００メートル。

　もう、運転手の特徴が分かる距離になりました。

　防弾ガラスの向こうにいるのは、ＧＧＯらしい未来装備の男達たちです。ダークブルーのパンツに、濃い茶色のプロテクター入りジャケット。顔には緑の覆面と一枚レンズのサングラス。

　真ん中の一台には二人、左右に一人ずつ乗っていました。

　ボス達たち三人は伏せたまま、ハンヴィーが自じ分ぶん達たちを轢ひき殺ころしに来るのを待ちました。

　来ませんでした。




　完全に殺す気で、そして死ぬ気でいたので、

「はあああ？」

　ハンヴィーが急停車して、さらにルーフから信号弾が打ち上がったとき、ボスは間の抜けた声を出してしまいました。

　鮮やかなオレンジの信号弾が、赤みがかった青い空で輝いて、パラシュートでふわふわと舞い降りてきます。

「ナニ？」

「え？」

　ターニャとトーマも、伏せたままでぽかんと口を開けて、その光を見送りました。

　車までは残り１００メートルほど。止まっているのを機に突撃して仕留めるには、まだ少し遠いです。

　意図が分かりかねる行動の次は、より直接的なメッセージが来ました。

　ハンヴィーの一台から人の腕が突き出されると、そこで白い布が振られたのです。

「なんだと……？」

　通常は〝降伏〟を意味する白い布ですが、この場合はそうではないでしょう。そうする理由がないからです。

　だから今回の意味としては、〝戦闘をする気がない。話がしたい〟。ボスはそう理解しました。

「ワナかニャ？」

　ターニャの問いかけに、

「勝っている方がやる必要は、あるまいて」

　ボスは渋く答えると、ゆっくりと立ち上がりました。

　手にしていたデカネードを、腰のベルトに装着しました。

〝プラズマ・グレネード・ホルダー〟というアイテムを持っていれば、ベルトのどこであっても、磁石のようにくっついてくれます。

　取り出しやすくて便利なのでほぼ全員が使っているアイテムですが、同時にそれは、被弾したら誘爆して一撃爆死を発生しやすくする諸もろ刃はの剣でもあります。

「ひとまず、お話をしてこようか。──三人はそのまま逃げ続けていいぞ」

　ボスは仲間に命じたあと、ゆっくりと歩き始めました。愛銃のヴィントレスは手に持ったまま、油断を見せずに。

　その大きな背中に、

「勝負を挑まれても、一人で死んじゃダメだよ。私わたし達たちも一緒だからね」

　トーマが声をかけました。

「うむ」

「もしナンパだったら、一人でついて行っちゃダメだよ？　ボスは可か愛わいいから」

　次はターニャ。

「うむ。しかし、グロッケンのカフェで出ている〝ＧＧＯパフェ〟食い放題だったら、どうする？」

「一人で食べたら許さないよ」

　二人の声がシンクロしました。許さないようです。

「うむ」

　ボスはゆっくりと90メートルを歩き、一台のハンヴィーの前に立ちました。

　今からだったら、目の前の一台にデカネードを投げることは可能でしょう。しかし、それは彼女の矜きよう持じが許しません。

「やって来たぞ。チームＳＨＩＮＣのリーダー、エヴァだ」

　ボスの声は通信アイテム越しにチーム全員に、そしてハンヴィーの中の人にも届いたでしょう。

　防弾板に囲まれた、しかし銃のない銃座から、男が頭を出しました。覆面とサングラスで、一切表情が見えない頭を。

「やあ、来てくれて嬉うれしいよ。これで無駄に戦わずに済んだ。デカネードで車ごと吹っ飛ばされるのは、カンベン願いたいからね」

　男の口調は親しげでしたが、警戒を解いていないことは、防弾板の後ろで、両手でアサルト・ライフルを保持していることで分かりました。

　ちらりと見える男の得物は《ＨＫ４３３》。

　ドイツのヘッケラー＆コッホ社製で、口径は５．５６ミリ。２０２６年の今、ドイツ連邦軍が主力小銃として使っています。

　ＨＫ４３３は、ＧＧＯの中では最新最強クラスのアサルト・ライフルです。ボスも見るのは初めてです。

　数が少ない、つまりレアでもあるので、そのお値段も最高レベル。さらに銃口には、これまた高価なサプレッサーが装着されています。

　これだけで、このチームがかなりＧＧＯをやり込んでいるか、それとも猛烈にお金持ちか、あるいはその両方であることが分かります。

　ボスは油断せずに、しかし謙遜も恐縮もせずに答えます。

「お話次第では、今からでも抱き付いてもよろしくてよ？」

「わはは、遠慮しておこうかな。詳しい説明は〝本陣〟でしたい。六人全員、手早く車に乗ってくれないかな？　スキャンも近いし、モンスターが湧くかもしれない」

　ボスはちらりと腕時計を見ました。12時36分を過ぎています。あんまりのんびりはしていられません。

　男が〝本陣〟と言ったことで、彼かれ等らが凍った湖の上の結託チームの一員であることは分かりました。連れて行かれるのはそこでしょう。そして、結託チームに入るか、それともここで死ぬかを選ばされるのでしょう。

「その前に一つ質問が。私わたし達たちを狙撃した連中は？」

「ああ、三人のスナイパーを仕留めたよ。ＤＯＯＭというチームの伏兵だった」

　男が言って、ボスはその可能性について頭をめぐらせました。

　レン達たちに高速で突っ込んでいったＤＯＯＭが、スナイパーを残していた。残りは橋の上などでレン達たちと戦った。そして何かしらの大爆発を引き起こした。

　なるほど、あり得ない話ではありません。

「ふむ……。いいでしょう」

　ボスは決断し、そう答えました。





＊　　　　　＊　　　　　＊






　12時40分。

　四回目のスキャンを、ＳＨＩＮＣはハンヴィーの中で見ました。




　ひとまずの休戦を決めて、話を聞きにいくため、六人が二人ずつ三台のハンヴィーに分乗を終えたのが12時39分。

　その際、銃やグレネードなどの武器を、全てストレージにしまうように言われました。

「なるほど、〝武装解除〟させておく、と」

　ボスが相手を覗のぞき込こむように言って、

「いいや。単に車が狭いんだよね」

　男は肩をすくめました。

　断っても仕方がないので、ＳＨＩＮＣは長物も拳銃もグレネードも、全てデータにして透明な鞄かばんにしまい込みました。

　覆面の運転手達たちは、後部座席に乗ったアマゾネス達たちに、何一つ言いませんでした。黙ったまま静かに運転し、三台は縦一列になって、空港を横切って行きます。

　ボスとターニャとトーマは、二本目の救急治療キットを打ちました。これで回復を終えても、ヒットポイントがフル回復するのはボスだけ。

　残りの二人は回復が終わっても七割ですが、三本目は悩んだ末、次にガッツリ削られたときのために取っておきました。そのときにアッサリと死ぬ可能性もあるので、悩ましい判断でしたが。

　そして走り出してすぐにスキャンの時間になったので、ハンヴィーは揃そろって、滑走路の上で止まりました。

　さっきボスと話した男が、つまり連中の中で唯一喋しやべる男が、助手席から振り向きました。

「スキャン中に移動していることをバレたくはないだろう？　しばらく止まるよ」

「至れり尽くせり、恐れ入りますわ」

　ボスは皮肉気味に返しましたが、心の中ではかなり感謝していました。ゲームの状況が、そして何より、レンの動向が見られるからです。

　もしレン達たちが全滅などしていたら、話に乗る必要はありません。素手で運転手をくびり殺してやろうと思っていました。




　四回目のスキャンは北から始まって、生き残りチームの位置を示していきます。

　10分前と、大きく変わってはいませんでした。

　ＭＭＴＭは空港の北側にいます。フィールドマップとしても最北です。周囲には戦える相手がまったくいないので、さぞかし暇をもてあましていることでしょう。

　廃はい墟きよエリアで、二チームが消えていました。10分前の望み通り、残存するＴＯＭＳとＴ─Ｓが頑張ったようです。いいぞもっとやっておくれ。

　ＺＥＭＡＬが生き残っているのは、相変わらずでした。ただし、フィールド南西部の中央からまったく移動していないのが気になります。攻撃バカの彼かれ等らのことなら、攻め入ってきてもおかしくないのに、何をまともな作戦プレイをしているんでしょう？　何か悪いものでも食べたか？

　氷上の結託チーム六つは、やはり位置を変えていませんでした。ＲＧＢがいるので、モンスターを無視できる強みです。

　そのうちの四人は今車の中にいるのだから、そこにリーダーは含んでいないということになります。リーダーを置いての四人行動。かなりリスキーなのに、躊ちゆう躇ちよなくできるとは、それなりのやり手でしょう。

　最後に、

「よし！」

　レン達たちは、まだいました。橋の上に。

　ＤＯＯＭが橋の中央で灰色の点となっているので、あの謎の大爆発を含むバトルで、レン達たちが倒したのでしょう。きっと楽に。今頃は鼻歌交じりで、自じ分ぶん達たちを倒す牙を研いでいるに違いありません。

　割と近い距離にいるレン達たちですが、そこに今すぐ向かうわけにはいきません。ボスは素直に諦めました。まだまだチャンスはあると信じて。

　こうして結果は、残存が十四チーム。ＳＪ４の参加チームは、わずか40分で半分以下に減りました。ここまでは、なかなかのハイペースです。

　スキャンが素早く終わって、ハンヴィーが再び走り出しました。

　ボスはちらりと運転席を覗のぞいて、燃料がまだあるか確かめました。

　モデルになった現実世界のハンヴィーとは違って目立つ位置にある燃料メーターは、驚くことにほとんど満タンです。まだまだ、かなりの距離を走れそうです。

　さては、とボスは予想しました。ハンヴィーはこの三台だけではなく、他にもあったのだと。そして、燃料を移し替えたのだと。

　乗り物の燃料は、〝燃料缶〟と〝ホース〟のアイテム、そして〝燃料移設〟のスキルがあれば、それらを近づけるだけで取り出し、別の車両に移し替えることができます。

　もちろん、スキルがなくても、リアルでやる必要があるように、ホースに口をつけて吸い出しても可能ですが──、やっぱりリアルと同じく、燃料が口に入ると酷ひどいことになります。

　三台のハンヴィーは、巨大なタイヤをゴロゴロと唸うならせながら空港敷しき地ちを走り終えて、南北に走る高速道路の境に出ました。

　そこには有刺鉄線付きの金網と、人の背丈ほどの溝があったのですが、ハンヴィーは難なく金網を弾はじき飛とばし、大きなタイヤと長いサスペンションにものを言わせて、溝をぬるりと通り過ぎました。

　そして巨大な高速道路を横断して、クローバー型のインターチェンジを使って降りて、平行して走る一般道へ。南北に湖畔を走る道からは、真っ白い平原が輝いて見えました。

　ボスと同乗しているトーマが、

「懐なつかしい景色」

　ぽつりと呟つぶやきました。

　助手席の男がちらりと気にしましたが、まさかリアルでは女子高生で、ロシア出身などとは気付くことはないでしょう。

　道を北へと１キロほど進み、左側の道へ外れて砂利の湖畔に近づいたハンヴィーは、そこで止まるのかと思いきや、そのまま氷の上を走り出しました。

　ボスが男に、

「おいおい、大丈夫なのか？」

　状況把握を兼ねて訊たずねて、

「ん？　何が？」

　男が素で聞いてきたようなので、ボスは氷のことをしらばっくれて、噓うそをつくことにしました。

「こんな見晴らしのいい場所でノンビリ走行して？」

「なんだそんなことかい。大丈夫さ。この周辺には味方しかいないよ。ほら、見えてきた」

　男が指さしたのは、白い地平線の向こう。黒い点がポツポツと見えてきました。距離は８００メートルといったところでしょう。

「そうか。それならいい」

　ボスはそれ以上聞くのをやめて、なおかつ思いました。

　今、足下の氷がバコンと割れてくれると、自分も死ぬが、結託チームも死んでくれて、レンはさぞかし悲しむかな？　それとも、優勝が近くなって嬉うれしいかな？

　答えは見つかりませんでした。

　ハンヴィーは氷の上を猛スピードで走り抜けて、結局氷が割れることもなく、六チームが集まる場所に到着しました。




　岸から２キロほど進んだ場所、ちょうど湖の中央に当たる場所では、即席の防御陣地ができていました。

　ごま粒のように見えていたものが大きくなって、人間だと分かります。氷上に人間が座ったりうつぶせに伏せたりして、円を描いていました。直径は30メートルほど。

　ハンヴィーがその手前、10メートルほどの場所で止まりました。

「さて、降りてもらうことになるが、あまり変なことはしないでもらえると助かるよ。俺おれ達たちは君きみ達たちを後ろから狙い続ける。助けたチームを倒すなんてことは、したくないんだけどね」

　男の言葉に、

「変なことってのは、キスとかかい？　おあいにく様、私わたし達たちは話をしに来たのでね」

　ボスはそう言って答えました。

　おちゃらけたボスですが、分かっています。ストレージから武器を出そうとしたり、相手の武器を奪おうとしたり、あるいは素手で攻撃しようとしたら、すぐに後ろからヘッドショットされるということでしょう。

　ボスは、緊張しつつもそれを努めて顔に出さない仲間達たちと合流して、一列になりました。

　ゆっくりと、円形の陣地へと近づきます。

　振り向きませんが、後ろから狙われているのをヒシヒシと感じます。バレット・ラインに熱があるようにすら思います。後ろを歩く仲間達たちには、自分の後頭部にラインが当たっている様子が見えていることでしょう。

　こういうのも、ピンチって言うのかねえ？

　ボスは自問しましたが、答えは出ませんでした。

　近づくにつれて、結託チームの外見が分かってきました。

　案の定、円陣の外側にいるのは、光学銃を持って伏せているＲＧＢの皆さんです。六人全員が残っていました。

　ＳＪ３で戦ったので、ボスも顔を少し覚えていた人がいます。それぞれの光学銃を誇らしげに構えています。

　おっと、マシンガンを抱えている一人がこちらを見ました。とても分かりやすく、自じ分ぶん達たちを睨にらんでいました。

「やあ！　お元気そうだね！」

　ボスは笑顔で話しかけて、

「…………」

　露骨に無視されました。怖がられたのかもしれません。

　彼かれ等らの作る線を通り抜けて、中心部にいる男達たちへと近づきます。見たところ、女性はいません。ここなら、ボスでもモテそうです。

　男達たちは氷の上にノンビリと座っていて、中にはごろんと寝ている者も。バトルロイヤル中だというのに、緊張感の欠片かけらもありません。

　ＲＧＢ以外のチーム名は知りません。なので見える全員が初出場です。服装で統一感があるのでそれらがチームだと思うしかないのですが──、

　ハンヴィーに乗っていたのと同じ、プロテクター入りジャケット、それに覆面の男が二人見えました。つまりこのチームは、六人フルで残っていることになります。

　こいつらは要警戒だな。

　ボスは心の中で値踏みをしていきます。

　見たことのない毒々しい迷彩服の男が三人。他にいないので、戦闘で半分に減ったのでしょうか。それとも他の場所にいるのか。こちらも覆面にサングラス。

　こいつらも警戒だ。

　そして、ジャージを着た男達たちがいました。濃い青色のジャージで、サイドには白い線が三本入っている、実によくある典型的なジャージです。

　それが揃そろって六人、やっぱり覆面にサングラス。

　なんで運動会なんだ？

　なぜこの服装なのか、ボスにはまったく分かりません。

　まるで、〝戦闘装備を着てはいけない罰ゲーム〟のようでした。まあ、全身ピンクのレンも、それはそれでかなり変ではあるのですが。

　ＳＨＩＮＣは酒場での怪しい入場を見ていませんので、それら三チームが覆面姿なのを見て素直に驚きました。その怪しさは、なかなかのものです。特にジャージ連中。

　他には灰色の迷彩服で揃そろえた六人と、茶色の砂漠迷彩がユニフォームらしい六人がいます。彼かれ等らは覆面をしていませんので、表情が分かります。ＳＨＩＮＣを警戒しつつ、同時にどこか誇らしげでした。

　別にお前まえ達たちが強いわけじゃないんだぞ？

　ボスは余計なことは言いませんでした。思っただけでした。

　以上六チームで、見たところ全員が男。合計三十三人という大所帯でした。

　ゆっくりと近づきながら、ザッと見渡して風体と数を頭に叩たたき込こんだボスですが──、

　くそったれ！　まったく、抜け目のねえ奴やつらだぜ！

　心の中で、再び悪態をつきました。

　ボスは、ＧＧＯを始めてから明らかに言葉遣いが悪くなった気がします。いつぞやのソフィーの言葉ではないですが、リアルでぽろりと出さないように注意が必要です。

　悪態の理由は、ＲＧＢ以外の彼かれ等らが全員武装を解いていたから。今の自じ分ぶん達たちと同じく、綺き麗れいさっぱりストレージに収納して、手には何も持っていないのです。

　もちろん、〝武装を解いたＳＨＩＮＣを同じ条件で快く迎えるため〟ではないでしょう。〝自じ分ぶん達たちの戦闘力を秘密にするため〟に決まってます。

　おかげで、どんなチームかまったく分かりません。

　とはいえ、弱い連中、ということはないでしょう。覆面とサングラスで揃そろえた三チームがお仲間なら、他の二チームも、相当の火力を持っていると思うしかありません。

　逆に向こうは、こっちのことをよく知っています。ＳＪの中継録画を見れば、誰でも分かるからです。戦法も銃も。

　やれやれ、あそこで死ぬのとどっちがマシだったかねえ。

　ボスが心の中で溜ため息いきをついたとき、一人の男が立ち上がって、自じ分ぶん達たちを出迎えました。




　背の高い男でした。ＧＧＯの中でも、飛び抜けて長身のキャラクターでした。

　見たところエムより高く、これはかなりの長身です。エムと違うのは、スリムなところ。

　しかし、ジャージ姿で覆面にサングラスは、明らかに変です。

　この風体をするとき、彼の美意識は働かなかったのでしょうか？　チームの反対は？　というかそんなジャージ、ＧＧＯのどの店に行けば売っているんでしょう？

　ボスは色々考えてしまいましたが、それはさておき、近づいてきた男に、

「リーダーさんかい？」

　自分から話しかけました。

　ＧＧＯでは凄すご腕うでのキャラクターとはいえ、中身は女子高生。内心、かなり緊張しているのを気取られないように、努めて普通の口調でした。

「やあ。そんなに緊張しなくていいよ？」

　男が親しげに言ったので、

「そう言う準備をしていたね？」

　ボスは準備をしていた台詞せりふで言い返しました。

「お初にお目にかかる。私はエヴァ」

　どうせ名前は教えないだろうと思いながら先手を打ってみると、

「初めまして、エヴァ。〝ファイヤ〟、という名前で遊んでいる」

　礼儀正しくアッサリと教えてもらって、少し拍子抜けしました。

　さらにファイヤと名乗った男は、躊ちゆう躇ちよなくサングラスと覆面を取りました。ハンサムな、アバターの顔を見せました。

「こんな顔だ。以後お見知りおきを」

「これは……、どうも。でもまあ、その身長では何を被かぶっていても間違えようがないよ」

「あはは。そいつは道理だ」

　屈託なく笑う様子を見て、ボスはそれが演技なのか素なのか、量りかねました。

　それでも、彼女はこのファイヤという男について、色々と予想を立てます。

　覆面をした三チームのリーダーであることは、まず間違いありません。

　ランダムスタート位置で始まるＳＪで、よくぞ三チームが無事に合流できたものだと一瞬思いましたが、そのカラクリに、すぐに気付きました。

　自じ分ぶん達たちのようなＳＪで戦果があった強きようチームはフィールドマップ四隅に散らすのが、もう暗黙の了解になっています。つまり初出場チームなら、自動的に中央付近で始まるはずで、

『試合開始後は、どんなマップでも中央を目指せ』

　とでも決めてさえおけば、素早い合流も難しくなさそうです。

　チームにはそれなりに強い連中を集めたに違いないですが、それにはお金の力を使ったのでしょう。リアルマネーをつぎ込めるＧＧＯでは、金持ちならいくらでも、ＢｏＢに出るような強きようプレイヤーを雇えるからです。

　そして、それは何も悪いことではありません。別にルール違反でも、ましてやマナー違反でもありません。

　お小遣いで必死になって月三千円の接続料を出している女子高生の身分からすると、ちょっとムカつきますが。訂正、実にムカつきますが。

　ＲＧＢを含む、覆面をしていない他の三チームは、おそらくはＳＪ４の中で懐柔したのでしょう。ずいぶんと上う手まくやったものです。何を餌にしたのかは分かりませんが。

　そのとき、

「出た！　北西！」

　ＲＧＢの誰かが叫んで、ボスは知りました。モンスターが湧く時間だと。

　報告の通り、北西の空にポリゴンの光が集まって、モンスターの形を作ろうとしています。

　ＳＨＩＮＣが見た初回は動物がモチーフでしたが、今回は機械のようです。形を作ったのは、足がキャタピラの配膳ロボット、その両手が鎌になったような物体です。

「ようし！　みんな、頼んだよ！」

　ファイヤの一言で、ＲＧＢは撃ちました。

　しゅぱん、といい音がして、狙撃銃の《ソルプレッサＡ２》がエネルギーを放ちました。

　哀れロボット君は地面に触れることもなく、一撃で砕け散ってしまいました。人間の耳には聞こえない、仲間への警告音を残して。

「ヤレヤレ、これでまた大騒ぎだね。ゆっくり話がしたかったんだけど」

　ファイヤが言って、ボスは、

「では、手短にお願いしましょうか。私わたし達たちとしても、何か決めるのなら早い方がいい」

　しゅぱぱぱぱぱん。しゅぱーん。びしゅしゅしゅしゅゆ！

　周囲で、光学銃を撃ちまくる音が響き始めました。

　さすがに、湖の氷を割って出てくるモンスターはいないようです。１００メートルほど離れた場所で、氷の上１メートルあたりで実体化して、着氷後に迫ってきます。

「はは！　またヤラレに来たか！」

「みんなぶっ壊す！」

「うりゃあ！」

　ＲＧＢの皆さんが、容赦なく光弾をばらまきました。実に生き生きしています。ＳＪでこんなに活躍できるなんて、彼かれ等らは今夜、嬉うれしくて眠れないことでしょう。

　次々に消えていく機械モンスターを見て、ひとまずここで話をしていても大丈夫だなと、ボスは判断しました。

　仲間達たちもまた、かつてぶっ殺した敵チームが自じ分ぶん達たちを守っている様子を、無言で眺めていました。

「うん、単刀直入にいこう──。君きみ達たちには、俺おれ達たちの陣営に加わってほしい。そして、指示通りに動いてほしい。俺おれ達たちは、優勝を目指している」

　ファイヤが切り出しました。その間も、光学銃が吠ほえる音は続いています。

「〝もし断ったら？〟などと聞くつもりはないよ。邪魔なチームは排除するのがＳＪだからね。優勝を目指しているのならなおさらだ。さて、肝心なことを聞こう。もし加わって、私わたし達たちにメリットは、何かあるのかい？」

「ああ、あるさ。とても大きなメリットが。きっと気に入ってくれる」

　ファイヤの自信たっぷりの返答に、ボスは眉をひそめました。

「どんな？」

「ピンクの小さい奴やつと、正面切って、誰にも邪魔されない状況で戦わせてあげる」

「…………」

　驚きが表情に出てしまったかと、ボスは危惧しましたが、ファイヤはそんなことはお構いなしで、言葉を続けるのです。

「〝レン〟という、ＳＪ１とＳＪ３の優勝者。君きみ達たちは、あの子をライバル視しているそうだね？　ＳＪ１のラストのように、正面切って戦いたいと、そして勝ちたいと思っているはずだ」

〝しているそうだね？〟という伝聞調はどういうことだ？　ボスは思いましたが、ひとまずそこはスルーしました。ただの言い間違いかもしれませんし。

「やれやれ、私らは正直でいけないね」

「なあに、美徳さ。いいことだよ、お嬢さん」

「この年でお嬢さん呼ばわりされるとは、嬉うれしくて堪たまらないよ」

「それはよかった。さて、レンを含むチームＬＰＦＭは、かなりの難敵だ。それ以外のメンバーも実に強い。でも、倒さねば優勝はない」

「だね。しかし、この人数で襲えば、さすがに勝てるんじゃないかい？」

　ボスは、両腕を広げながら言いました。ＲＧＢが楽しそうに撃ちまくっていて、その円陣の中で二十人以上がリラックスしている様を見渡しました。

　ファイヤが問いかけに答えます。

「負けはしない、とは思ったよ。でもね、さすがに全員無事じゃすまない、とも思った。少なからず犠牲が出るだろうね」

「だろうね」

「他にも、ＭＭＴＭやＺＥＭＡＬなど、強きようチームは残っている。ＬＰＦＭとの戦闘中に、彼かれ等らに後ろを突かれては堪たまらないよ。優勝は目指すけど、それもできる限り、チームのダメージは少なくしたい」

「ちょっと待て」

　ボスはここで首を傾かしげました。本気で分からないことが一つ、頭の中で生まれたからです。だから訊たずねます。

「優勝を目指したって、これはバトルロイヤルだ。最後は連合チームの〝仲間〟と戦うことになるだろうよ。どうするつもりだ？」

「みんなで優勝するよ」

「は？」

「そんなに不思議がらなくても大丈夫だ。他のチームを全部倒したあと、全員で集まって、グレネードでみんな一緒に〝死んだ〟ことにすればいい。ＢｏＢの第三回と一緒だ。システム上、全チーム同時優勝になる」

「…………」

　ボスは本気で絶句してしまいました。

「そんなこと、考えたこともなかったよ……」

　本心が漏れてしまいました。

　ゲームとはいえ〝戦う〟ことがメインの戦場で、そんな考えを持つ人間がいるとは……。

　呆あきれと感心と、さらなる呆あきれがない混じりました。

　リアルで子供の頃からやっている新体操だって、〝勝負〟です。他の団体、個人とは１点、いや０．１点を争う戦いをしてきました。

　ＧＧＯだってそうです。勝つための努力であり勝負の世界なのに、最後はそんな仲良しこよしで、まるで徒競走で手を繫つないでみんなでゴール、みたいな決着を付けようという、ファイヤの頭の中がサッパリ分かりません。

　ひょっとして……、こいつ……優勝が、目的じゃないんじゃないか……？

　ボスの脳内にそんな疑念が浮かびましたが、それを聞くわけにもいかず、正直どうでもいいことなので、ひとまず余よ所そに置いておくことにしました。

　ボスは、話を進めることにしました。

「なるほど理屈は分かった。ピンクのチビと戦えるのなら、確かに悪い話じゃなさそうだねえ。具体的には、どんなプランを考えているのかい？　〝ほうら当たってこい〟なんて雑なプランには乗れないよ？　逃げるかもしれない」

「正直でいいね。もちろん考えてある。君きみ達たちが来るまでに、考える時間はたっぷりあった」

　ハンサム顔で白い歯を見せて、ファイヤは笑いました。

　そして視線を、一瞬ですが右上に向けました。

「次のスキャン──、はもう間に合わないね。もうすぐだからね」

　ファイヤは時計を持たず、視界の端に時刻表示を出しているのでしょう。この辺のアレンジは自由にできます。

　ボスは、左手首内側の腕時計を見ました。

　ほとんどのＧＧＯプレイヤーと同じく、便利だが味気ない表示より、〝腕時計を使う〟という雰囲気が好きだからです。利きき手てと反対側の手首に、文字盤を内側にして装着するのも彼かれ等らならでは。これなら銃を構えたまま見られます。

　時刻は、いつの間にか12時49分を回っていました。

　ボスがファイヤへと視線を戻しました。彼が続けます。

「スキャンでＬＰＦＭの位置が分かったら、それがフィールドのどこであっても、近くまで君きみ達たち全員を送り届けることにするよ。周囲の警戒は俺おれ達たちのチームに任せて、自由に戦うといい。約束をすっぽかして逃げ出しても構わないけど、果たして君きみ達たちはそうするかな？　そして見事ＬＰＦＭを倒したあとは、優勝を目指す我々と、存分に戦ってくれればいい。我々も、本気をもって相手をしよう」

「やーれやれ、これは美お味いしそうなニンジンだ」

　ボスは肩をすくめつつ、遠くを見るフリをして仲間達たちへと視線を向けました。全員が、いつも通り自分を信頼している、どんな答えでも従うと、目で告げていました。

　兵は神速を尊ぶ。ボスは決断しました。

「分かった。いいだろう。その作戦に、乗ろう」

　12時50分になりました。

　微笑ほほえんだファイヤは、

「嬉うれしいよ。ひとまずスキャンを見ようか」

「お言葉に甘えて」

　ボスも端末を取り出しました。

　東から始まったスキャンで、手の中の端末画面で、ボスは知りました。レン達たちがまだしっかりと生き残っていて、橋の上にいることを。

　なぜそんなにのんびりと橋を渡っていたかは分かりませんが、レン達たちのことです、何か奥深い作戦があったのでしょう。

　ボスはニヤリと笑いながら、

「生きているのなら、殺せるな」

　とてもとても楽しそうに言いました。

　ＲＧＢが撃ちまくって、周囲で次々にモンスターが消滅している派手な花火大会の中で、

「頼りにしているよ、君きみ達たち」

　背が高いハンサムな男が、白い歯を光らせながら言いました。
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「ああ。ピンクのチビなら、我々に任せておけ」

　ゴリラ女が、ニヤリと笑って答えました。

　凍った湖に吹く風が、彼女のお下げを揺らしました。

　風を受けながら、ボスは思います。

　これで、どう思われたか分からないが、次のスキャン後には必ず、正面切って名乗り出てから戦ってやる。

　それまで死ぬんじゃないぞ、レン。
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第九章　「レン、大いに怒る」









　12時50分。

　五回目のスキャンの結果が、生き残っているチームの名前共々、酒場の巨大モニターにも映し出されていきます。

　西から東に、亀の歩みのようにゆっくりと走査されていく画像を、観客の男達たちは見ていました。

　さっきボスの手の中では東から始まったのですが、演出のためでしょうか、酒場では逆の向きになっています。

　フィールドマップ北西の廃はい墟きよエリアでは、それなりの戦闘があって、そして終わったようです。10分の間にさらに二チームが消えていました。

　生き残りは二チーム。足が速いＴＯＭＳと鎧よろいが固いＴ─Ｓです。別個に敵を倒したようで、今は直線距離で２キロ以上は離れています。

「初出場チームは消えたか……。まあ、順当なところかな」

「あの二チーム、次に当たるかな？　それとも、逃げる？」

　この時点では、答えは分かりません。

　さてスキャンが進み、南西エリアでは、ＺＥＭＡＬの点が燦さん然ぜんと輝いていました。

　他のチームとまったく同じドットなのに、ＺＥＭＡＬと文字が付くとより鬱陶しく大きく輝いているように見えるのが不思議です。

　位置は10分前と同じ。ここにある大きなクレーターの縁へりを、防衛ラインとして陣取っているようです。

「マシンガン連中も動いていないなあ……。冷静すぎる」

「ほんと、突撃バカがどうしちゃったんだよ？　なんか悪いものでも食ったか？」

「〝モンスター倒す大会〟と勘違いしていないことを願う」

「戦闘映像見る限りでは、あの美女が新たに指揮を執っているみたいだ。実に見事だった」

「すると、やっぱり──」

「ああ、ちゃんと警戒しているんだよ。湖の結託チームを。今現在、最大勢力だからな。うかつに挑んでは勝ち目がない。機会を窺うかがってるんだよ」

「あの美女……、余計なことをしやがって！」

「許せん！　ＺＥＭＡＬをマトモにしやがって！」

　酒場で、理不尽な怒りが渦を巻きました。

　そしてスキャンが、その湖上の結託チームを映し出しました。さっきまで六チームいた一団を。

「マジかっ！」

「えっ！」

「うそぉ！」

　観客達たちが、大きくどよめきました。

　無理もありません。先ほどまでの六チームに、この中盤でさらに一つ加わっていて、しかもそれがＳＨＩＮＣなのですから。

「おいおい、アマゾネスが結託チームについたぞ！」

「まさか……、エラーじゃないよな？」

「いやあ、間違いないだろ」

「ナンデ？　どーして？　おい、どうしてだよ？」

「俺が知るか！」

「なんで？　お前のエヴァだろ？」

「俺のじゃねーよ！」

　答えが出ないまま、スキャンは東へと進み、残りの二チームの居場所を示します。

　一つはＭＭＴＭ。位置は空港の北の外れ。

　こちらもほとんど移動していないのは、戦力温存なのか、それとも敵がいなくて拗すねているのか。

　もう一つは、ＬＰＦＭ。橋の上を、ほとんど渡り切るところ。

　スキャンは続いていますが、これより東にチームがあるとは思えず、

「残り十二チームか……」

「まあ、こんなところだな」

　観客達たちは総括。そして謎のアマゾネスの行動へと話題が戻りました。

　なぜ、今まで単独で大暴れしてきたＳＨＩＮＣが組んだのか。

　いろいろな意見が飛び交いましたが、もちろん誰にも、本当のことは分かりませんでした。




　分かりませんでしたが、怒っている人がいました。

　フィールドにいました。橋の上にいました。

「なんでええええええええええええええええー！」

　レンでした。




　レン達たちは、橋を進んでいます。

　車線の一番左脇、欄干のすぐ近く。先頭に、バックパックを体の前につけて、両手に一枚ずつ楯たてを持っているエム。右側に、二枚並べて保持するピトフーイ。左に、同じく楯たてを、一枚だけ持ったフカ次じ郎ろう。

　そしてその後ろで、ほぼ完璧に囲われながら、

「どうしてえええええええええ！」

　ピンクのチビは絶叫していました。

　どうして、あれほど勝負を望んだＳＨＩＮＣが、結託チームなどに入っているのか。理解ができません。ボス達たちなんて、一番結託しそうもない連中なのに……。

　小さい手で握りしめたサテライト・スキャンが、ギシギシと歪ゆがんでいます。破壊不能オブジェクトを壊しそうな勢いです。

　ちらりとその様子を見たフカ次じ郎ろうが、

「いやー、ナンデだろうねー。頭脳明めい晰せき容姿端麗な私にも、さすがに分からんわ」

　狙撃を警戒してゆっくりと進みながら、いつも冷静なエムが言います。

「もう仕方がない。気持ちを切り替えろ。そろそろ橋が終わる。家を遮蔽物に使えるようになったら走るぞ。再びポイントマンを任せる。いいな？　レン」

「うう……」

「返事は？」

「う……。橋を渡りきったら、ポイントマン、了解……」

　20分かかった橋の上の旅も、ようやく終わりが見えてきました。
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　トレーラー・トラックでサクッと渡れると思いきや、自爆兵の突撃やら、シャーリーとクラレンスの裏切りやら、大量のモンスター相手のバトルやら、楯たてを構えて狙撃を警戒しつつのノロノロ歩行やら、なんと大変な道だったことでしょう。

　この先は居住区の住宅地。そして北に行けば、高速道路を跨またいだその先に空港です。

「でもなんで！」

　全然気持ちを切り替えられないレンは、再び叫んでしまいました。

　ＳＨＩＮＣと正々堂々と戦えずして、果たして自分がＳＪ４に参加した理由はあるのでしょうか？　いやない。

「なんでっ！」

　冬の日本海のように荒れ狂うレンに、

「…………」

　エムが少し複雑そうな顔を作りましたが、レンには見えていませんでした。

　ピトフーイが、やっぱりレンには見えない状態で、笑顔を作りました。

「レンちゃーん、いま分からないことは、あとで確かめましょ？　それまでは、なんとしても生き残らないとねえ！　違う？」

「そ……、そうだけど！」

「悩みを抱えたまま戦うなんて、ノンノン！　バトル中に集中力を欠いて死んだら、ファイヤとデートだよ？　結婚だよ？」

「うげっ！　ちょ、えっ！　え？　──それは〝全力でしらばっくれる〟って！」

「んんー、そうだっけー？」

「そうだよ！　ピトさんが言ったんだよ！　証拠がないからって！」

「なんなら私が証人にー」

「ちょ、ピトさん！」

「あははは！　ちょっとした冗談よ。たぶん」

「〝たぶん〟って……」

「ま、何はともあれ、次の敵をぶっ殺しに行きましょー！　今のレンちゃんなら、その怒りをやつらにぶつけられるハズよん」

「つ、次の敵って……？」

「それはエムが説明してくれる」

　ピトフーイが役目を投げて、

「うむ」

　エムは素直に引き継ぎました。

「次の相手は、ＭＭＴＭだ」

　エムの発言とまったく同時に、

「次の相手は、ピンクのチビとピトフーイのいるチームだ」

　北へ５キロ以上離れた空港の滑走路の上で、デヴィッドが言いました。




「ＭＭＴＭは遠いが、結託チームを除けば一番近い場所にいることになる。その間に敵はいない。次の10分、または20分で戦うには申し分ない」

　エムが言うのと、

「ＬＰＦＭが、結託チームを除けば一番近い。間に敵もいない。つまり、強敵と思う存分楽しめる！」

　デヴィッドが言うのが同時でした。




「ＳＨＩＮＣのことはひとまず忘れるんだ、レン。ＭＭＴＭ戦を生き残らずして、彼かの女じよ達たちとの対戦もない。それに──」

　エムが言うのと、

「さあ野郎共、暴れるぞ！　ピンクのチビと光剣女に、〝お礼参り〟してやろう！」

　デヴィッドが言うのが同時でした。




　レンは、エムが勿もつ体たい振ぶった言葉を、その先を、促します。

「それに？」

「ＭＭＴＭを倒してからの、ＳＨＩＮＣとのバトル。ＳＪ１を思い出すだろう？　レン」

「ははっ！」

　フカ次じ郎ろうは、レンの笑い声に振り向きました。

　そして、ピンク色の小さい生き物が鋭い牙を剝むいている様子を眺め──、

〝この顔を　ファイヤの奴やつに　見せたげたい〟

　心の中で一句詠よみました。

「よしっ！　ちょっとＭＭＴＭ、皆殺しにしよう！」

　レンが吠ほえて、

「四人新体制の新生ＬＰＦＭの準備運動ってかー。了解！　センターはワ、タ、シ！」

　フカ次じ郎ろうがそれに乗っかりました。

「少しは獲物を残しておいてよねー！　ダビドの奴やつがいいな。一番顔つきが悪い奴やつね！」

　ピトフーイが、普段通りの凶悪な笑顔を見せました。

「盛り上がっているのはいいことだ。ただし言っておくが、強敵相手に作戦も準備もナシで当たることはないぞ」

　エムだけが、冷静でした。俺が冷静でないとこのチームヤバい、とでも言いたげな冷静さでした。

「うん」

　多少は冷静さを取り戻しましたが、まだ体内に熱いマグマを滾たぎらせているレンが、

「じゃあ、作戦！　エムさん！　頼んだ！」

「分かった。では──」




「まずは乗り物を探すぞ！」

　エムが言うのと、

「まずは乗り物を探すぞ！」

　デヴィッドが言うのが同時でした。





＊　　　　　＊　　　　　＊






　12時55分。

　長い橋を渡り終えたレン達たち四人は、そのまま狙撃を警戒しつつも足を速めて、近くにある民家の中に隠れました。

　そこから、すぐさまレンだけが飛び出し、呆あきれるほどの高速で道路を突っ走り、空港へと向かっていきました。

　その様子をレンズ越しにハッキリと見ていたシャーリーは、

「ああっ！　クソッ！」

　スコープから目を外して悪態をつきました。

　双眼鏡を覗のぞいていたクラレンスが、

「うーん、さっすがー！　油断も隙もないね」

　楽しそうな笑顔で言いました。

　二人がいるのは、居住区の中にある教会の中。

　ほとんど平屋の住宅が並ぶこのエリアで、一番大きく、一番背の高い建物です。

　白い石でできた二階建ての母おも屋やの上に、約３メートル四方の煉れん瓦が造づくりの鐘楼がそびえています。鐘までの高さは、ビルの四階に相当するでしょう。

　鐘楼の壁はうす汚れ、気持ち悪い色の植物が這はっています。そのてっぺんで、かつては結婚式で若わこ人うどを祝しただろう鐘は、もう二度と鳴らされることのないまま、静かにぶら下がっていました。

　リアルなら銃の持ち込みなどあり得なかった施設で、一人のスナイパーと一人のスポッターは、鐘の左右に分かれて伏せていました。




　20分と少し前のこと。

　チームに加わる約束として、

〝ＳＪ４が始まったら、二人は好き勝手に動いていい。自分をどこから狙ってもいい〟

　そうピトフーイと約束していたシャーリーとクラレンスは、欲望に忠実に動きました。

　最初こそモンスターの対処と、長い橋を渡るためにチームで行動していた二人ですが、チャンスとなれば遠慮はしません。

　湧き出てきた偵察モンスターを撃ち抜いて大量に呼び寄せ、自じ分ぶん達たちはバイクと自爆用爆薬を奪って逃走したのです。

　盗んだバイクで勢いよく走り出した二人は──、

　橋を渡り居住区に入ると、それほど経たたずにこの場所を見つけ、素早く隠れることにしました。あまりダラダラと走っていては、他のチームに見つかる可能性があります。

　便利なバイクは教会裏のゴミ捨て場に止めて、予備のポンチョを幾重にもかけて隠しておきました。

　バカと煙とスナイパーは、高いところが好きです。もちろん、見晴らしがよくて、射界が広く取れて、敵から撃たれにくいから。

　二人がハシゴを使って鐘楼を登ると、三百六十度の視界が広がっていました。

　空の雲がますます増えたとはいえ、とてもいい景色です。

　北側には空港が広大な敷しき地ち面積を誇り、管制塔が墓標のように佇たたずんでいます。
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　南側には静かに流れる大きな川が、空を映しています。自じ分ぶん達たちが渡ってきた橋も、もちろん見えます。

　西側には、巨大ショッピングモールが、要塞のようにドンとそびえています。その向こうには、凍った湖が白い板のように見えます。

　通常のＧＧＯのプレイフィールドでは、主にデータが複雑になる問題で、ここまで多種多様な風景を一度に見ることはなかなか難しく、ＳＪ特設フィールド様々といったところでしょう。

　12時50分のスキャンが行われましたが、自じ分ぶん達たちはリーダーを含まないので、見つかることはありません。

　登録時に決めたＬＰＦＭのリーダー順は、レン、ピトフーイ、フカ次じ郎ろう、エム、シャーリー、クラレンスという並び。つまり四人が死なない限りは、シャーリーとクラレンスは、遊撃隊として存分に移動できるのです。

　教会から橋の路面までの距離は、５６４メートル。風が強くなってきたとはいえ、人間の大きさなら、まだまだシャーリーの狙撃の有効射程内でした。




　シャーリーは愛銃の〝ゼロイン〟を、４００メートルで行っています。

　ゼロインとは照準調整のことで、この場合はスコープを覗のぞいて十字線のセンターに命中するのが、４００メートルということ。もちろん水平射撃で、風などの影響は一切考えません。

　やり方としては、まずは近めの１００メートルでキッチリと、ほとんど同じ場所に着弾するように調整しておきます。その後、十字線の上下移動でそれを４００メートルに変更します。

　これより遠くを狙うときは、どれくらい弾丸が重力に引かれて落ちるかを考えて、その分だけ上を狙わないといけません。逆に、近い場合はそれより下を狙います。

　では、どれくらいずらせばいいのか。

　その答えを出してくれる優秀な計算アプリはあるのですが、使う余裕がないときのために、リアルの射手は練習で、自分の銃と実戦で使う弾を使用して試射をして、

〝１００メートルでは何センチ下〟、〝２００メートルでは何センチ下〟。

〝５００メートルでは何センチ上〟、〝８００メートルでは何センチ上〟。

　などと書いた表を作って、銃のストック側面や、スコープの内蓋など、見やすい場所に貼っておきます。この表のことを〝ドープカード〟（dope card）といいます。

　今回はたっぷりと待ち時間があったので、シャーリーは計算アプリを使いました。

　シャーリーの銃で５６４メートルでは、若干の撃ちおろしになる角度も加味して、１２０センチほど上を狙う必要がありました。

　なので、もしピトフーイが橋の上に現れたら、頭三つ分くらい狙いを上げて撃てば、彼女の胴体には命中するでしょう。

　そして、胴体に命中さえすれば、通常弾の50発分の値段がする必殺の炸さく裂れつ弾だんは、キッチリと仕事をしてくれるはずです。




　こうして二人はピトフーイを狙撃するために、それも一撃で仕留めるために、かつてのチームメイトがモンスター退治を終えて橋を渡ってくるのを待ったのですが──、

　さすがに連中も、無為無策でやってくるバカではありませんでした。

　エムの楯たてを手に持って前と左右の三方を守りつつ、慎重に歩を進めてきました。これでは、一撃で致命傷を与えられません。

　最後尾のレンの歩みが時々遅れて、左翼を守るフカ次じ郎ろうの持つ楯たての後ろに、つまりカバーエリアよりずれました。

　レンだけだったら何度か狙撃するチャンスのあったシャーリーですが、しませんでした。

「えー、ＳＪ２で君をぶっ殺した憎い奴やつなのに？」

　クラレンスの問いに、

「私は私し怨えんで人は撃たない」

　格好よい言葉を返したシャーリーですが、

「ギャグ？　ピトフーイを私し怨えんで追いかけ回しているのに？」

「ピトフーイを人とは見てない」

「ああ言えばこう言う。まったくもー、シャーリーちゃんは可か愛わいいなあ」

「お前から撃ってやろうか？」

「シャーリーちゃんはおっかないなあ。私し怨えんはさておき、ここで一人でも減らしておくと、あとで楽だったのになー」

「やりたきゃお前がやれ」

「オッケー！　その銃貸して」

「壊すからイヤだ」

　結局橋を渡り終えられて、ピトフーイには隠れられてしまいました。




　空港に向かったレンが、完全に見えなくなりました。

　クラレンスはゆっくりもそもそと動くと、反対側へと頭を向けました。西側から来るかもしれない敵を警戒するためです。

　二人は大きな鐘の脇で身動きせず、顔を向けずに、会話を交わします。

「さてどうしようかね？　シャーリー。ピトさん含む三人があの家にいるのは分かっているんだから、二人乗りバイクで強襲する？　なんか映画みたいで格好いいじゃん！」

　クラレンスの〝作戦〟に、

「アホか。近づいた時点で音でバレて、容赦ない一斉射撃を食らって終わりだ」

「格好いい死に方じゃん！　そうだ！　こんなときこそ自爆リュックサック使おうよ！」

　チームＤＯＯＭの死体から奪った、半径50メートル以内が効果範囲という恐ろしい爆薬リュックは、鐘楼のハシゴの下に、さりげなく置いてあります。

　もしここが敵に発見されて包囲されて、二人にもう勝ち目がなくなった場合──、

　プラズマ・グレネードを一つ落としてしまえば誘爆して、敵もろとも教会が消し飛ぶことでしょう。

「死にかけならさておき、まだ元気なうちの特攻なんて、絶対に認めん。いいか、真面目に考えるぞ」

「うん。そういうの、得意」

「…………」

「ほら、話を続けて？」

「私わたし達たちはたった二人だ。目的はピトフーイを仕留めることだが──」

「優勝でしょ？」

「……ピトフーイを倒した後でな。再確認するぞ。たった二人でも、私わたし達たちの有利な点が二つある。あの四人が死ぬまではスキャンに一切映らないこと。そして、私がラインなし狙撃ができること。一撃必殺の炸さく裂れつ弾だんがあること。訂正、三つだな」

「それに二人とも美人なこと。四つだよ。エロで脳内を支配されている哀れな男達たちの油断を誘うことができる。まったく、ＧＧＯはどうして下着を脱げないのかなあ……。おっぱいを見せれば男なんて隙だらけになるのに！」

　クラレンスの本気そうな悩みを、シャーリーは素で無視しました。話を続けます。

「そしてどうしようもなく不利な点があるぞ。言ってみろ」

「えー、美人過ぎること？」

「真面目にやれ」

「えっと、二人しかいないから、多人数に接近されて囲まれると、もう完全に無理ゲー」

「分かってるじゃないか。見つかったときが死ぬときだ。だから、行動には慎重さが求められる。忘れるなよ」

「何を？」

「頭を撃てば思い出すか？」

「慎重さね。ラジャー！」

「…………。あの三人が建物を出たら、距離を空けて後ろからついていくからな」

「バイクで？」

「だめだ、音でバレる。徒歩だ」

「ストーカーだね」

　クラレンスの茶化しに、シャーリーは真顔で答えます。

「〝stalk〟の意味は〝獲物に忍び寄る〟だ。ハンターもスナイパーも、立派なストーカーだ。前も言った通り、私はリアルでもハンターだ。足跡を追うストーキングは、森の中で何度もやってきた。チャンスを見つけ次第、ピトフーイを屠ほふる」

「あはは了解。レッツハンティングシーズン！　獲物はピトフーイね。でもね、シャーリー、一つだけ約束して。とても大切なことだよ。君の評価に関わることだよ」

「なんだ？」

「見事ピトフーイを仕留めても、内臓を取り出したらダメだよ？」





＊　　　　　＊　　　　　＊






　12時58分。

「高速道路の上！　地図で言うと、〝２の五〟！　乗り物見つけた！」

　レンから、報告が入りました。

　家の中で警戒待機中のピトフーイ達たち三人の耳に、通信アイテムに乗って彼女の弾む声が届きました。

〝２の五〟とは、地図の位置を示しています。10キロ四方のフィールドは、１キロ四方のマスを百個で示せます。

　つまり、北から西へ向かって二つめ、南へ向かって五つめのマスという意味。将棋の駒を置く位置の表現に倣ならっています。

　エムはマップを床に広げて、〝２の五〟を拡大しました。東西に走る高速道路から、インターチェンジで分岐した道が空港へと向かっている場所です。

　レンの報告が続きます。怪け訝げんそうな声で、

「なんだろうこれ……？　大きなコンテナの中に、変な乗り物が六台置いてある」

「変じゃ分からんぜよ、レン。ちょっと日本語で説明してみな？」

　フカ次じ郎ろうが言いましたが、

「えっと、バイク……？　じゃないみたい。でも、バイクかなあ……？　スノーモービル？　でも、タイヤがあるしなあ……」

　レンの報告は要領を得ません。

　エム達たちは首を傾かしげましたが、メカに詳しくないレンですので、それ以上の無理は言いませんでした。ブービー・トラップがあるかもしれないので、うかつに近づいていないのも影響しているのでしょう。ならば〝百聞は一見にしかず〟というわけで、

「よし、そこに追いつく。コンテナの陰で警戒待機していてくれ。時間になったらスキャンを頼む。シャーリーの狙撃だけには気をつけろ」

「了解！」




　エム達たち三人は、それぞれに楯たてを二枚ずつ持って、家を出て全力で走っていきます。向かうは、さっきのレンと同じく、北。

「よし。行くぞ」

「ほいほーい。ストーカー開始！」

　シャーリーとクラレンスも、また動き出すのです。

　背後から狙う、ハンターチャンスを求めて。







　13時00分。

　六回目のスキャンが始まりました。そして、二回目の弾薬フル回復となりました。

　全てのプレイヤーの視界にその旨むねを告げる文字が躍りましたが、

「くっそう！」

　走っているチームＴＯＭＳのコールには、邪魔な情報でした。

　愛銃のヘッケラー＆コッホ社製サブマシンガン、《ＭＰ７Ａ１》を抱えて走る彼ですが、たった一人です。

　視界左上のチームメイトのヒットポイントゲージは、全て×印付き。

　フィールドマップ北西部、ビルがそびえていたり転がったりしている廃はい墟きよの中で、コールは必死になって走っています。砕けた瓦が礫れきを乗り越え、黒焦げの車のボンネットに足跡を残し、倒れた看板を蹴飛ばしながら。

　彼の服装と装備は、トレッキングシューズにタイツに短パン、簡単な装備ベストにマガジンポーチが四つだけという軽装スタイルです。

　レンと同じ、とにかく速く移動して相手を翻弄するキャラクターメイクです。その分、軽い銃しか持てませんし、ダメージ耐性が低くなります。

　スキャンを見る余裕すらなく、ボロボロになった町を走るコールに、背後から襲い来る、グレネード・ランチャーのバレット・ライン。

　山なりのラインが、おそらくは偶然でしょうが彼の行く手を阻はばんで、

「うわやべっ！」

　コールは一瞬の判断で、疾走を止やめて近くのビルの入り口に飛び込みました。

　どかん。

　飛んできたグレネードの爆発が周囲を揺らして、爆炎と黒煙、そして土つち埃ぼこりが視界を奪います。危なかったです。あのまま走っていたら、間違いなく吹っ飛んでいたでしょう。

「くそがあ！　オレは負けないぞ！」

　コールは諦めませんでした。最後の一人になっても。

　彼を追いかけているのは、Ｔ─Ｓという〝ズルい〟チーム。

　鈍重な装甲服で攻撃を防ぎながら、ほとんどゴリ押しで攻めるなんて、〝蝶ちようのように舞い蜂のように刺す〟ことを是とするチームＴＯＭＳにとっては、邪道も邪道。最も相あい容いれない存在です。

　しかもそんな彼かれ等らにチームメイトを屠ほふられて、自分は逃げているなんて最悪です。

　しかし、勝てない相手に無理して挑んで死ぬようなバカではないので、コールは自や棄けを起こしたりはしません。ひとまずの安全を手に入れるために、必死で逃げます。

　煙が少し晴れた瞬間に、コールは走り出しました。

　さっきのグレネード攻撃は、適当に撃ったことによる偶然のはず。自分の足なら、彼かれ等らの視界からは逃れているはずです。

　Ｔ─Ｓが、今回からグレネード・ランチャーを装備しているなど、予想外でした。彼かれ等らも彼かれ等らなりに、ＧＧＯをやり込んで装備の充実を図っていたのでしょう。

　ちらりと見えた寸ずん胴どうなシルエットから、ヘッケラー＆コッホ社製、《Ｍ３２０》で間違いないでしょう。

　これは単発式のグレネード・ランチャーで、ライフルの下に取り付けることも、単体でストックを付けて使うこともできます。Ｔ─Ｓは後者。

　三人が持っていて、弾丸の回復があるからと、まあポンポンと容赦なく撃ってきたこと。仲間のほとんどは、グレネードでやられました。

「くそー！　復ふく讐しゆうはしたいが、ひとまず無理だな」

　コールは走りながら、冷静に状況を分析します。

　自分一人となってしまった今、目指すのはひたすら〝隠れ続ける〟ことです。

　そしてチーム同士がやり合ってくれたあとで、最後の最後に、ワンチャンスを生かす決死のアタックをかける。その際は、刺し違えても構いません。

　自分の足なら、鈍重なＴ─Ｓからは逃れられるとは思いますが、乗り物が厄介です。

　この廃はい墟きよなら道がビルで覆われている箇所があるので、まだ隠れやすいかもしれませんが、それだっていつまで持つか……。

　悩みながら走っていたコールの目の前が、急に開けました。

　線路に出たのです。二本のレールが真まっ直すぐに走る場所に。

「おっと……」

　突然の開けた場所にビビったコールですが、すぐさまニヤリとしました。１００メートルほど離れた場所に、ディーゼル機関車を見つけたからです。

「動かせるはず！　よっし、あれでマップの南、森に隠れてやる！」

　コールは、勝機を見つけました。

　あの機関車で、レールの上を爆走しましょう。気ままな〝お一人様ぶらり鉄道旅〟と洒しや落れ込こもうではありませんか。

　目的地は森。

　森の中は、一人で逃げて回るには最高の場所です。樹木が生い茂っていれば、空からのグレネード・ランチャー攻撃も効果を失います。

「まだまだ、オレはツイてるぜ！　見てろよみんな！　このチームを優勝に導いてやるぜ！」

　コールは全力疾走で１００メートルを移動すると、すぐさま車体後部のハシゴを勢いよく駆け上って、そこに仕掛けてあった手しゆ榴りゆう弾だんに吹っ飛ばされて死にました。







　13時のスキャンを、凍った湖の上で見たボスは、

「よし、行けるな！」

〝運転手〟をしてくれるという、出迎えにも来た覆面の男に話しかけて、

「いや、これは無理だな。やめておいた方がいい」

　男からそんな返事をもらいました。

　スキャンで判明したレンの位置は、空港へ繫つながる高速道路の上。ここからなら、空港を横切った直線距離で４キロ。高速道路をちゃんと道として使ったとしても、６キロほどでしょう。

「どうしてだい？」

　ボスは首を傾かしげました。男が車を出し渋る意味が、本当に分からなかったからです。

　目の前にあるハンヴィーなら、５分もあれば行ける距離です。手前で降ろしてもらっても、13時10分のスキャンで互いの位置が分かり、望んだ一騎打ちが可能ではありませんか。さらにいえば、ＭＭＴＭの位置は空港の北側と変わっていませんから、邪魔される可能性も低いはず。

「うーん……」

　覆面越しでも分かるくらい、男は顔を歪ゆがませました。

　腕組みをして数十秒考えてから、円陣の中にいる、今はノンビリ座っているファイヤをちらりと見ました。

「まあいいか。今は君きみ達たちも仲間だ。教えるよ」

　そう言って、腕を開きました。

「ＬＰＦＭがいる場所は、俺おれ達たちのスタート地点だったんだ。で、そこには乗り物がある。チーム密度が濃い序盤の移動で目立ちたくなかったから、使わなかったけどね。ここにいるってことは、たぶんそれに気付いている。お土産を残してきたが、引っかかるような間抜けな連中ではないだろう」

「なんと……」

　ボスは理解しました。

　乗り物が何かは分かりませんが、それによってレン達たちの行動速度がグッと増すということは、迫っても追いつけない可能性が高いです。

　そして、この男だって、次のスキャン時に変な場所にいるのだけは避けたいのでしょう。

「分かった。素直に次のスキャンを待つ。教えてくれて、感謝する」

「なあに、どういたしまして」

「感謝ついでだ。よければ教えてくれ。何があるんだ？」

「ああ。変なヤツだよ」




「これは変なヤツだ！」

　フカ次じ郎ろうが叫びました。

　時間は13時04分。

　ＬＰＦＭの四人が、レンの見つけた乗り物の前にいました。足の遅いエムが、それでも一生懸命走った結果です。

　ちなみにレンは、ずっと同じ場所で待つとモンスターが湧かないか心配で、あちこちをちょろちょろと走り回っていました。

　高速道路の上に金属の箱が、つまりコンテナが、並んで二つ、ドンと置いてありました。道路のど真ん中です。大迷惑です。

　コンテナは国際規格で大きさが決まっていますが、これはその中の、〝40フィートコンテナ〟。だいたい12メートルほどの長さがあります。高さと幅は、２．５メートルくらい。

　前後の扉は、最初から開いていました。暗いトンネルのようなコンテナの中には、両方とも、車両が詰まっています。

　そしてそれが、奇妙なのです。

　後ろから一いち瞥べつすると、バイクのようでした。後輪が一つあって、跨またがるシートがあって、横に広がるバーハンドルがあります。

　しかし、コンテナの反対側、つまり前から見ると──、その乗り物には、前輪が二つあるのです。横に広がってタイヤが二つあって、その間には大きなボディ。

　全長は２．５メートルほど。幅が、一番広いのは前輪部分ですからその端から端までが１．５メートルほど。高さはそれほどはなく、１メートルほど。べったりとしています。

　レンもスキー場で見たことがあるスノーモービルにタイヤを付けたら、こんな感じでしょうか。あれは前がソリ二つで、後ろがキャタピラですから。

　楯たての後ろに隠れつつ、エム以外の三人は周囲を警戒します。エムが慎重にコンテナの中に入って、ブービー・トラップがないか調べています。

「こういうのは、なんて呼べばいいのかね？　普通名詞を教えてくれ」

　フカ次じ郎ろうの問いに、このチームで一番乗り物に詳しいエムが、コンテナの中から答えます。

「〝トライク〟だな」

「ああ、トライクか。それなら知ってるぜ──」

　フカ次じ郎ろうが答えました。

　名前を言われてもレンにはサッパリ分からないので、ちょっとフカ次じ郎ろうを見直そうとしましたが、たぶんフカ次じ郎ろうは、分かってないのに何か面白いコトを言うために言ったに違いないと考え直して、やめました。

「三つ集まると、一つアウトになるやつだな」

　レンは自分の聡そう明めいさを褒めてやりたい気分になりました。

　エムはフカ次じ郎ろうを優しくスルーして、

「トライクとは、トライサイクルの略。つまりは〝三輪モーターサイクル〟だ。車輪が三つあり、運転手が跨またがって乗って、ハンドルが丸くない乗り物、とでも定義するか。後輪が二つの場合が多いが、こういうフロント二輪のもある。〝リバーストライク〟とも言われる。三輪でも、普通のバイクのように傾いて曲がる車両もあるが、そういうのはトライクとは呼ばれない。単なる〝三輪バイク〟だ」

　まさに立て板に水。スラスラと説明しました。

「なるほど」

　分かったような分からないような気持ちで、レンは答えました。現物が目の前にあるので、〝トライクとはこういうもの〟と思うしかありません。

　乗り物にはモデルがあるのがＧＧＯですので、このトライクも実際に存在し、現実世界でも買って乗ることができるのでしょう。いったい幾らするのか、見当もつきませんが。

「おいおい、三輪車はもう卒業したよー！」

　そう言ったフカ次じ郎ろうですが、すぐに、

「で、動かせる？」

「ああ。大丈夫だ。燃料もたっぷりある。タチの悪いブービー・トラップは全て解除した。この六台、有あり難がたく使わせてもらおう」

「そんなにあるの？」

　レンが驚いて聞き返しました。コンテナをチラ見したときは、台数までは分からなかったので。

「ああ。三台ずつ入っている」

　エムが、トライクの一台を押して出てきました。コンテナの東側に、敵がいるだろう西側からの狙撃を警戒して隠します。

　外に出されると、前二輪、後ろ一輪の様子がよく分かります。

　エムの巨体と比べても大きく感じるのは、前が二輪でボリュームがあるからでしょうか。

　色は黒とシルバーのツートン。ＧＧＯの常で、使い古したような〝くたびれ感〟が演出されていますが、ＤＯＯＭが使ったようなマッドなカスタム、あるいは装飾はされていませんでした。

「よっしゃあ！　一人一台余裕じゃん！　二台は、シャリクラさん達たちに向けて取っておく？　いや、脱走者にそこまで親切にする必要はないな！　爆破だな！」

　浮かれる親友を、レンはじっとりとした目で眺めます。

「わたしがこんなの運転できると思う？　フカ」

「おっと失敬。レンだけは己の足でダッシュな。まあ速いからいいっしょ？」

「ヒドい！」

「出すのは二台でいいわよー、エム」

　ピトフーイは、楯たての後ろからそんな言葉。シャーリーの狙撃対策で三枚の楯たてを組み合わせた中に座って、すっかりくつろいでいます。

「一台はあんたとフカちゃん。もう一台は私が運転して、レンちゃんは後ろ。つまりタンデム」

　レンはホッと胸をなで下ろし、

「えー、運転したかったのに。こう見えて免許持ちだぞ！」

　フカ次じ郎ろうは口を尖とがらせました。

　しかし、目の前に押されて出てきた、やたらに大きな車体を見て、

「あーこれ、手足届かんわー」

　すぐに前言撤回。諦めました。ＳＪ２のハンヴィーは、バックパックのおかげでなんとかアクセルに足が届きましたが、これはちょっと無理。

　エムが二台目を出しました。こちらは色が違っていて、ボディのあちこちが、オレンジとワインレッドの中間くらいの色に塗られています。

「私こっちー。オシャレ」

　フカ次じ郎ろうは勝手に選びましたが、レンは色は別にどうでもいいので反論せず、それよりも、もっと重要なことを訊たずねます。

「エムさん。これで空港を突っ切ることはできると思うけど、ＭＭＴＭはどうする？　待ち構えていたりしたら、撃たれるだけだよ。楯たてを持ったまま運転は……、さすがに無理でしょう？　そりゃ、速度があるから、逃げればいけるとは思うけど……」

　エムが答える前に、後ろからピトフーイが、

「レンちゃんは、どうしたい？　ＭＭＴＭとの戦いを避けて、これに乗ってどっかに逃げる？」

「いや、倒す！　倒したい！」

「いい返事だ。ダビド達たちもそう思っているに違いないわよ。そして──」

「そして？」

「連中も何か乗り物を捜しているはず。こっちに挑むために。こっちに逃げられないために。予想だけど、外れてないと思うわよん」

「なるほど……」

　レンの脳内に、ＳＪ１のときのＭＭＴＭが蘇よみがえりました。ホバークラフト四台で攻めてきた彼かれ等らが。

　フカ次じ郎ろうが、

「腹黒いピトフーイせんせー、しつもーん」

「はいフカちゃん」

「ピトさんは、ＭＭＴＭのリーダーの心理がよく分かっているようだね。ナンデ？」

「そりゃまあね。ＧＧＯのサービス開始直後からしばし、同じスコードロンだったしね。肩を並べて戦ったのも、一度や二度じゃないわよん」

「へー」「へー」

　フカ次じ郎ろうとレンの声が、見事にシンクロしました。

「でねえ……、まあこれはもう時効だろうから、それに〝敵の情報を知っておいてほしい〟から教えちゃうけど、ダビドのヤツ、その頃ウッカリ私に惚ほれてね！　『ネットの世界でもいい。一緒に生きないか！』ってプロポーズまがいのことまでしてきて！　『お前だけが、オレをダビドと呼んでもいい！』なんてね！　いやー、見た目に反してピュアピュアなヤツだったわー！　ま、トーゼン断ったけどね！」

「へー！」「…………」

　フカ次じ郎ろうとレンの声が、見事にシンクロしませんでした。

　二人にそんな過去があったことも驚きでしたが──、

　それよりレンは、自分もプロポーズまがいの告白を受けていたことを思い出しました。

　このゲーム、なにげに自分の人生が、あるいは〝ゲーム人生〟がかかっていることも。

　まぶたの裏に、炎ふあいやとファイヤの顔が横に並んで浮かんで──、

『ゲームヲミトメナイオトコ……、コロス』

　レンの脳内で、どっかの部族の勇者が片言で言いそうな台詞せりふが再生されて、Ｐ９０を握りしめる手に力が入りました。

「レンちゃん痛い！　割れる割れる！」

　ピーちゃんがなんか言ったような気がしました。







　フィールド中央を東西に走る高速道路、その路上に放置されている引っ越しトラックの運転席で、シャーリーはＲ９３タクティカル２を構えました。

　左側の運転席にお尻を乗せて、そのドアの内側に背をもたれかけ、右側の助手席へと両足を伸ばし、その膝の上に長いライフルを載せているという、かなり無理な体勢です。

　それでも、敵から見られずに、そして助手席の窓から銃身を出さずに狙撃するには、このスタイルしかありませんでした。

　およそ５００メートル先。シャーリーのスコープには、レン達たち四人が、コンテナの中から引っ張り出したトライクの脇に立つ様子が映っています。ピンクのチビを始め、誰が誰かはすぐに分かります。

　そして、

「ああ、クソッ！」

　その四人が二台のトライクに素早く分乗して、走り出す様子も見えました。

　一台にエムが乗って、その前にフカ次じ郎ろうが跨またがって。

　もう一台はピトフーイが運転し、後部座席にレンが跨またがって。

　そして、高速道路を北へと走り出し、スコープの中から消えました。

　あと10秒早く狙撃ポジションにつくことができれば、コンテナの陰から出てきたピトフーイを狙撃できたかもしれません。

「…………」

　シャーリーは無言で首を振りました。Ｒ９３タクティカル２の安全装置を手早くかけると、無理な体勢をゆっくりとほどいて、運転席から降りてきました。

　トラックの脇で、ＡＲ─５７を構えて周囲を警戒していたクラレンスが、

「あー、だめだったかー」

　発砲しなかったことで全てを察しました。

　二人はトラックの後ろに、つまり東側に隠れて伏せました。いたらもう撃たれていたでしょうが、それでも周囲に誰かがいないかを見張りながら、

「連中、変なバギーみたいなの二台で北に向かった。徒歩では……、もう追いつけない」

　シャーリーが、悔しそうに言いました。

「バイク取りに戻る？　または、その変な乗り物は余ってない？」

　クラレンスが聞いて、シャーリーは３秒ほど考えましたが、首を横に振りました。

「どっちにせよ、エンジン音がうるさい。車両はストーキングには向いてないんだ。私わたし達たちは、気付かれたら、そこで終わりだ」

「うーむ。エンジンの音を立てないで、車みたいに速く走れる乗り物かあ……。そんなのあるの？」

　クラレンスが訊たずねて、シャーリーには答えられませんでした。







　13時10分。

　サテライト・スキャンの結果を見たボスは、

「…………」

　押し黙ったままでした。

　手の中の小さな画面で、二つの点が高速で移動しています。

　場所は空港の、広い広い滑走路の中。自じ分ぶん達たちのスタートポイントだった場所。

　点に付いた名前は、ＭＭＴＭとＬＰＦＭ。

　二つの点は、スキャンの瞬間も止まりませんでした。

　まるで、乗り物を手にしていることを誇るように、相手に知らしめるように。そして、相手に正面からぶつかっていくように。

　頑張れ、レン。こんなところで死ぬなよ。

　ボスは、ほとんど灰色の雲で覆われた空を眺めながら、見えない星に願いました。







[image: 第十章　「ドッグファイト」]











第十章　「ドッグファイト」









「ひゃあああ！」

　レンは、何度も落ちそうになりました。

　疾走する黒いトライクの後部座席には、背もたれはありません。後部座席の後ろはすぐにテールランプ。すとんと切り落ちている先には、太い後輪のカバーが見えているだけです。

　ピトフーイは、ＶＲゲームを散々遊び込んでいる身。フカ次じ郎ろうが遊んでいたようなドライブゲームも、絶対に遊んでいるはず。

　なのでこの奇妙な乗り物もサクッと乗りこなして、先ほどから鼻歌交じりの運転をしています。実際に上手なのでしょうが、同時にかなり乱暴です。

　発進時に急加速をして体が後ろに持って行かれて落ちそうになるし、路面の障害物を避よけるためだと急ハンドルを切ると、今度は遠心力で反対側に吹っ飛ばされそうになります。運転中のピトフーイは、カーブの度に体を内側に入れ込むのでいいですが。

「ピトさん！　せめて曲がる前に言って！　落ちる！」

「そんなこと言ってもねえ。まあ、頑張って耐えて。どっちに曲がるかは素早く体で感じるのよ。レンちゃんの反応速度なら大丈夫。あと、私に抱き付いたら動きが鈍くなるからナシでね。もし抱き付いたら、キスされてベッドに運ばれると思いなさい」

「うぐ……」

　こいつは本当にやる。

　レンは諦めて、Ｐ９０を持たない左手で、後部座席両脇にあるタンデム用のバーをしっかりと握りました。これが唯一の命綱でした。

　高速道路を時速で約１５０キロという恐ろしい速度でかっ飛ばしているので、周囲の空気が暴風になって荒れ狂っています。

　よく使う単位に直すと、感じる風速は毎秒約40メートルということになります。ほとんど台風ですがあちらは〝瞬間最大風速〟。こちらはずっと続きます。

　耳を襲う轟ごう音おんは激しく、通信アイテムがなければ会話は成立しないでしょう。

「レンやー、落ちたら己の足で自走じゃぞー。ふふふーん」

　前後左右に30メートルほど離れて走るエムのトライクでは、フカ次じ郎ろうが鼻歌交じりでした。

　それもそのはず。エムは体が大きい上に楯たて入いりのバックパックもあるので、普通に二人乗りができず、フカ次じ郎ろうはエムの前に座っています。

　前方をハンドル、左右後方をエムのゴツい腕や腿ももに囲まれて守られている形になっているので、加減速の前後Ｇにも耐えられますし、横へのＧもまたしかり。

　グレネード弾が詰まったフカ次じ郎ろうのバックパックが、エムのお腹なかに当たっている体勢ですので、エムはその分後ろに座る必要があります。お尻のほとんどが、後部座席にかかっていました。

　このトライクは、右手でオートバイのようにアクセルグリップを操作し、左手側のボタンでセミオートマチックのギアの上げ下げをします。なので左手のクラッチレバーや、左足のシフトペダルはありません。ブレーキはというと、右足のペダルで三輪全てに効かせることができます。

　エムの話だと、本来なら〝クルーズ・コントロール〟というアクセル開度を固定する装置が、つまり手離し運転を許してくれるギミックが付いているはずですが、これらには再現されていないとのこと。

　それは危険だと思われたか、それとも便利すぎると思われたか。答えは藪やぶの中です。

　ピトフーイもエムも、アクセルとギアチェンジ操作に両手が必要なので、走行中に両腕を使っての正確な射撃はほとんど無理でした。もしできれば、流鏑馬やぶさめみたいで格好良かったのですが。

　なのでメインのライフルは、ピトフーイは体の前に、エムは後ろに、スリングで吊つっています。

　当然ですが、走行中にガシガシと攻撃できるのはレンとフカ次じ郎ろうだけということで、スキャンチェックもまたしかり、です。

　恐怖の高速走行を終えて、二台のトライクは空港にたどり着きました。

　高速道路はそのまま、コの字形をしたターミナルビルの内側へと繫つながっていました。大きな立体駐車場が見えます。道の先には、出発・到着ロビーの入り口があるはずです。

　レン達たちがここに来た目的は飛行機旅行でも出迎えでもないので、そっちには行きません。

　道を曲がり、壊れていたゲートから空港の敷しき地ちに不法侵入しました。本当なら飛行機しか入ってはいけない場所を駆け抜けます。

　呆あきれるほど広い空港と、長く太い滑走路です。

　わずかにある舗装がない箇所も、黒い土がガチガチに固まっているので、実質どこでも走れるといっていいでしょう。縦横３キロの平らな空間が、走り放題というわけです。そこを走るトライクは、まるで大おお海うな原ばらを行くボートのようでした。

　13時10分を迎えました。

　少し速度を落として、それでも時速80キロほどで走るトライクの後ろで、レンはＰ９０を背中に回して、空いた右手で端末をチェックしました。

　ＳＨＩＮＣを含む結託チームは動いていないのでひとまず無視して、レンは最寄りの敵の動向を探ります。

「ＭＭＴＭが動き出した！　こっちに迫ってる！　北北西、およそ３キロ！　速い！」

「ほらねー！　ダビド、分っかりやすーい！」

「速度はどれくらいだ？　レン」

　エムが聞いて、レンは自じ分ぶん達たちと彼かれ等らだけが映るくらいに地図を拡大しました。光点は急に速度を増し、今は彼かれ等らの方が少し速いくらいです。

「わたし達たち以上！」

「バイクか？」

　エムの自問に、

「いや、たぶんこれね。同じトライク」

　ピトフーイが、左手で燃料タンクをポンポンと叩たたきながら答えました。

「バイクじゃ、移動しながらの銃撃がとても厳しい。カーブでは車体を傾けなくちゃいけないし、バランス崩したらすってんころりんだし。ここでの戦いに、アイツなら選ばない。私が選ばないように。これと同じトライクが、北側にもあったのよ。連中は私わたし達たちよりずっと前にゲットしていて、気取られないように移動距離を短くしていたはずよ」

「なるほど……」

「なるほどー」

　レンとフカ次じ郎ろうが、感心の声を連続させました。

　ピトフーイは、トライクのハンドルを少し左に切って、舳へ先さきをＭＭＴＭに向けました。エムがそれに続きます。

「絶対に止まらないで戦うのよ。この先の勝負、止まった瞬間に囲まれて狙い撃ちにされると思いなさい。移動しつつ、撃ち合うの。飛行機のドッグファイトよ。〝銃座〟の二人、準備はいい？」

　フカ次じ郎ろうはすぐに、

「あいよー！」

　魚市場のお兄さんのような威勢のいい声と共に、両手のＭＧＬ─１４０を前に突き出しました。太いボディが、トライクの燃料タンクの上にドンと乗っかりました。

　この瞬間、トライクは前方にグレネード２門という、ガンシップに変化しました。

　レンはサテライト・スキャン端末を胸ポケットにしまうと、背負っていたＰ９０をたぐり寄せて、安全装置兼セレクターが、フルオートのポジションにあることを確認しました。

「ふう。よし！」

　気合いは入れましたが、疑問は生じます。

「でもわたし、ピトさんの体で前がほとんど見えないし撃てないんだけど……」

　さっきから見えているのはピトフーイの背中の装備ベストと、光剣が収まっているポーチと、風に揺れて時々鼻をペチペチしてくるポニーテール。

　このままだと、とてもＰ９０を撃てそうな気がしません。

　そんなレンにかかる、ピトフーイの優しい言葉。

「うん。だから後ろ向いて座って」

「なるほど。──えええっ！」

「ほうら早く！　連中見えてくるわよ！」

「う、うう……」

　レンは嫌々左手を離すと、ピトフーイの背中に摑つかまりながら、シートの上で中腰になりました。怖くて足が震えてふらふらします。今トライクが急に舵かじを切ったら、自分はすっ飛んで行くことでしょう。

　恐る恐る、どうにか体の向きを変えて、レンは後ろ向きに座りました。

「うひい……」

　当然といえば当然ですが、こんどは視界一面に、逆に流れていく景色が広がりました。

　レンは今まで自分の足で高速で突っ走ってきたので、前から後ろに流れていく景色にはすっかり慣れています。しかし当然、逆はまったく初めてで、とても恐ろしいです。

　さっきまではタンデムステップに足を載せていましたが、逆向きになったらそれも叶かないません。プラプラさせるしかありません。後部座席の後端を腿ももで挟んで、左手にはいっそうの力を入れました。

　これで落ちたらどうするのどうなるのと、レンはかなりビビりました。安全ベルトはないのかと思い、ピトフーイの腰と自分のベルトをロープで結びつけることを考えましたが──、

　あ、ダメだ。落ちたら引っ張られてボコボコだ……。

　レンの頭の中に、〝さっき結婚したばかり！〟と書いて空き缶を引ひき摺ずっていく車の映像が浮かびました。空き缶の一つはレンでした。

　引ひき摺ずられてアスファルトで死ぬまで摺すり下おろされるよりは、まだ落ちた方がマシというものです。

「タリホー！」

　フカ次じ郎ろうが叫びました。古くは〝キツネ狩りの獲物発見〟の合図で、今は戦闘機のパイロットが〝敵機発見〟の意味で使っています。

　後ろ向きに乗っているレンにはまったく見えませんが、滑走路という地平線の上に、ＭＭＴＭが現れたはず。

「やはりこのトライクか。六台視認」

　親切なエムの声で、ＭＭＴＭは一人一台態勢だと分かりました。

「言わなくても分かるわね？　エム」

「ああ。一撃離脱だ。フカは１発ずつ大切に撃て。ゆっくり再装塡している暇はない。12発が全てだ。グレネードでは、横の敵への命中はまず望めない。常に前だけを撃つんだ」

「おっしゃー！　前向きなら任せろー！　私の生き方そのものだー！」

「レンは逆に、後ろに付いてくるヤツを狙い撃て。弾数をケチるなよ」

「りょ、了解！」

「レンよ、悲観するんじゃないぞ……？」

「今は生き方はどうでもいいよ！　ってわたしは別に後ろ向きじゃないし！」

　レンはフカ次じ郎ろうにツッコミを返したあと、それより重要なことをチームメイトに訊たずねます。

「同じ乗り物で、向こうは一人乗りで軽いから、こっちより速いんじゃ……？」

　ピトフーイが答えます。

「そうね。でも、連中は一人で運転と射撃が必要だから、こっちよりは忙しいわ」

「なるほど……」

　レンの脳内で、数に勝るが忙しい敵と、少ないが運転と射撃で役割分担ができる自じ分ぶん達たちの戦闘シミュレーションが行われ──、

　全然分かりませんでした。

「これ、どっちが有利なの？」

　レンが思わず聞いてしまい、

「さあ！　何事も、やってみないと分からないわよ！　でもたぶん、最後まで諦めずに本気で戦った方じゃない？」

　ピトフーイから、そんな元気な返事をもらいました。

「だよねー！　よっし！　やるぞ！　ピーちゃん！」




　酒場の観客達たちは、空中から撮られている映像を睨にらんでいました。

　メインモニターの中で、アスファルトの海うな原ばらを行く二台と六台が、高速で接近していきます。画面の両端に両チームを映しているので、地面がどんどんとズームされていきました。




　レン達たちと同じトライク六台は、20メートルほどの間隔で横一線を描き、広い滑走路を疾走していました。

　運転するＭＭＴＭのメンバーは、今は武器を手にしていません。

　それぞれのアサルト・ライフルと狙撃銃、そしてマシンガンは、体の前でスリングで吊つって膝に載せ、両手はハンドルに。運転に集中しています。

　ＭＭＴＭはこのトライクを、10分以上前に、やはりコンテナの中で見つけていました。乗車カンを摑つかむために、走行練習する時間もありました。そして、空港にやってくる敵がいたら高速で駆けつけて対処しようと、待ち構えていました。

　デヴィッドは、もしＬＰＦＭが来るとしたら乗り物でだろうと予想はしていましたが、まさか同じトライクとは。そして二台だけとは。

　ちなみにデヴィッドは、チームＬＰＦＭが今回は六人チームであることを知りません。そして、そのうちの二名が逃げ出したことも。

　もし敵チームがトラックや四輪駆動車だったら、トライクの速度を利用して周囲を高速で動き回り、止まっては遠方から攻撃し、反撃してきたら移動を繰り返す戦法が取れます。その隙に裏から別の一台が接近し、そして攻撃を繰り返します。

　まるでオオカミの群れが大きな獲物を襲うみたいに、できるだけ多数で囲み波状攻撃を仕掛けた方がいいので、一人一台、つまり六台に乗ることを選択しました。

　しかし、迫り来るＬＰＦＭが二台のトライクとなると、そうはいきません。

　では、こっちが止まって攻撃すれば、相手に打撃を与えられるかというと、それも難しいでしょう。

　何せ広い空間を同じような高速で移動できるのですから。ひょいひょいと避よけられて、あるいはそのまま、包囲の網から逃れられてしまう恐れがあります。ＧＧＯ特有のバレット・ラインも、それを後押しするでしょう。

　こうなった以上、取れる戦法は一つ。こちらも動きを止めず、ひたすら襲い続けるしかありません。

　自じ分ぶん達たちの数的優位が必ずしも生かせないと知ったデヴィッドは──、

　ピトフーイめ……。

　あえて四台ではなく数を減らしたのは、間違いなくあの女め狐ぎつねの発案だろうと、心の中で悪態をつきました。

　一度でもあんな女に心を奪われた自分の頭を拳銃で三回くらい撃ち抜いてやりたいと思いつつ、彼は仲間達たちに指示を飛ばします。

「一度突っ切るぞ！　ビビって逃げるなよ！　かえって狙い撃ちされる！」

　高速ですれ違おうとしている今、先に舵かじを切って避よけてしまうと、相手に横っ腹を晒さらすことになります。

　どんなに怖くても、一度すれ違ってから、後ろを取るために走り回るしかないのです。

　了解！　と仲間達たちの声を聞いて、デヴィッドは吠ほえました。

「行くぞ！　毒鳥狩りだ！」




　酒場の画面の中で、二台と六台が、高速で接近していきました。

　相対速度は、時速２５０キロほどになっているでしょう。かつてＧＧＯで見たことがないようなスピードです。

「まるで馬ば上じよう槍やり試じ合あいだぜ……。さあ、どうなる……」

「分からんが、一つだけ分かる。このすれ違いざまの戦いは、今までにないほど一瞬で終わる」

「そんな、当たり前のことをドヤ顔で言われても……」

「まあ、しばらく瞬まばたき禁止な」

　他に戦闘がないので、全てのモニターがこのバトルを中継していました。

　酒場が、静まりかえりました。




　１秒間に70メートルの速さで接近している状況で、エムの冷静な声がかかります。

「フカ、１発撃て。獲物とタイミングは任せる。レンはすれ違ったあと好きに撃て」

「了解！　任せろ！」

「りょ、了解！　フカ、頼んだよ！」

　フカ次じ郎ろうが、ニヤリと笑いました。

「頼まれたあ！」

　右手に握るＭＧＬ─１４０の〝右みぎ太た〟。左手の中の〝左ひだり子こ〟。そのトリガーに、小さな人差し指が、触れるか触れないかの位置で止まりました。

　距離が４００メートルを切って、あと数秒ですれ違う瞬間を迎えても、フカ次じ郎ろうは撃ちませんでした。

　距離３００。撃ちませんでした。

　距離２００。フカ次じ郎ろうの両手の人差し指がトリガーに触れて、バレット・ラインが二本、前方に発生し、ほとんど水平に伸びて──、




「ははっ！」

　前方からのラインが目の前に来たケンタは、ハンドルを少しだけ右に切りました。

　ＬＰＦＭのグレネード娘が、このすれ違いざまに前に向けて撃ってくるだろうことは、読めていました。そして２秒ほど前に、右側の一台に、エムの前に乗っていることも見えていました。

　それならば、バレット・ラインを見て躱かわせばいいだけです。マッハ２で飛んでくる銃弾と違い、グレネード弾のゆっくりした飛ひ翔しようなど、山なり攻撃であろうと、水平射撃であろうと、ラインさえ見逃さなければ簡単に避よけられます。

　ケンタのトライクはスッと右へと、高速道路の車線変更の要領で進路を変えて──、

　右隣を走っていたラックスのトライクと、衝突しました。

　ケンタは、ラックスのサングラスに映る自分の顔を見ました。




　ＬＰＦＭの二台と、ＭＭＴＭの六台がすれ違うとき──、

　そのうちの二台は、タイヤが地面に付いていませんでした。

　ケンタとラックスのトライクは走行中に激しく側面衝突を起こし、それぞれ反対側に弾はじかれました。

　トライクには車両の姿勢制御をする機構があり、走行中の横滑りや横転などを防いでくれるのですが、さすがに衝突まではカバーしきれませんでした。

　ケンタのトライクは左側に、ラックスのは右側にひっくり返り、

「うが！」「ひゃ！」

　乗っていた二人を空中に放り出して、ケンタは背中から、ラックスは首から落ちました。さらに車体が、アスファルトに叩たたき付つけられて横向きに回転しながら宙を舞いました。

　ＬＰＦＭとＭＭＴＭはすれ違い、今度は毎秒70メートルで離れていきます。




「ヒャッハー！」

　レンは、フカ次じ郎ろうの楽しそうな声を聞きながら、その瞬間の景色を見ました。

　自分の視界の中に後ろからトライクが六台やってきて、四台はそのまま高速ですれ違いました。現れた瞬間に小さくなっていくほどの、猛烈な速さでした。

　残りの二台が２秒ほど遅れて視界に現れ、ぐるんぐるんと転がっています。アスファルトに激突する度に部品を散らして、バラバラの廃車になっていきます。走行による暴風音に、機械が壊れていく音が混じりました。

　乗っていただろう一人が、アスファルトの上をザーっと滑っていき、その背中からはダメージエフェクトのポリゴン光が散っています。

　もう一人はというと、首がとんでもない方向に曲がったまま、トライクの脇で同じように宙を舞っていました。

　既に【Ｄｅａｄ】のタグが点灯していました。死体が再び地面に叩たたき付つけられて、手足をブラブラとさせながら転がりました。

　その際、背負っていた長いライフルが折れて散りました。悲しいかな、ＳＪ３から使われ出したＭＧＳ９０はこれで全損でしょう。

　驚きのあまりＰ９０を１発も撃てずに、

「な……、何が起きたの？」

　レンは仲間達たちに聞きました。

　フカ次じ郎ろうが撃った音はまったく聞こえなかったのに、すれ違っただけで敵の二台が吹っ飛んでいて、一人が事故死しているとは。

「なあに、ちょっとした魔法さ」

　フカ次じ郎ろうが答えて、

「このシルフめ。で、本当は？」

　レンは信じませんでした。《アルヴヘイム・オンライン》ならさておき。

「いやね、並んでいる二台の左右に、バレット・ラインを微妙な時間差でビカビカさせてやったのさ！　したっけ慌てて逆側に避よけたもんだから、そのままゴッツンコって寸法よ！　まったく、リアルじゃもっと安全運転しろよ！　教習所で習わなかったのかい？　死角の目視確認が重要だって！」

「お……、おおお！　この魔法使いめ！」

　レンは素直に驚嘆し、

「やるじゃなーい！」

「ナイスだ」

　ピトフーイとエムもそれに続きました。

「レン、一人死んだのは確認した。もう一人はどうか？」

　エムが訊たずねました。

　滑っていた黒髪の方はどうなったか、レンは目をこらしましたが、遠くからでも目立つ【Ｄｅａｄ】タグの光は見えず、

「だいぶダメージ負ってたけど、まだ生きてるはず！」

「了解」

「エムさんや、止まっておくれよ。事故が起きたのなら負傷者の救出中なはずだよ。そこに１発砲弾をぶちかますよ？」

　フカ次じ郎ろうが提案しましたが、

「ダメだ。連中はそんなに甘くない」

　エムは却下しました。




「ラックス、死亡！　俺も、ヒットポイント二割……、すまんっ！」

　トライクから放り出されたケンタの声を聞いて、デヴィッドは決断しました。

「お前はそこで回復に努めろ！　あとで迎えに行く！」

「りょ、了解……」

「全員、縦になって俺に続け！　右旋回！」

　残りの四台が、デヴィッドを先頭に舵かじを切っていきます。




「一人減らしたとはいえ、このまま逃げられる相手ではない。もう一度、正面攻撃をやるぞ」

　エムがそう言いながら、舵かじを切るためにブレーキをかけました。

　ピトフーイもそれに倣ならって、より強くブレーキを踏みました。

　油断していたレンは減速Ｇで揺すられて、ピトフーイの背中の防弾プレートに頭をぶつけました。

「いてて」




　エム達たちの二台が右回りで回頭を終えたとき、デヴィッド達たちの四台は既に進路をピタリと向けていて、再びフルスロットルで向かってきていました。

　ピトフーイがアクセルを豪快に開けたので、レンは今度は顔から地面に落ちそうになって、

「うひいいいいいい！」

　恐怖で声が漏れました。

　もし落ちたら、さっき見た、首が折れたまま地面を飛び跳ねていく死体になってしまいます。

　交通事故、怖い……。これからいっそう気をつけよう……。

　銃で撃たれるのと交通事故に遭うのと、リアルで可能性が高いのはもちろんぶっちぎりで後者なので、レンはそんな決意を固めました。

　同時に、乱暴な運転をする人ひと達たちに、悲惨な〝ＶＲ交通事故〟を体験させれば、安全運転をするようになるのではないか。そんなことを思いました。




「今度は、真まっ直すぐすれ違ってはこないでしょうね。たぶん直前で左右に分かれる」

「なんで分かるのかねピトさんや」

「女の勘」

「なら間違いねえ」

　ピトフーイとフカ次じ郎ろうが会話する間も、再び敵との距離がグイグイと縮まっていきました。

　エムはフカ次じ郎ろうに、

「再びだ。任せる」

「あいよ！」

　ピトフーイがレンに、

「今度はレンちゃんもね。大丈夫。レンちゃんなら得意よ。すぐに感覚を摑つかむでしょう」

「え？　何が？」

「やれば分かる」

　レンは首を傾かしげましたが、

「あと５秒」

　エムの声に、Ｐ９０を再び握りしめました。




　ＭＭＴＭが、先ほど以上に互いの間隔を広げているのを見て、

「しゃーねーな！」

　フカ次じ郎ろうは右みぎ太たと左ひだり子こ、それぞれ１発ずつ撃ちました。

　超高速で迫る相手の手前に向けての攻撃でしたが──、

　バレット・ラインでそれを知っている四台はタイミングを合わせて、左右にスッと分かれていきました。グレネードはその中間で着弾、炸さく裂れつして、アスファルトをほんの少しだけ削りました。

「ちっ！　ダメか！　──レン、左右に分かれたぞ！」

「りょ、了解！」

　レンは右腕だけで肩に当てて構えて、撃ちやすい左側へと視線を集中します。

　そしてすれ違った瞬間に視界に入ってきたトライクを見つけ、一気に引き金を引き絞りました。

　ほとんど繫つながって聞こえる愛銃の連射音が響き、弾が列になって出て行きましたが、

「むう……」

　１発も当たりませんでした。30メートルほど脇をすれ違ったので、距離としてはまったく近く、トライクという目標も大きいので、あまり狙撃が得意でないレンでも１発くらいは命中させられると思ったのに。

　原因は分かっています。

　バレット・サークルが、自分で狙った先になかったのです。トライクに収まるように、相手が動いている分を見越して、それより前へと銃口を向けたのに、視界の中で収縮するサークルは遥はるか後ろに光っていました。

「あっ……。そうか！」

　レンは、さっきピトフーイが言ったとおり、一瞬で気付きました。




「全員無事だな。よし、そのまま二手に分かれて、波状攻撃！　行けるヤツから行け！　相手に休む隙を与えるな！」

　デヴィッドが命じ、ＭＭＴＭは急ブレーキと急ターンから、ＬＰＦＭの二台を追い始めました。

　運転が一番上う手まく、厳しい左ターンと鬼のような加速で真っ先に追いついてきたのはサモンでした。強風が、彼のマッチョな体を揺らします。

　サモンは、ピトフーイの操るトライクの後ろを、右に80メートルほど離れて追走しました。ジワジワと、前後の距離が短くなってきます。

　トライクのギアが一番高くなってからは左手を離して、サモンは右手だけの運転を始めます。超高速での片手運転。しかしトライクはピタッと安定し、滑走路を疾走していきました。

　サモンは体の前に吊つっていた、《ＳＣＡＲ─Ｌ》アサルト・ライフルを左手だけで握りました。ストックが折りたたんである銃を、まるで拳銃のように持って構えます。

　準備を終えたサモンは一気にアクセルを開けて、ハンドルを左に切りました。ピトフーイのトライクへと、右横から急に近づいていくコース。

　戦闘機の空中戦のような一瞬の交錯ですので、バレット・サークルを出してそれに頼る暇はありません。サモンは自分で狙い込んで、フルオートで撃ちまくるため脇を締めました。

　ピトフーイのトライクが猛烈な勢いで視界の中で大きくなって、

「もらったぜ！」

　サモンは左手一本で撃ちました。けたたましい銃声と共に弾丸は飛び出し──、

　全てが外れました。

「あれ？　なんで？」




　やっぱりそういうことか！

　レンは、相手の射撃によって、さっきの自分の気付きがまったくもって正しかったことを確信しました。

　右側から斜めに突っ込んできて、目の前を通り過ぎざまに撃ってきた相手の弾丸は──、

　というより弾は速すぎて見えませんのでその直前にあったバレット・ラインは、全て自分のトライクの前方10メートルほどを、綺き麗れいに通過して消えていきました。

　ラインの束が、つまりは弾道が散っていなかったので、狙わずに撃ったわけではありません。ちゃんと狙って撃ったのに、全然別の空間を射い貫ぬいていったわけです。

　その理由は一つだけ。

　相手の〝狙い〟そのものが、完全にズレていたから。

　とはいえ相手も、それなりにちゃんと狙っていたに違いありません。そして、この距離なら外すはずはないと思って撃ってきたはず。

　でも、それでも外れてしまうのです。さっきの自分の射撃のように。

　そのカラクリに、レンは気付きました。

　それは、〝目標だけでなく、自分も高速で動いているから〟なのだと。

　自分が止まっていて、的が動いている場合は、的の動く先を狙えばいいです。これはそれほど難しくありません。走っている相手を狙い撃つ要領です。ＧＧＯプレイヤーなら、普通にやるでしょう。

　しかし、自分が動いていると、全ては逆になります。

　仮に自分が動いていて、的が静止していた場合──、

　的を直接狙っては絶対に当たりません。自分が移動している分だけのベクトル──、つまり速度と角度が銃弾に加わってしまい、的より前に当たってしまうでしょう。

　あの相手は、斜めから追い抜きざまに撃ってきました。つまり相手の方が速かったので、撃った弾丸も自じ分ぶん達たちを追い越して、前を通り過ぎてしまったのです。

「ピトさんこれ、めっちゃ当てるの難しいよ！」

　レンが言って、前の座席から返事が来ます。

「でしょうね。でも、レンちゃんは、慣れてるでしょ？　それに、相棒も得意でしょ？」

「もちろん！」

　レンは元気よく答えました。

　敏びん捷しよう性せいを上げまくったレンは、自分の足でかなりの速度が出せます。そして、その状態で撃ちまくる戦い方を、何度もやってきました。

　相棒のＰ９０も、秒間15発の高速連射でその戦法を後押ししてくれました。

「この速度にも、ピトさんの乱暴な運転にも慣れてきたよ！」

「それでこそレンちゃん！　じゃ、そろそろ遠慮なくやらせてもらおうかしら？　エム、あんた達たちはしばらくお茶でも飲んでいて」

　もう一台からの返事が、レンの耳に届きます。

「了解」

「えー、私まだ２発しか──、ま、いいか。残りはレンの餌え食じきにしな！」




　ピトフーイとエムの運転する二台が大きく離れていく様子が、酒場の画面に映し出されています。

　それを見た酒場の観客達たちは、

「あれ？　散るのか？」

　ＬＰＦＭの腹積もりが読めずにいました。

「逃げるにしても、無理じゃね？　二人乗りの方が重いんだから、絶対に追いつかれるぞ」

「だよな。どうしたんだピトフーイのネーチャン。焼きが回ったか？」

「レンちゃんもここで終わりか？」

「やっちまえ！　ドクロチーム！」

　勝手なことを言いまくった観客達たちですが、そのうちの一台が、ピンク色の目立つお客を乗せた一台が再び舵かじを切ったのを見て、

「いや、やる気だぜ！」




「さあって、いっくぞー！」

　ピトフーイの楽しそうな声に、

「よっし！　いっけー！」

　レンも続きました。同時に、左手と腿ももの力をグッと入れました。

　次の瞬間、エンジンが甲高く吠ほえました。

　トライクは蹴飛ばされたかのように一瞬加速して、そこから右旋回を始めます。後輪が少し滑っていて、そのたびに車両の制御システムが介入していき、車体は横滑りせずに旋回していきました。

「うぐぐぐぐぐぐぐ」

　レンは、横Ｇによって吹っ飛ばされそうになるのを、必死になって耐えていきます。

　同時に、確信しました。

　ピトフーイがさっきまで、慣れないレンのために、とても穏やかな〝安全運転〟をしていたことを。




　ピトフーイのトライクが、まるで弾丸になって、さっき自じ分ぶん達たちを撃ったサモンのトライクを猛追しました。

　マガジンの交換と、仲間達たちへと合流するために速度を落としていたサモンは、

「うおへっ！」

　サイドミラーにちらりと映った点がどんどんと大きくなっていくのを見て仰天し、両手でハンドルを摑つかむと、左手の指でギアを二つ落とし、右手のアクセルを開けました。

　トライクの性能限界の加速でサモンは逃げ始めます。しかし気付くのが遅かったようで、

「ほうら一台目！」

　時速１８０キロ近くで迫ってきたピトフーイのトライクに追いつかれて、右側真横に並ばれて、そして追い越されました。

　そのときの間隔はわずか２メートル。

　警官が見ていたら違反切符を切りそうな危険な追い越し中に、レンが容赦なくＰ９０の弾丸を送り込みました。

　ホースから水をかけるような銃撃でした。

　これだけ近くで外すのは、ちょっと無理でしょう。弾丸はサモンの厳いかつい上半身を襲い、被弾エフェクトで真っ赤に染め上げました。




　ペンキを被かぶったようなサモンの頭の上に、【Ｄｅａｄ】のタグが煌きらめきました。彼のトライクが、ゆっくりと速度を落としていきます。

「オッケー！　ナイスキル！　次に行くからマガジン交換！」

　ピトフーイはアクセルを緩め、一定速度で走らせながら言いました。さっきより遅くなったとはいえ、まだ１２０キロほどは出ています。

　そして振り向いて後ろをじっくりと見て、敵の位置を確認。広い滑走路でなければ絶対にできない、危ない運転でした。

　レンは10発ほど残っていたマガジンを潔いさぎよく取り外して路面に落とすと、ポーチから出した新しいマガジンをＰ９０に塡はめ込こみました。これで、薬室に入っている１発に加えて、51発連射ができることになります。

　レンがマガジン交換を終えた直後にピトフーイは急減速。１２０キロから60キロまで落として、そして急激なＵターンをしました。

　いつも右側へのターンなのが、左手でグリップを摑つかんでいるレンには救い。左だったら間違いなく放り出されています。

　強烈な横Ｇに耐えながら、

「よし次だ！」

　レンの闘志は衰えませんでした。




　闘志が衰えていないのは、ＭＭＴＭも一緒です。

　仲間が二人殺されて一人が重傷を負わされて、このまま引き下がるなどということはしません。

「ジェイク！　お前は止まって陣取れ！」

「了解！」

　作戦とは、臨機応変に変更されるもの。これを機に、走りながら撃つのは大変なマシンガンを、据え置くことにしました。その台は、乗っていたトライク。

　これで移動しながら攻撃できるのは、デヴィッドとボルド。二台で一台を同時に襲い、なおかつジェイクの火線へと誘導するプランです。

　ジェイクがトライクを横向きに止めて、シートの上にマシンガンを据え付けました。滑走路と誘導路の間だったので、デヴィッドはその模様を、つまり位置を頭に叩たたき込こんでから、

「ボルド、付いてこい！」

「了解！」

　ドレッドヘアを風で揺らす男と共に、遠くに見えるピトフーイへと加速していきました。




「もしもしエムよ、エムさんよ。私わたし達たちは、どうするかねえ？」

　ジェイクが止まってマシンガンを構えたのを、フカ次じ郎ろうはエムの単眼鏡で見ていました。

　フカ次じ郎ろうとエムは、メインの戦場となっている場所から、かなり離れていました。ピトフーイとレンが戦っている間に、一目散に逃げたからです。

　ジェイクから１４００メートルくらい離れた位置で、エムはトライクを止めました。

「しばらくここらで待機だ。ピトが思う存分暴れ回る中に入ったり攻撃したりしては、むしろ邪魔になる」

「にゃるほど」

　ピトフーイは高速で走り回りレンに撃たせる腹積もりですから、そこに入り込んだり、グレネード・ランチャーの攻撃を挟んだりするわけにはいきません。

「せめて私の女性的魅力かグレネードで、あのマシンガンだけでもやっつけられるかね？」

　この提案も、エムにより却下されます。

「射程が全然足りない。近づいたら、先に撃たれるぞ」

　フカ次じ郎ろうのＭＧＬ─１４０の最大射程は４００メートルほど。かなり無理がありました。

「うーむ」

　フカ次じ郎ろうは諦めません。何か素晴らしい作戦をポンと提案し、みんなから褒められたいのです。ちやほやされたいのです。

「じゃあ、エムさんだけ楯たてを手にこっそり近寄って、狙撃するのはどっかね？　私はここで、応援していてあげるよ」

「まあ、悪くないが……」

「だろー？」

「たぶんその前に、全ての決着がついてしまうだろうな」

「そっかー」




「それいけー！」

　叫び声と共に、ピトフーイの操るトライクが滑走路を驀ばく進しんしていきます。

　時速は再び、１８０キロを超えています。エンジンはこれ以上ないほど甲高く唸うなって、車体はブルブルと震えています。

　空気抵抗を抑えるためにピトフーイはできるだけ伏せているので、その分レンへの風当たりが強く、帽子の耳が前に向いていました。ヴァーチャル世界でなければ、とっくに飛んでいたでしょう。

　それでも、レンはこのムチャクチャな速度に、体と目が慣れてきていました。

　そして、追いかけてくる二台のトライクの様子も、しっかりと見えていました。

　ＭＭＴＭの二人は、ピトフーイから離されまいと、必死に食らいついてきます。ＧＧＯは射撃ゲームのはずが、ここだけレースゲームになってしまっています。

　彼かれ等らはレンのＰ９０の有効射程を熟知しているようで、２５０メートルほどの距離を常に保っています。

　レンは何度か狙ってみましたが、距離と、そして車体からの振動とで、バレット・サークルがまるで安定しません。とても当てられる気がしなかったので、弾の無駄遣いはやめました。

　10秒間ほど、三台のトライクによる超高速レースが続いて、

「ダメ！　アイツら近づいてこない！」

　レンは撃つのを諦めて、ピトフーイに報告しました。

「じゃあ、別のやり方考えるかー」

「このまま、エムさん達たちのところにおびき寄せるのは、どう？」

　レンは提案しました。我ながら名案だと思いながら。

「さすがにバレるでしょうね。それよりも──」

　ピトフーイはそう言うと、左手をハンドルから離して、器用に操作ウィンドウを開いて、ストレージを操作しました。

　よそ見運転の次は、片手運転＆スマホ運転です。ちょっと違いますが。

　そしてピトフーイの目の前で実体化したのは、１発の大型プラズマ・グレネード、通称〝デカネード〟でした。

　スイカの小玉のような物体がゴトン、とタンクの上に落ちて、ピトフーイの両りよう腿ももの間に収まりました。

「ほいレンちゃん」

　それを後ろ手に目の前に出されたレンは、Ｐ９０を膝に置いて手を離すと、掌てのひらに載せるようにして受け取りました。

　筋力値が低いレンにとっては、かなり重く感じます。遠くに投げるのなんてまず無理。落とさないように、すぐに抱きかかえました。

　これを転がして、追いすがる二台を攻撃しろということでしょうが、

「ピトさーん、命中すると思う？　落としたところを見られたら、避よけられてお終しまいだよ」

　さすがにこれは、無駄になるだけではないでしょうか？

　ピトフーイの戦いのセンスやアイデアにはいつも感心しているレンですが、今回だけは疑いました。

「命中なんてしなくていいのよ。いい？　そいつを──」




　隙あらば仕留めんと、ピトフーイのトライクを猛追していたデヴィッドは、ピンクのチビが何かを路面に投げ落とすのを見ました。

　そのデカネードのような見た目は、どう見てもデカネードでした。

　ボルドも同時に気付いたようで、

「デカネード！　回避！　回避！　回避！」

　デヴィッドが言う前に警告を発し、二人は広い爆発範囲から離れるため、そして少しでも爆風の影響を避けるため、左右に広がりました。デヴィッドが右へ。ボルドは左へ。

　その二人の間を、デカネードが前へゴロゴロと回転しながら後ろへと下がっていき、同時に、

「え？」「え？」

　ピトフーイのトライクが、まるでそれを追いかけるように、バックで進んでいきます。

　実際にはデカネードもトライクもまだ前に進んでいるのですが、速度のあるデヴィッドとボルドには、まるで後ろに進んでいるように見えました。

　路面が真っ平らで同じ色が続くことと、ピンクのチビが前後逆に座っているのも、その錯覚を後押ししました。

　デカネードはいつまでも爆発せずに、二人から離れていきます。

　続いて、急ブレーキをかけたピトフーイのトライクも。

　つまりあのデカネードは、作動スイッチを押されていなかったわけで、

「クソッ！」

　自じ分ぶん達たちがまたも謀はかられたことに気付いたときには、もう間に合いませんでした。




　ピトフーイは再びアクセルを開けて、左側を通り抜けていったボルドを猛追します。

　あっと言う間に追いついて、そして併走からの追い抜きにかかって、

「やっちゃれ！」

「やっちゃる！」

　レンは撃ちました。右手一本で真横に突き出したＰ９０を、フルオートで。

　しかも銃自体が、通常の縦ではなく、横に構えられていました。発砲で生じる反動を、上ではなく横に逃がす撃ち方です。

　自身の銃を、ＡＲＸ１６０アサルト・ライフルを左手で持ち上げようとしていたボルドですが、それは叶かないませんでした。

　レンも片手射撃なので弾が大きく散りましたが、それでもＰ９０の秒間15発という連射速度はバカになりません。

　景気よく放たれた５．７ミリ弾は、反動で横に向けて弾幕を広げました。そのうちの３発が、ボルドの額にビシバシと命中。

　ヒットポイントの減る速度は、即死コースでした。

「くそおおお！　またかあ！　このピンクのドチビぃぃぃ！」
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　怨えん嗟さの言葉を残してボルドは死亡し、アクセルが固定されたトライクは、亡なき骸がらを載せたまま走り続けました。

　このまま、フィールドの北端まで走って行くことでしょう。




「やった！」

　レンの喜びに、

「右手で摑つかまって！」

　ピトフーイの声が被かぶさって、そしてトライクが大きく急ブレーキ、そして左旋回していきます。

　そして、その周囲に刺さっていく、幾多ものバレット・ライン。

「うひっ！」

　レンは本能的に首を引っ込めつつ、そのラインの主を見み遣やりました。

　デヴィッドでした。

「えっ？」

　彼は、走るトライクから両手を離していました。さらにステップから立ち上がって、アサルト・ライフルを両手でがっしりと構えています。それでも、トライクは一定速度で走り続けています。

「なんでえ？」

　デヴィッドの流鏑馬やぶさめが、しかし弓矢ではなくアサルト・ライフルでの連射が始まり、レンの周囲に、ラインを消しながら弾丸が唸うなりを上げて飛んできました。

「ひゃあ！」

　ピュンピュンと、弾丸が耳を掠かすめる音を聞きながら、

　当たるな当たるな当たるな当たるな！

　レンは心の中で呪文を唱え続けました。

　そして聞こえる、

「ぐっ！」

　ピトフーイの呻うめき声ごえ。

「はっ！」

　レンが視界左上の仲間のヒットポイントゲージを見て、ピトフーイのそれが、ぐーんと減っていくのが分かりました。

「大丈夫。おっぱいに横から当たっただけ。あのドスケベめ！」

　ピトフーイが言って、ヒットポイントは八割を残して止まりました。

「よかった」

　レンが胸をなで下ろした次の瞬間、トライクの左前で爆発が起きて、

「ぐっ！」「うひゃあ！」

　ピトフーイとレンを乗せたまま、左前輪が持ち上げられるように吹き飛びました。

　左旋回をしながら逃げていたトライクは、横Ｇと爆風で右側へと大きく傾いて──、

「ピトさん！　倒れる倒れる！」

「大丈夫！　どりゃあ！」

　ピトフーイはハンドルを豪快に右に切りました。トライクは右前輪を軋きしませながら左旋回から右旋回へ。逆側へ加重が生まれ、横転しようとしていた車体と二人を押しとどめます。

　トライクは右前輪と後輪だけでしばらく走り、やがてゆっくりと車体を水平に戻し、

「レンちゃん摑つかまれ！」

「うひっ？」

　失った左前輪の代わりに、トライクのボディが接地。

　ピトフーイが急ブレーキをかけたとはいえ、まだ時速80キロ以上は出ていました。ガリガリとアスファルトにこすられ、部品が削られ火花を出し、そして次々に割れて後ろへと吹き飛ばされて、

「うひゃ！　いてて！」

　そのうちのいくつかは、後部座席にいるレンの右半身にベシベシと当たっていきました。

　トライクは長い長い火花を散らしながら、その速度を落としていきます。

　どうにか横転しなかったのは、ピトフーイの執念でしょうか。トライクは左前輪と周囲の部品をごっそりと失いながらも、滑走路の端で速度をゼロにしました。

　完全に止まった瞬間、

「ああ……」

　後部座席から、力の抜けたレンが転がり、車体左側のアスファルトにぽてんと落ちました。

　ピトフーイはまだ跨またがったまま、

「やってくれるわねダビド！　エムー、大切なお車を廃車にしちゃったわ。残りのローンは払っておいて」

　ニンマリ笑顔で言いました。

　エムからの声が返ってきます。

「そこで待て。すぐに救援に向かう」

「いや来るな！　ダビドのヤツ、走りながら両手で構えて、ライフルからグレネードから、キッチリ撃ってくるわよ。近づいたら確実に狙い撃たれる」

「ぬ？　どうやって？」

「さあねえ。新たな曲芸スキルでも拾ったかしら？」




「よしっ！」

　デヴィッドはピトフーイのトライクが止まったのを、遠目ですがしっかりと確認しました。

　舵かじが切れないのでトライクは真まっ直すぐ走り続け、どんどんピトフーイ達たちからは離れていきます。

　デヴィッドは銃から両手を離すと、右手をアクセルグリップへと近づけました。

　そしてそこに刺さっていた、アクセルグリップをハンドルに縫い付けて固定していたコンバットナイフを引き抜きました。

　ナイフを胸のシースに戻して、デヴィッドは再びアクセルを握ります。

　硬質ゴム製のアクセルグリップはナイフで穴が開いていて、もし次に同じように刺したら、完全に千切れて壊れそうです。あるいは破損認定され、ポリゴンの欠片かけらになって散るか。

　とっさに思いついたアクセル固定テクニックですが、使えるのは次で最後でしょう。

「ジェイク！　毒鳥をたたき落としてやったぞ！　狙える位置か？」

「約１０００！　ちと遠いけど、牽けん制せいはできるぜ！」

「よしやれ！　俺が行くまで奴やつ等らを逃がすな！」

「了解！」

　動きを止めたピトフーイとレンへと、ジェイクがフルオートでのマシンガン射撃を試みます。

　距離は彼が言った通り、およそ１０００メートルという、通常なら絶対に狙わないほど遠方でした。おまけに、さっきからますます強くなってきた風が時折ごうっと吹き荒れるので、そのたびに弾丸は大きく流されてしまうでしょう。

　しかし７．６２ミリ弾は十分に届きますし、その威力も残っています。

　ジェイクはトライクのシートの上に置いたＨＫ２１のスコープを覗のぞいて、遠くに豆粒のように見えるピトフーイ達たちに、落下分を見越して大きく上にして狙いを定めました。鼓動に合わせて収縮するバレット・サークルを、その二人がいる周囲に合わせました。

　そして、

「プレゼントだ、受け取れ！」

　牽けん制せいと偶然の命中を期して、ジェイクは10発ほどの連射を何度も繰り返していきました。




　ピトフーイはバレット・ラインに気付いて、レンに口頭で命じるよりも早く、小さな体の首根っこを摑つかむと片手で持ち上げて、トライクの右側へ放り投げました。

「ぎゃふん！　──ピトさん何を？」

　続いてピトフーイが身を翻ひるがえしてトライクの陰に入ったとき、周囲にマシンガンの弾丸が着弾し、ビシバシと地面で爆はぜて賑にぎやかな音を立てました。

「うひゃ！」

　周囲から、かんしゃく玉を踏んでいるような音が続きます。逆に撃っている銃声は、遠すぎてほとんど聞こえませんでした。

　カガン！　という金属音は、弾丸がトライクの車体左側に当たった証拠です。もう走れないので穴が開くのは構わないのですが、レンが心配なのは、爆発しないかです。

　ＧＧＯの車両は、ときに派手に爆発することがあります。〝燃料タンクへ被弾した〟と判断され、オレンジ色の炎と共に木こっ端ぱ微み塵じんになるのです。

　リアルでは、車両は銃で撃たれても穴が開くだけで、燃え出すことすら、そう簡単にはしません。

　ましてや車体が吹っ飛ぶような大爆発など、漏れて気化したガソリンが車内に充満していたなど、よほどの悪条件が重ならないと起きないでしょう。

　しかし今いる世界、ここはＧＧＯワールド。

　便利な車両の一方的な有利さをなくすために、一部の装甲車を除き、銃弾で比較的簡単に爆破できるようになっているのです。

　トラックの燃料タンクなどは車体の下部に付いているので、それほど簡単に弾は当たりませんが、バイクは、そしてこのトライクも、燃料タンクは車体上部にあります。

　走行中はまずライダーに当たるので、あまり心配はしていなかったレンですが──、今はそうも言ってられません。さっきまで気持ちよくツーリングをさせてくれていたこのトライクが、いつ自じ分ぶん達たちを吹っ飛ばす爆弾になるか、考え始めると怖くてたまりません。

　車体の陰で伏せたまま、レンはすぐ脇にいるピトフーイに訊たずねます。

「ピトさん、これヤバくない？　爆発しちゃうかも！」

「イエース！　ヤバいわねー！　もちろん悪い意味で、ね！」

「そんな楽しそうに言われても……」

　レンは伏せつつも顔を上げ、周囲を窺うかがいました。そして、空中に見えるバレット・ラインの密度がそれほど濃くないことを知りました。

　銃声がほとんど聞こえないことからも、相当遠くから撃っているようです。当然、狙いもアバウトでしょう。これなら、ダッシュで逃げられると思います。

「ピトさん、走って逃げよう！　ここにいるよりは、いいよ！」

「そうだけど、そりゃちょっと無理だわー。ダイエットしちゃって」

　ピトフーイがそう言って、伏せているレンの前に左足を持ってきて、

「うげっ！」

　レンは初めて知りました。

　ピトフーイのスリムな左足、その膝から先が、綺き麗れいになくなっていることを。切断面はガラスを割ったようにスッパリと真まっ直すぐで、ワイヤーフレームをこれ見よがしに表示しながら、緑色に光っていました。

「さっきのグレネードでね。ま、この程度で済んでラッキー！」

「…………」

　レンは慌てて、視線を左上に向けました。

　ピトフーイのヒットポイントは、さらに減って六割になっていました。まったく気付きませんでした。

　視線を彼女に戻すと、ダメージは左足だけではありませんでした。腕から胸から脇腹から、左半身の広範囲に、赤いダメージエフェクトがいくつも光っています。

　グレネードの爆発の破片を食らったわけですが、吹き飛んだトライクのタイヤ位置を考えて、レンは気付きました。

　デヴィッドのグレネード攻撃のバレット・サークルを見て、ピトフーイが自分の体を左に寄せて、レンへの破片を防いでくれていたことを。そうでなければ、ピトフーイがあれほど大ダメージで、自分がほとんど無傷なことに納得がいきません。

「ピトさん……」

「はいはい、まだ終わってないよ？」

　ピトフーイが、救急治療キットを打ちました。一瞬全身がほわっと光って、１８０秒で三割という、亀のようにノンビリとしたヒットポイントの回復が始まりました。

　ＧＧＯにおいて、指や四肢の欠損は２分で自動復活しますが、それまでピトフーイは走れません。

　力の弱いレンがそれまでずっと引っ張っていくなど、もっと無理。なのでレンは、頼りになる仲間へとヘルプを要請します。

「エムさん！　フカ！　マシンガンと一台に挟まれた！　ピトさんが片足をなくして走れない！　なんとかして！」

　フカ次じ郎ろうがまず答えます。

「えー！　とは言われてものう……。エムさんや？」

「かなり、厳しい」

「そんな……」

　返事を聞いたレンは、自分になにかできることはないかと考えて、思いつくままに作戦を口に出してみます。

「わたしが走っていって、ＭＭＴＭのリーダーに一騎打ちを挑んで──」

「うん、Ｐ９０の有効射程に入る前に撃たれてお終しまいね。アイツはグレネードをぶちかまして牽けん制せいして、それからライフルで狙い撃つのが得意よ。両手が使える今、とても敵かなわない。レンちゃんの高速も、封じられちゃう」

　ピトフーイに速攻で、懇切丁寧な説明でダメ出しされました。

「う……。じゃあ──」

　そこでアイデアが切れました。思いついたのは、一つだけでした。

「じゃ、最後の手段ってことで、レンちゃんだけでも逃げなさいな。エムと合流してここから離脱して、生き残りを図りなさい。一人の負傷者のために、無傷の人間三人が危険を冒す必要はないわよ」

「ってピトさんはっ？」

「ダビドは私し怨えんから私を狙うに決まってるから、ここでもちっと、足が生えるまでは粘ってみるわー」

　ピトフーイが、ドラムマガジンの付いた愛銃、ＫＴＲ─０９を持ち上げました。装塡されているか、レバーを少し引いてチェックしました。

　激しいアクションのあとは時々、マガジンが銃から外れていたり、装塡レバーが引かれて弾がなくなっていたりするので、こういったチェックはとても重要です。

　その間も、マシンガンからの弾丸がひっきりなしに飛んできては次々に周囲に、そして時折、トライクに当たっています。

「そんなあ……」

「ほうら、行った行った！　ボスと戦うんでしょ？　女の約束でしょ？　それにぶっちゃけ、ここにあんたがいると邪魔なのよん！」

「うぐっ……。ピトさん……、ご武運を！」

　レンは最後にそう言い残すと、ちらりとバレット・ラインを確認してから飛び出しました。

　デヴィッドがいるのとは反対の方へ。敵マシンガンには近くなりますが、どうせこの距離ならラインで躱かわせます。

　しばらくはジグザグに走って、それから──、

　どっちに行けばいいんでしょう？

「レン！　したっけ西北西に来られるか？　私らはその先にいるよ！」

「ありがと！　でも、ピトさんは？」

　そのときジェイクがレンに気付いたようで、より多くの弾丸を送り込んできました。その分ピトフーイへの銃弾が減るので、願ってもないことです。

　レンはラインを注視しつつ、全速力へとギアを上げました。全ての弾は、レンの後ろで虚むなしくアスファルトを削りました。

「ピトさんは……、まあピトさんだからなんとかなるっしょ！　安心せい！」

　フカ次じ郎ろうが、まったく安心できない台詞せりふを吐きました。




「すまんリーダー！　ピンクのチビには逃げられた！」

　ジェイクからの声を聞いて、

「するとあのトライクの陰には、ピトフーイだけだな！」

　デヴィッドは決意を固めました。エムを警戒しつつゆっくりと走らせていたトライクの舳へ先さきを、ピトフーイに向けました。

「もう一台に注意しつつ牽けん制せいを続けろ！　あの女を屠ほふるぞ！」

「了解！」

　ジェイクがマシンガンの引き金を引いて、デヴィッドがトライクのアクセルを開けました。

　ＭＭＴＭの、ピトフーイただ一人への攻撃が、始まりました。




　遠くに小さく見えた、そしてすぐに大きくなっていくデヴィッドのトライクを見て、

「うーん、こりゃマズイなあ。エムや、あとは頼んだよ」

　ピトフーイはそんな言葉を漏らしました。ほとんど遺言でした。

　そんなピトさん！　諦めないで！

　レンは思いましたが、言いませんでした。

　自らの死をほとんど覚悟で自分を逃がしてくれたピトフーイに、言ってはならない台詞せりふだと思ったからです。

　彼女へ背を向けて全力疾走しながら、レンは祈りました。

　どんな奇跡でも偶然でも神様でも悪魔でも死神でもいいから、神風を吹かせて、ピトさんを守ってください、と。

　そのときです。

　さっきまで吹いていた風が、静かに収まりました。




　憎き女まで残り６００メートルまで迫ったデヴィッドは、ＳＴＭ─５５６をスリングで吊つりつつ、左腕一本で保持しました。

　左手は、銃弾ではなくグレネードが撃てるように、マガジンを握っています。

「牽けん制せいを続けろ！　突っ込むぞ！」

「了解！」

　今までのＳＪで二回もピトフーイに屠ほふられているデヴィッドは、勢いよくアクセルを開けました。

　勝利への道筋は見えていました。

　これより、広い滑走路の上で孤立しているピトフーイへと、高速でスラロームをしながら、あるいはバレット・ラインを躱かわしながら接近。

　もちろんジェイクの撃った流れ弾に当たらないように、正反対を避け、斜め四十五度ほどの角度を保ちます。

　そして残り４００メートルでナイフをアクセルグリップに突き刺し、両手を離して流鏑馬やぶさめ状態に。そこからはグレネード・ランチャーでありったけの攻撃、命中すれば万歳。外れても、怯ひるんだ隙に銃撃のコンボアタックです。

　具合のいいことに、吹き荒れていた風がスッと収まりました。これによって、グレネード・ランチャーの狙いが、より簡単になります。

「今回こそっ！」

　デヴィッドが犬歯を剝むき出だしにして笑った、次の瞬間でした。

　ジェイクが爆死しました。

　より正確にいえば、彼が銃座にしていたトライクが、爆発したのです。

　ＧＧＯならではの車両破壊に巻き込まれて、ジェイクは何かを言う余裕もなく、炎と爆風に取り込まれてポリゴンの欠片かけらに変化しました。

　そのオレンジ色の炎が点として見えて、

「なっ……、んだと！」

　加速を始めていたデヴィッドは、アクセルを戻しました。

　爆発音が数秒の時をかけて移動して、彼の耳に届きました。




「ほい？　敵が吹っ飛んだぞ？　何が起きた？」

　フカ次じ郎ろうも同じように、遠くの爆発を視認し、

「分からないが、状況は変わった。行くぞ！」

　Ｍ１４・ＥＢＲのスコープで確認したエムは、銃を再び背負って、トライクを発進させました。

「ピト！　敵マシンガン沈黙！　反対側は安全になった！　今からそちらに向かう！　耐えろよ！」




「はて？　なんだかよく分からないけど、りょうかーい」

　ピトフーイは右足だけでぴょいと飛び跳ねて、さっきまで弾が飛んできていた、トライクの左側へと身を隠しました。

　そして、

「私を救ってくれたのは、どんな神様？」

　きょとんとした顔で呟つぶやきました。




「すごい！　撃ったのはエムさん？　それともフカ？」

　逃げるのを止やめて振り向いて、遠くに立ち上る黒煙を見たレンが訊たずねて、

「どっちでもねーよ。というかレンでもないのか」

　フカ次じ郎ろうが返事をくれました。

「どうやったら、わたしにできるのよ？」

「突然魔法に目覚めたとかな」

「いや無理だから」

　そしてレンとフカ次じ郎ろうは、言葉を揃そろえるのです。

「本当に誰だ？」




　ジェイクの後方──、

　彼が生きていた頃の、後方。

　広い滑走路を延々と通り過ぎた先にそびえる空港管制塔の中に、二人のプレイヤーがいました。

　航空管制官が見張って離着陸の指示を出すための、高い高いビルです。

　地上およそ１００メートル。広いガラス張りの展望台のような指揮所で、汚れた絨じゆう毯たんの床に伏せてライフルを構えていたのは──、

「ふう……」

　緑髪の乙女、シャーリーでした。

　彼女は静かに、Ｒ９３タクティカル２のボルトハンドルを引いて、空から薬やつ莢きようを排出しました。ゆっくりと前に押して、次の弾を装塡しました。

　目の前のガラスは銃撃によって大きく割られていて、再び吹き始めた強い風が巻き込んで、低く唸うなっていました。

　その先には、滑走路の広大な景色が広がっています。

「ナイスショット！　１１３２メートル！　記録だよ大記録！　俺が証明するよ！」

　左側の少し離れた場所で、やはり伏せているクラレンスが叫んでいました。

　覗のぞいているのは彼女の双眼鏡ではなく、この場にあったアイテム──、航空管制官が使う、より大きな双眼鏡でした。

「うるさい。通信アイテムで聞こえるんだから叫ぶな」

「こんな距離は絶対無理だって言ってたじゃん！　それを１発で決めるなんて、お前が天才かよシャーリー！　名前を変えろよ〝ジーザス〟に！」

　シャーリーはゆっくりと立ち上がると、クラレンスの脳天気な笑顔を見み遣やりました。

「〝天才〟って言いたいのなら〝ジーニアス〟だ」

「ゴメン！　でも神業だったのは間違いないよ！」

　べた褒めを続けるクラレンスに、シャーリーは少しトーンダウンして答えます。

「当たったのは……、あの車両だ。人間とは違って、的がでかい。炸さく裂れつ弾だんの効果で爆発もしてくれた。風も一瞬収まってくれて助かった。色々と偶然だよ。運がよかっただけだ」

「偶然だって運だって実力のウチさ！　ブラボー！　あ、女性だから〝ブラバー！〟かな？　──でもさあ、なんでピトフーイを助けたの？　あのまま放っておけば、絶対に殺されていたと思うよ？　それを安全な場所で、ニマニマ眺められたんだよ？　なんで？」

　クラレンスがニマニマ笑いながら聞いて、シャーリーはニヤリと笑いながら答えるのです。

「分かっていることを、聞くな。私はアイツの〝死神〟になる」




「…………」

　デヴィッドは数秒間、止めたトライクの上で呆ぼう然ぜんとしていました。

　視界の左上では、ジェイクのヒットポイントが完全に消えて、×印が付いていました。どうして、ジェイクのトライクが爆散したのか、まったく分かりませんでした。

　分かることは一つ。

　ピトフーイを確実に仕留めるチャンスを失ったということで、

「いいだろう！　こうなれば刺し違えてやるぞ！」

　眉間に皺しわを寄せたデヴィッドは、体当たりをかますつもりで右手に力をこめて、

「リーダー！」

「はっ！」

　その手を緩めました。

　デヴィッドが自分を取り戻したのは、唯一生き残った仲間からの、つまりケンタからの声でした。

「リーダー！　無駄に死ぬな！　一度引こう！　今回のＳＪは、やたら混こん沌とんとしてる！　結託チームの動向も分からない！　二人だけでも、まだまだ優勝のチャンスはあるよ！」

「そうだな……。分かった……。すまない」

　フッと笑顔を作って、デヴィッドは仲間へと告げます。

「拾い上げるぞ！　待ってろ！」




　高速で去って行くトライクを見ながら、ピトフーイはＫＴＲ─０９を下げつつ呟つぶやきます。

「およよ？　助かっちゃったかな？」

　再び吹き始めた強い風が、彼女のポニーテールを揺らしました。







[image: 第十一章　「このバトルを私に」]











第十一章　「このバトルを私に」









　13時27分。

「ピトさーん！」

　レンはピトフーイの元に駆け寄ると、

「おう！　かもーん！」

　ピトフーイが座ったまま両腕を広げて熱いハグを求めて、

「おっと！」

　レンは抱き付く直前でやめました。

「ちぇ」

　拗すねたピトフーイの足が、ポリゴンの光と共に再生していきます。つなぎ服も、ブーツも、ブーツの外側に差してある細身のダガーナイフも元通りに。

　ピトフーイはぴょんと跳び上がって、

「よっしゃ走るぞ！」

「おう！」

　二人が並んで走り出して、向かうのはエム達たちがいるという北西。

　走り出してすぐに、レンは気になっていたことを訊たずねます。

「敵のあの爆発……、なんだったの？　まさかマシンガンの人、自分で車体を撃っちゃったとか？」

　ＧＧＯでもリアルでも、一度頭を引っ込めてまた戻したとき、目の前の遮蔽物を撃ってしまうアクシデントは、よく発生します。照準器が銃の上についているので、狙ったつもりでも銃口はまだ上がり切っていない場合があるから。

　レンは他に考えられなかったのでそう言いましたが、ピトフーイは結論を焦あせりませんでした。

「そうかもしんないけど、さあて本当のことは分かんない。ま、後で中継映像でも見て答え合わせしましょ」

「そうだね。まあ、なんにせよ生き残れてよかった！　本当によかった！」

「ＭＭＴＭは、まだ二人残っているからね。忘れちゃダメよん」

「了解！」

　走る二人の元へ、エム運転のトライクが近寄ってきました。一度周囲を警戒してぐるりと回り、それから併走します。

「ヘーイ彼かの女じよ達たち！　乗ってかなーい？　と思ったけど乗る場所ないや！　そのまま走って走って！」

　フカ次じ郎ろうが言いました。

　エムはアクセルを緩め、やがて完全に停止しました。まずエムが降りて、そしてフカ次じ郎ろうが、ぴょんと飛び降りました。

「ピト。運転を代われ。俺は後ろの座席に乗る」

「えー？　レンを己の足で走らせるのはいいけど、私はーっ？」

　フカ次じ郎ろうが異議を唱え、

「今席を作る」

　エムはトライクの鍵を回しました。

　すると前輪の間にある車体先端で、ポコッと蓋が薄く開きました。エムがそれを手前に開くと、現れたのはヘルメットを一つ収納できる大きさのフロントトランク。

「ほー！　こんなところに隠し部屋があるのか！　お得な物件だな！」

　フカ次じ郎ろうが感心する前で、エムはトランクの蓋にふんぬと力をかけて、

　ばきっ！

　ヒンジ部分からはぎ取ってしまいました。取れた蓋は、ひょいと放り投げました。

　できたスペースを見て、フカ次じ郎ろうがぽつり。

「レンなら、三人くらいは入るだろ？」

「入らないよ！　さすがに！」

「そっかー。さすがになー」

「二人なら……」

「待て」





＊　　　　　＊　　　　　＊






　広い滑走路を、一台のトライクと、一人のピンクのチビが走っていました。

「ひゃっはー！　レン、ほらもっと速く！」

「これが限界だよ！」

「いいやお前はもっとできる！　金メダルを目指すんだろ！　あの日の誓いを忘れたか！」

「そんな話をした覚えはない！」

　トライクは、法規制をダイナミックに無視した三人乗りです。

　前から──、フロントトランクにお尻を突っ込んで腰をかけているフカ次じ郎ろう。運転手として楽しそうにハンドルを握るピトフーイ。そして、後部座席でバックパックを大きくはみ出させているエムです。

　トライクの速度は、スピードメーターの表示では28と出ています。でもこれは単位が〝マイル〟なので、メートル法なら時速45キロほど。

　それにきちんと併走しているレンは、かなりのものです。大地を蹴る足の動きなど、素早すぎて残像が見えています。

　ＭＭＴＭとの戦いをどうにか切り抜けたチームＬＰＦＭ、彼かれ等らが次に目指すのは空港の北西の端でした。

　トライクが一台しかない今、広々とした場所での戦闘には難があります。だからさっさと空港は横断してしまい、フィールドマップ北西部の廃はい墟きよに入るのがエムの作戦。廃はい墟きよは、近距離から中距離までの戦闘が起こりやすいエリア。今のチームには一番戦いやすい場所です。

　さんざん走って、さんざん戦った広い空港の敷しき地ちが終わりつつあります。残りの距離は、もうすぐ１キロを切るでしょう。レンの視界にも、高速道路の境目の金網が、うっすらと見えてきました。

　ぶるぶるぶる。

　レンの左手首で、腕時計が震えました。毎スキャンの30秒前に設定してありますので、13時29分30秒の知らせです。

　後部座席で、首をひねって後ろを警戒していたエムが、

「間もなくスキャンだ。ピト、西側に背を向けてトライクを止めてくれ。レンは、その陰に隠れるんだ。フカはすぐに降りて周囲警戒」

「あいよー」

「了解！」

「がってん」

　ピトフーイが、トライクの速度を落としていきました。

　西側を背にするのは、止まった瞬間にそっちから、つまり高速道路から長距離狙撃をされても、エムのバックパックで防げる可能性が高いから。頭に当たったら？　そのときは諦めてください。

　しかしハンドルを切る直前、ピトフーイが何かに気付きました。

「ん？　ちょっとエム、アレはどうかしら？　左前に穴」

　エムが見み遣やると、５００メートルほど先の左側で、滑走路の上に大きな穴がありました。

　直径30メートルほどの黒い穴が、ぽっかりと口を広げています。周囲には飛び散った破片が散らばっていて、無機質な滑走路に無秩序な飾りを加えていました。

「いいだろう」

「ほんじゃま」

　ピトフーイはそちらへとトライクを急がせて、

「待ってー！」

　レンが慌てて後を追いました。

　レンが追いついたとき、すでにピトフーイ達たち三人はトライクから降りて、その穴の中で隠れていました。

　みんながいるのならトラップはないだろうと、レンが足から滑り込みました。そして、かなり深い穴だと分かりました。一番下まで落ちました。

「うぐっ」

　緩やかなすり鉢状で、一番中心の深さは３メートル以上。分厚いアスファルトの下は、黒くて固い土でした。皆が隠れるにはもってこいの、とても素敵な塹ざん壕ごうです。

　レンが起き上がりながら訊たずねます。

「これ、なんの穴？」

「知らん。ここはアメリカだ。ポール・バニヤンが雑草でも引っこ抜いたか？」

「フカちゃん、変なことに詳しいわね」

　ピトフーイが感心しました。ちなみに〝ポール・バニヤン〟とは、北米大陸における伝説の大巨人。いわば彼かの国版〝だいだらぼっち〟。

　結局誰にも分かりませんが、それはおよそ１時間前に、ＳＨＩＮＣがタラップ車で仕掛けたトラップによってできた大穴でした。

　13時30分になりました。

　三回目の弾薬のフル回復がなされて、九回目のスキャンが始まりました。




　スキャンは真南から始まりました。

「ボス達たち……。まだ……。結託してるのか……」

　レンの沈む心とは関係なく、スキャンはかなりの速度で北へと移動していきます。

　まず見つけたのはＺＥＭＡＬ。クレーターエリアで陣取っています。そこに住んでいるかのようです。

　そして湖の上の結託チーム。光点が──、六つ。

「あれ？」

　レンはビシバシと触っていきましたが、そこにＳＨＩＮＣの名前は出ませんでした。

　空港の南東には、残り二人になったＭＭＴＭがいます。トライクで追撃してこなかったのがこれではっきりして、ホッとしました。

　やがて走査が、自じ分ぶん達たちがいるであろう位置まで上ってきました。

　ＬＰＦＭが表示されたのは、空港北西部。

　そして──

「っ！」

　自じ分ぶん達たちから真西へ１キロほど離れた場所に、高速道路を越えて少し行った廃はい墟きよの中に、光る点が一つ。

「…………」

　レンが震える指で触れると、

「ええっ！」

　ＳＨＩＮＣ。

　出たアルファベット五文字を、レンは三回ほど読み直しました。読み直しましたが、間違いありません。近くに、本当にすぐ近くに、ボス達たちがいました。

「みんなだー！」

　レンは叫びました。まるで仲間でも見つけたかのような喜びようでした。

　スキャンは進み、廃はい墟きよの線路の脇、５キロほど離れた場所にＴ─Ｓも生き残っていましたがそんなのはレンには今どうでもいいのです好きにしていろ。

「うほー！　ＳＨＩＮＣ近いじゃんいるじゃんなんで？」

　フカ次じ郎ろうの問いに答えられる人は、いません。

　次の瞬間、小さな破裂音と共に、西の空に光が生まれました。

　全員の視線の先──、すっかり雲に覆われて、赤みがかった鉛色になってしまった空の下で、黄色い照明弾が高い位置で光り始めました。そしてパラシュートで、強風に姿勢を右へ左へと弄ばれながらも降りていきます。

「おやおやおや。アレはアマゾネスちゃん達たちの位置だねえ」

　ピトフーイが、ニヤニヤ笑いながら言いました。そして、ヒットポイントを完全に回復させるために、救急治療キットをもう一本打ちました。

「〝ここにいるぞ、かかってこい〟という名乗りかな」

　エムが言って、

「そうだよ！　そうに違いないよ！」

　レンは拳を超高速で震わせて吠ほえました。

「いやー、わっかんねーよ？　ボスがお下げごと簀す巻まきにされていて自殺も降参もできないまま捕虜になっていて、結託チームのリーダー以外が全員あそこに集まっていて、近づいたら三十人に囲まれて瞬殺かもよ？」

　フカ次じ郎ろうが、楽しそうに言いました。

　そう思ってないのに言っているのか、そんな状況を期待して楽しんで言っているのか、判断がつきにくい様子でしたが、多分両方でしょう。

「ぐっ！」

　レンが、震わせていた腕を下げてしょぼん、としました。可能性としては、ゼロではありませんし、もっとありそうですし、考えている間に高くなってきましたし。

「ならば、はっきりさせよう。〝偵察機〟を出す」

　エムはそう言うと、左手でストレージ操作。

　目の前に現れたのは、Ａ４サイズで５センチほどの厚さの白い塊。エムが空中に投げると、四隅から腕が四本しゃきん、と生えて、それぞれの先でプロペラが回転し始めました。

　16日のテストプレイのときから導入された、買うとリアルマネーで十一万円もするドローンです。空中からの偵察を可能にする、超便利グッズです。

　ですが、値段が高い上に、操縦は手動であり、バッテリーで駆動する時間がとても短いというデメリットがあります。

　とても使いどころが難しいアイテムです。ずっと上空に浮かべておくような使い方はできません。というより、できたらＧＧＯゲームのバランスを大きく崩すので、これ以上の性能向上はないのではないでしょうか。

　ドローンを目の前に浮かべたエムは、次に実体化したゴーグルを目に装着しました。大型の水中眼鏡のようなそれは、今回初登場です。

「おっ、ＶＲゴーグルだね！　フルダイブＶＲ世界でＶＲゴーグルとは、エムさんもお目が高い！」

　フカ次じ郎ろうが、褒めているのかけなしているのか分からない台詞せりふを吐きました。多分両方でしょう。これによってエムの目に、空を飛ぶドローンからの風景が、まるで自分が飛んでいるかのように映るはずです。

　テストプレイにも使った薄いタブレット端末のような画面を、ピトフーイが手にして、レン達たちにも映像が見られるようにしました。

　エムは両手に、それぞれ小さなグリップを持ちました。左手の親指でスティックを操作すると、ドローンが、語源になったブーンという羽音を響かせて、空へと舞い上がっていきます。

　ドローンは水平飛行に移ると、高速道路を渡って、その向こうの廃はい墟きよへ。上空からの映像だと、滅んだ都会の様子がとてもよく分かります。

「いたぞ」

　エムが言って、スティックを操作して高度を下げました。

　あまり下げすぎると対空射撃で撃ち落とされるのでほどほどにして、逆側のスティックでカメラをズームします。

　そして画面に捉えられたのは──、

　マス目状の道が広がり、その合間にビルが立っていたり寝ていたりする廃はい墟きよ。その大通りで横倒しになったトラックの荷台という〝お立ち台〟に、あえて目立つように立っている六人の女達たち。

　もちろんボス以下、ＳＨＩＮＣの面々です。周囲に、ひとまず他のプレイヤーの姿は見えません。

　双眼鏡を持っていたアンナがドローンに気付いたようで、まさにカメラに向かって指を指しました。

　次の瞬間、六人がサッと動きました。

　その左右にいるソフィーとローザが、ゴツい二人が前後に足を百八十度開いて腰を落とし、同時に両腕をエレガントに広げて頭の上で輪を作りました。

　後ろの左右にいるアンナとトーマは、それぞれ外側の足を上げて、見事なＹ字開脚を見せました。上に掲げたドラグノフ狙撃銃が、まるでバトンのようです。

　そして中央の一番後ろで、ゴリラお下げ女のボスが、足を後ろに高く上げ、反対側の腕を持ち上げて、バレリーナのアラベスクを作り、１ミリもブレなく止まりました。

　その前の前に、最後の一人、ターニャがトラックの脇から走ってきて、五人の目の前でジャンプ。前方宙返りからの後ろ宙返り一回ひねり、さらに前へと回転して見事に両腕を開いて着地。

　一瞬でできあがった、ゴツい女達たちの美しくも見事なポージングに、

「おお、すごい！」

「あら、さすがねえ」

「うむ、見事だ」

　チームＬＰＦＭの三人から賞賛の声が漏れて、最後の一人は、

「あはははははははははははは！」

　甲高く笑いました。

「おやレン？　笑いキノコでも食ったか？」
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「わはははははは！　違うよ！　嬉うれしいんだよ！　嬉うれしいんだよ！」

　目元に涙を浮かべたレンは、穴の中から空に向けて叫びます。

「やるぞー！　今からそっちに行って、正々堂々と戦ってやるぞー！　待ってろー！」

　最大音量の叫び声でした。

「まーそりゃ聞こえねえって」

　フカ次じ郎ろうは冷静に言ったので、エムが、

「では、こちらも名乗っておこうか」

　そう言って、左手のコントローラーを操作しました。

　決めポーズのＳＨＩＮＣへとぐいぐいとドローンは接近していって、とうとうすぐ目の前で10メートルほどの高さへ。

　ポーズを決めつつこちらを眺めている彼かの女じよ達たちの笑顔が、画面によく見えました。

「それっ」

　エムは左手のスティックを大きく素早く傾けて、画面がくるりと横に一回転しました。ドローンは空中で一回転。エムがスティックから指を離すと、再びピタリと止まりました。

　ポーズを解いたＳＨＩＮＣの面々が、特にボスが凄すさまじい迫力の笑顔を作っていて、そして右手を、銃を持たないままで伸ばしました。

　人差し指をドローンのカメラにぴたりと向けて、

　ばーん。

　その指が反動で跳ね上がりました。

「うおー、撃たれたー！」

　フカ次じ郎ろうの声と共に、ドローンは後ろに下がってから上昇していきます。

　ＳＨＩＮＣ達たちもトラックから飛び降りて、廃はい墟きよの中に隠れていきました。

　ピトフーイが、

「戦闘開始、ってところね。あの子達たちも、高速道路が見える位置で待ち構えていれば、対戦車ライフルで私わたし達たちを狙撃できたのに。律りち儀ぎねえ」

　エムが、バッテリーが減ったドローンを戻しながら、

「確かに。ずっと有利だったろうに。そうされていたら、俺おれ達たちは近づくことすら難しかったはずだ」

「サムライだねえ。レンや、もう思い残すことはないかい？」

「ないよっ！」

　レンは、フカ次じ郎ろうへと笑顔を向けて、

「ちょっと殺し合ってくるっ！」

　ちょっとコンビニでも行くような気軽さで答えました。

「おいおい、一人で行くなよ。おいら達たちはチームだぜ？」
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　フカ次じ郎ろうが肩をすくめましたが、そこでエムがぽつりと言うのです。

「いや、それはいい手だな」







　ドローンが穴の中に戻ってきて、そしてその穴からまずはピンクのチビが、そして後ろから残りの三人が出てくるのを、双眼鏡で見ている男がいました。

　サングラスに覆面姿で、毒々しい迷彩服を着た男です。

　彼は高速道路の上で廃車になっている、黄色いスクールバスの中にいました。

　車体後部に伏せて身をしっかりと隠し、それでいて窓と破れた後部ドアによって観察と射撃用のスペースはしっかりと確保しています。偽装も完璧で、それは手て練だれの手腕でした。

「ＬＰＦＭ、動き出した。四名。高速道路を渡り、やがてＳＨＩＮＣと接触する」

　通信アイテムへ小声で喋しやべると、耳に答えが戻ってきます。

「よし。連中が渡り切ったあとに、俺おれ達たちもそちらへ向かう」

「了解。ただ、道路を渡る瞬間だったら全員撃てるが、どうする？」

　男が双眼鏡を下ろして、隣にバイポッドで置いてあった銃を手にしました。

　同じような迷彩に塗られた男の銃は、ヘッケラー＆コッホ社製の自動式狙撃銃《Ｍ１１０Ａ１》。口径は７．６２ミリ。いわゆる７．６２×５１ミリＮＡＴＯ弾。

　この銃は、ちょっとややこしい経歴を持っています。

　最初に、《ＨＫ４１７》というアサルト・ライフルを大本にして作られた《Ｇ２８》というドイツ軍の狙撃銃がありました。

　Ｍ１１０Ａ１は、そのＧ２８をさらに少し改良したものを米陸軍が採用し、名付けた１丁です。

　米陸軍には、その前に使っていた《Ｍ１１０》という名前の銃もあるのですが、これは外見がよく似ている、まったく別の会社の銃。名称に〝Ａ１〟が付くか付かないかでだいぶ違うので、実にややこしいです。

　このＭ１１０Ａ１は、ＧＧＯにおいて、トップレベルで新しく、性能がよく、そして高価な自動式狙撃銃の一つです。

　覆面男が言う通り、もしレン達たちが目の前４００メートルほどの位置で高速道路を渡り始めたら、容赦なく連続射撃して倒すことができるでしょう。

　そして、通信アイテムから返事が来ました。

「いや、いい。連中の相手はあくまでＳＨＩＮＣにさせる。それが一応の約束だ、一応な。これより偵察機にも監視させる。もしＳＨＩＮＣが負けたら、遠慮なくやれ。もちろん勝ったら、遠慮なくやれ」

「了解。もし、こちらがどちらかに発見され攻撃された場合はどうする？」

　覆面男の質問に、遠くにいる男が事務的に、嬉うれしそうでもつまらなそうでもなく答えます。

「そのときは、もはや約束など関係ないな。両チーム、仲良く退場してもらおう」

「了解」







　レンが、高速道路を渡っていきます。

　ジグザグにサイドステップを踏みながら、自分の持てるだけの高速で。

　目指すは、目の前に広がる廃はい墟きよ。ＳＨＩＮＣ達たちが待ち構えている戦場です。




　さっきエムは言いました。

「まずはレンだけで突入してもらう。ＳＨＩＮＣを捜し、見つけ次第好きなだけ暴れろ。ただし忘れるな。〝一撃離脱〟戦法を徹底するんだ。相手を無理に仕留めようとするな。そして、絶対に止まるな。常に動きつつ、戦場をかき回せ」

「ふむふむ」

「向こうの銃声を頼りに俺おれ達たちは迫る。大通りなら、フカのグレネード・ランチャーの支援砲撃が有効だ。ピトフーイはフカのサポート。俺はさらに後ろで狙撃ポジションを探す」

　レンは気付きました。

「分かった！　つまりはＳＪ１のときと同じようにすればいいんだね！」

「そうだ。六人がチームで動くＳＨＩＮＣだからこそ、中に入るレンの高速単独行動が生きる」

「がってん！」

　元気よく答えたレンですが、フカ次じ郎ろうが脇から訊たずねます。

「でもエムさんや。それを見越して対応されたらどっするん？」

　エムは答えます。

「そのときはそのときだ。合掌しよう。ただし、こんな作戦もある──」




　合掌されてもいいもんねっ。みんなとみんなとバトれるならっ。

　レンは心の中で歌いながら、高速道路を渡り終えて、廃はい墟きよへと突っ込んでいきました。

　思うことはたった一つ。

　このバトルはわたしのだ！




「レンが突っ込んでくるぞ。皆、周囲の警戒を怠るな！」

　ボスは双眼鏡を手に、仲間達たちへと活を入れました。とても楽しそうな、凶悪そうな笑顔でした。

　廃はい墟きよの中で、ＳＨＩＮＣは防御円陣を組んでいました。

　幅が30メートルはある太い通りが交わる、十字路の真ん中です。

　交差点の四隅には高いビルが残っていて、その上に登らない限り、この交差点への遠方からの狙撃や、グレネード・ランチャーの砲撃は届きません。

　東西南北に延びている太い通り。その東側を、積み上がった瓦が礫れきの山の脇からローザのＰＫＭマシンガンが目を光らせ、コンビとしてアンナのドラグノフ狙撃銃が反対側につきます。

　南側は、トーマがＰＴＲＤ１９４１対戦車ライフルを地面に据え付けて、伏せて構えています。体の脇にはドラグノフも置いてあり、すぐに撃てるようにしてありました。

　ソフィーはトーマの脇で、対戦車ライフルを担かついで移動できるように待機。

　この二人の周囲には瓦が礫れきがないので、灰色のポンチョを何枚も上からかけて偽装されています。ＰＴＲＤ１９４１の長い長い銃身の上にもかかっていますが、１発撃ったら爆風で全部吹っ飛んでいくことでしょう。

　ターニャは北西の角で縮こまって、敵が現れる可能性の低い北側と西側を交互にチェックしていました。その彼女のすぐ近くには、この廃はい墟きよで見つけた〝秘密兵器〟が置いてありました。

　ボスは交差点中央で、タイヤがパンクしているワゴン車の中から、目を光らせます。

　今までのＳＪの戦闘中継を見て、ボスは確信していました。

　この戦い、レンが単独で突っ込んでくると。

　廃はい墟きよで自じ分ぶん達たちに高速でのヒット・アンド・アウェイ──、すなわち一撃離脱戦法を仕掛けてきて、それを追いかけて引っかき回されたところに、グレネード攻撃や狙撃が来ると。

　そしてレンは、危険な囮おとり役やくを嬉き々きとして受けると。

　だからボスは決めました。

　チーム戦力を決して散らさないこと。うかつに動き回らないこと。

　そしてそのために、レンがちらりと見えても、ちょっかいを出してきても、すぐには反応しないことを。

　だから──、

「レンだ！」

　トーマがスコープで、南へ向かう通りの先でピンク色を捉えても、

「撃つなよ」

　すぐに発砲はさせませんでした。

　見えなくなってから、命じます。

「よし、後をつけろ」




　レンは、高速で走り続けました。

　廃はい墟きよに入り込んでからもう既に３分以上、太い通りを右へ左へと走り回っています。ずっと全力疾走ですから、かなりの距離を走り回りました。ドローンで見たトラックの脇も、通り過ぎました。

　その間中、ビルの窓から撃ってこないか、車の陰にいないか、そして道路の中央にトラップワイヤーがないか、気をピンと張りつつの疾走なので、精神的な疲れはかなり貯たまりました。

　銃撃戦になったときの気力を残しておくために、ちょっと足を止めてリラックスしたいですが、今のレンには許されません。

　止まればいい的。走り続けるからこその防御力。

　レンは走り続けました。

　走り続けることが、レンの作戦なのです。




　ターニャは、レンを追い続けました。

　トーマがレンを発見して、ターニャはその後ろへ付くために追いかけて、大通りの向こう、３００メートルほど離れた交差点で曲がるレンを視覚に捉えました。

　レンが左に曲がったので、ターニャもそこへ急ぎます。ビルの角からちらりと背中を窺うかがい、次に曲がるまでレンを見送ると、再び追いかけます。

　自分より足が速いレンに追いつけるのは、ターニャの使っている〝秘密兵器〟のおかげです。

　高速移動を可能にするものは、乗り物しかありません。

　しかし、エンジン音を立てると気付かれます。ビルの廃はい墟きよはエンジン音が特に響くので、一瞬でバレてしまうでしょう。

　ターニャが見つけた秘密兵器は、音を立てませんでした。燃料を使いません。バッテリーも使いません。

　ただ、

「うりゃああああ！」

　必死になって足で漕こぐ必要がありました。

　ターニャが手に入れた乗り物は、自転車でした。錆さびているがまだ使えるマウンテンバイクを廃はい墟きよで見つけ、一台持ってきていたのです。

　リアルの運動神経に優れた楠くすのきリサが、敏びん捷しよう性せいの高いターニャを操って本気で漕こがせれば、それはレンの足より速いというもの。角を曲がるのを見送ってからでも、間に合います。

　ターニャは、曲がり角の先でレンの背中がしっかりと見えていても、決して撃ちません。

　背負っているビゾンの９ミリパラベラム弾では心こころ許もとない距離であるのも理由の一つですが、彼女の目的が、レンをとにかくつけ回すことだから。

　レンがどこへ行くか探り、仲間の待ち構える場所の前に出るタイミングを計る、それがターニャの任務です。ＳＪ１で真っ先にレンに撃たれた悔しさはありますが、チームのために、彼女は己を捨てます。

　ターニャ自身もそうですが、敏びん捷しよう性せいを高めたキャラクターが高速でフィールドを走り回るとき、どうしても警戒がおろそかになる方向があります。

　それが後方です。速いからこそ、どうしても後ろを気にしなくなるのです。前方と左右の情報量が多いので、何かを見逃すまいと気にする余裕がないのです。

　レンが走り去った道を振り返ったり、踵きびすを返して引き返したりすることはないと予想し、ボスはターニャに追尾を命じました。

　狙いは的中しました。もう１分以上も、レンはターニャに気付いていません。高速ランナーを追いかける自転車乗りという構図が、ずっと続いています。二人はあっちに曲がりこっちに曲がり、迷路を探る一筆書きのようでした。

　そしてとうとう、ターニャが待ちに待った、そして望んでいたチャンスが訪れました。

　レンが角を左に曲がった先にある交差点はビルがごろんと倒れていて、右にしか曲がれません。そしてさらにその先の交差点には、今さっきモンスター対策で少しだけ移動してきたＳＨＩＮＣの仲間達たちがいるはず。

　いくつか選んでおいた、身を隠すものが転がっている〝罠わなポイント〟の一つです。角を囲むビルが、数階建てと低くなっている箇所です。

　迷路のような廃はい墟きよでしたが、ターニャには脳内地図に自信がありました。覆面男の運転するハンヴィーで運んでもらってからスキャンまでの数分間、地図を叩たたき込こむために自転車で走り回りましたから。

　送おくり狼おおかみのターニャは、追跡の足を、つまりペダルを止めました。通信アイテムで、仲間達たちへと告げます。

「ウサギは北から網に入った。繰り返す、ウサギは北から網に入った」

　ボスからの返事が来ます。

「了解。ローザとアンナとトーマ、北へ爪を立てろ。後ろと上空は私が見張る」

　今頃は三人が、銃口を北に向けつつ、簡単に見つからないように伏せたりポンチョを被かぶせたりと偽装を施しているはず。

　お願いだから間に合ってくれ。ターニャは願い、そして、

「配置換え完了。網を張った。上空にドローンは見えない」

　ボスからの、嬉うれしい報告が来ました。上空から見張られていたらあっさりとバレてしまいますので、エムのドローンは特に警戒していましたが、いないようです。

「よっしゃ！　オレは出口を見張る！」

　ターニャはここで自転車を降りると、背負っていたビゾンを手に持ちました。素早いストレージ操作で、撃つのに邪魔になりやすいスリングを収納しました。

　ストックを肩に付けて構えて、いつでも撃てる体勢で、今度は自分の足で走り出しました。

　レンがもしこの道に逃げてきたら、容赦なく仕留めるために。







「お前ならどっちに賭ける？　ＳＨＩＮＣとレンちゃんの勝負」

「ＳＨＩＮＣだ」

「オレも」

「当然アマゾネス」

「こうなっちゃったら、レンちゃんに勝ち目はない」

　酒場でのオッズは、一方的にＳＨＩＮＣが低く、つまりは有利でした。レンに賭けてもし勝てば、一いつ攫かく千せん金きんです。

　画面の中では、まだレンが走っています。

　市街地の戦闘用にでしょう、Ｐ９０には発砲音を抑制するサプレッサーを装着してあります。それを両手で体の前に持って、矢のような疾走中。

　今走っている通りはやがて、倒れたビルで左と真まっ直すぐには行けません。仕方なく右に、方角的には南に曲がってしまうと、２００メートルほど先の次の交差点で、ＳＨＩＮＣが待ち伏せしています。

　道は真まっ直すぐです。左右にはボロボロで今にも崩れそうな、五階建てほどのビルが並んでいますが、ドアや窓がなく、逃げ込むことができなくなっています。

　レンが道路に出てきたらＳＨＩＮＣと向かい合う形になって、同時にマシンガンと狙撃銃、対戦車ライフルの弾が襲いかかることでしょう。どんなに足の速いレンにも、逃げるのは不可能でしょう。

「ＬＰＦＭが四人で来てればまだしも、レンちゃんの単騎駆けなんて無謀すぎるよ」

「だな。なんでこんな自や棄けな作戦取ったんだろう？」

「ＳＨＩＮＣになら、負けてもいいと思ったとか？」

「そんなことをするタマには見えなかったんだがな……」

「無謀すぎる。エムも焼きが回ったな」

　酒場の勝手な予想を余よ所そに、レンは走り続けました。

「頑張れピンクのチビ！」

「負けるなよ！」

　一集団だけが激しく応援していました。酒場の誰もが気付けませんが、ＤＯＯＭの皆さんでした。

　画面の中で、レンは走り続けます。

　あと１５０メートルで、曲がり角。

　そこから飛び出したら、待っているのはＳＨＩＮＣの銃弾の雨あめ霰あられ。そして逃げ場はありません。

　あと70メートル。

　酒場が、自然に静まりかえりました。

　ＳＪ１優勝、ＳＪ２準優勝、ＳＪ３優勝の武功を持ったピンクのチビが、穴だらけになって死ぬのを見るために。

　あと30メートル。

「さよなら、レンちゃん」

　10メート──、

　今飛び出しました。




　三つのことが、画面の中で同時に起こりました。

　レンが通りに飛び出したこと。

　ＳＨＩＮＣがそれをしっかりと確認して、発砲を開始したこと。

　そして、

　その中間地点の通りの真ん中で、プラズマ・グレネードの爆発が起きたこと。




　青白い爆発は球体を生み出し、地面をえぐり空気を震わせ、そしてそこに飛んできたあらゆる銃弾を空へと弾はじきました。

　ローザのＰＫＭの弾も、アンナのドラグノフの弾も、そしてトーマのＰＴＲＤ１９４１の弾も。

　レンはその後ろに守られながら、仲間達たちへと伝えます。

「フカ！　ありがと！　──ＳＨＩＮＣは交差点の真ん中にいる！」

「礼はいらねえ！　──やっちまうぜ！」




「全員逃げろ！　グレネードが飛んでくる！」

　ボスは絶叫しました。ＳＨＩＮＣのメンバーは、それぞれが限界の速度で立ち上がると、後ろへと下がっていき、ビルの廃はい墟きよ、その入り口へと駆けていきました。

　商店街だったらしいビルの一階は広く、ガラスが割れていてどこにでも飛び込むことができます。

　五人が消えた直後の交差点の真ん中に、南東方面からバレット・ラインが山なりに届いて、それを消しながらプラズマ・グレネード弾が立て続けに２発着弾しました。交差点の中を掃除するように、そこにあったものを全て粉々にして吹き飛ばしました。

　土つち埃ぼこりを含んだ爆風がビルの入り口から襲いかかって、ＳＨＩＮＣのメンバー達たちの体と頭を揺らします。

　ボスが、

「ぐうっ！　なぜだ？」

　本気で疑念を口にします。

「ドローンはいなかったのに、なぜここがバレた？」




「え？　あれ？　攻撃？」

「グレネードっ子の攻撃……。なんでＳＨＩＮＣの位置がバレた？」

　レンの死を期待していた酒場の男達たちが顎を落としましたが、理由に気付く人はいませんでした。




　まさか本当にできるなんて！

　レンは心を弾ませながら、着弾でできた土煙の中へと突っ込んでいきます。

　フカ次じ郎ろうのグレネード攻撃はもう来ないはずなので、レンは容赦なく突撃します。

　することは、ただ一つ。あの交差点の周囲にいるはずのＳＨＩＮＣへと、土つち埃ぼこりを隠かくれ蓑みのに襲いかかりＰ９０を撃ちまくり、倒すか倒されるかすること。




　ただし、こんな作戦もある──。

　レンを送り出す直前にエムが思いついて告げた作戦は、かなり奇想天外なものでした。

　エムは目の前に廃はい墟きよの地図を、その拡大図を広げました。ちょうどレンが、今から高速道路を渡って突っ込んでいくあたりです。

　そしてエムは廃はい墟きよの一点を指して言いました。ここから入って、なるべくデタラメに最高速で走り回り、通信アイテムで己の軌跡を実況しろと。

　例えば、

『最初の角を右に曲がった』

『その次は左』

『二つ目の十字路を左に行った』

　などといった様子で。

　レンは訝いぶかりました。それはできるけど、どうして？　と。

　エムが答えます。

「それで、ＳＨＩＮＣの待ち伏せ位置を俺が推理する。移動を考えると、ＳＨＩＮＣは建物の中ではなく、交差点で待ち伏せしているだろう。そして、確実に仕留められるときまでは、撃たないだろう。ならば、〝こことここを通ったのに撃たれなかったのなら、ここにいる可能性が高い〟と、消去法で推理できる。待ち伏せ位置が見えたら、その目の前に出るタイミングに、銃弾のバリアとなるよう、フカにプラズマ・グレネードを撃たせる」

　レンは、その作戦に乗ることにしました。

　フカ次じ郎ろうの〝狙った場所にぶち込めるグレネード・ランチャーの腕〟を信じていなければ、無理だと思っていたでしょう。

　そして──、

　エムの〝相手の未来位置を予測しながら自然に動き回れるストーキング術〟を信じていなければ、やっぱり無理だと思っていたことでしょう。




　やるぞやるぞやるぞ！

　土つち埃ぼこりの中を進みながらレンが気合いを入れた瞬間、

　びしっ！

「いてっ！」

　後ろから左肩の端を射い貫ぬかれました。撃たれ弱いレンのヒットポイントが、きゅっと一割ほど減りました。

　レンは突入するか伏せるか一瞬悩みましたが、それは足下にあった石に躓つまずくことで強制的に後者になりました。

「ぶべっ」

　ゆっくりと最初の爆発の土煙が晴れて行く中、サーチライトのように自分を探す、真っ赤なバレット・ラインが幾筋も頭の上を通り越しました。それを消しながら、ぴゅぴゅぴゅぴゅん、と音を立てて銃弾が飛んできました。発砲音は聞こえませんでした。

　ターニャだ！　後ろにいたんだ！　つけられていたんだ！

　レンの背筋がぞわっと震えました。調子に乗って突撃していた自分が、あわや死ぬところだったことを知りました。

　ターニャは見えない場所にフルオートで撃ちまくっているわけで、さっきの命中は偶然でしょう。それが肩だったのはレンの強運ならでは。

　背後にターニャを放置しての突撃は、選択肢としてありえません。レンは自分を転ばせた石に、心から感謝しました。

「後ろにターニャがいる！　戻ってそっちを先に倒す！　みんなはボス達たちを頼む！」

「分かった！　グッドラック！」

　フカ次じ郎ろうの声を聞きながら、レンはバレット・ラインが先ほど生まれたであろう場所に向けて、Ｐ９０を撃ちまくりました。




「レンはこっちに来た！」

　ターニャが隠れていた建物の角が、ガリガリと銃弾で削られました。着弾音に紛れて発砲音がほとんど聞こえなかったので、間違いなくレンのＰ９０の弾です。

「よし、お前に任せる！」

　ボスからの声を聞きつつ、ターニャは素早くバックステップを繰り返して後退していきました。後ろから撃たれたくないレンは、まずは自分を仕留めに来るはずです。そのレンを、できるだけ仲間から遠ざけるために、ここは下がれるだけ下がります。

　土煙が、ビルの谷間を吹いたつむじ風で晴れました。




　ターニャとレンが、同時にマガジンを換えました。

　９ミリパラベラム弾が53発入る、円筒形ヘリカルマガジンと、５．７ミリ弾が50発入る棒状のマガジンが、ビゾンとＰ９０の中に収まります。

　レンは見ました。土煙がなくなり、はっきりと現れた建物の角。自分から見て左に曲がるビルの角の向こうに、ターニャはいるはずです。自分を待ち構えているはずです。

　レンは、飛び出して乱射したい気持ちをどうにか抑えました。

　角の３メートルほど手前でぴたっと止まると、角の先に狙いをつけたまま、

「やあ元気？　とうとう戦えて嬉うれしいよ！」

　その向こうにいる人に向けて、素直な気持ちを叫びました。

「オレもだよ！　仲間を代表して、厚く御礼申し上げる！」

　角の向こうから、ターニャの声が返ってきました。

　レンには見えませんが、分かります。角の向こうでターニャが、自分と同じような体勢で銃を構えていることが。

　レンは飛び出しませんでした。相手はまだ、ＳＨＩＮＣの一人目。ここで相打ちなど望みません。

　だからレンは、信頼できる仲間へと、小声で支援を要請するのです。




「初弾から80メートル北、20メートル西な。注文はプラズマ１発。はい、りょーかい」

　レンからの声を聞いて、フカ次じ郎ろうがＭＧＬ─１４０を少し動かしました。

　３００メートルほど離れた場所に建つ十階建ての雑居ビル。その屋上で、フカ次じ郎ろうは両足を前に投げ出して、間にＭＧＬ─１４０を挟んでいます。それは彼女必殺の、そして誰も真ま似ねしない砲撃スタイル。

　さっき直撃を食らわせた場所を直接視認できませんが、土煙が立ったので完全に把握しています。あとは狙いを言われた通りにずらすだけ。

　ポン！

　とても可か愛わいい音と共に、１発の砲弾が、青い弾頭のグレネード弾が飛んでいきます。

「いま出ましたからー！」
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「ちゃくだーん──」

　フカ次じ郎ろうの声が、レンの耳に届きます。

「いまっ！」

　まさにどんぴしゃのタイミングで、狙いどおりの場所で、プラズマ・グレネードは着弾し、半径10メートル以内を文字通り粉砕する爆発を起こしました。

　それは、レンとターニャが対たい峙じするビルの屋上でした。

　ボロボロの廃屋寸前だったビルが、完全な廃屋へと変化していきます。

　五階建ての屋上に大穴を開けられて、さらに衝撃で形を保てなくなって、内側へと内側へと崩壊していくのです。ずごごごごごごごと、大地を揺るがす轟ごう音おんが始まりました。

「ナイスショット！　ありがと！」

　レンはそれに巻き込まれないように高速でバックステップをしながら、凄すご腕うでの仲間へと感謝を伝えました。この着弾が20メートルでもずれていたら、自分が吹き飛んでいたでしょう。

「〝フカ次じ郎ろう・グレネード・サービス〟のご利用、誠にありがとうございました！　またお気軽にっ！」




「うひゃあ！」

　ターニャは爆発にも驚きましたが、降ってきた細かな破片と、崩れ始めたビルにはもっと驚きました。

　敏びん捷しよう性せいをフルに発揮して下がっていなければ、落ちてきた人間ほどの大きさの瓦が礫れきにペチャンコにつぶされていたことでしょう。

　ビルが、豪快な音を立てながら崩壊していきます。先ほどよりさらに濃く、世界は灰色に包まれました。

　距離にして30メートルほど、通りの後ろまで一度下がって崩壊をやり過ごしたターニャの周囲に、再び灰色の土つち埃ぼこりが押し寄せてきます。

　ＧＧＯというヴァーチャル世界で助かりました。これがリアルだったら、間違いなく呼吸困難になって、酷ひどく苦しんでいたでしょう。

　とはいえ視界が奪われるのはリアルもヴァーチャルも同じで、ターニャには何も見えなくなって──、

　でもそれは、レンだってそうだ！

　ターニャはヘタに動かないことに決めて、スッと腰を落としました。

　バレット・ラインはこんな状況でもレーザー光のようにしっかりと見えるので、その出現に注意しつつ、なおかつ自分が引き金に指を触れて出してしまわないように気をつけつつ、ビゾンを手に静かに待ちました。

　ガラガラゴロゴロと騒々しい20秒ほどが過ぎて、ビルの崩壊音が、急速に小さくなっていきます。

　もう崩れる部分がなくなったのでしょう。そして何回かの瓦が礫れきの落下音を最後に、スッと止やみました。

　そして再び聞こえてきた風の音。一番近いビルが崩れたことで風通しがよくなったか、土つち埃ぼこりがさっきより早く晴れていきます。

　晴れたら、レンと勝負です。

　ターニャは、突撃して接近戦を挑む腹を決めました。

　互いの間に、ビルもなくなりました。レンだって、グレネードを注文するという手は、もう使えないはず。自分も吹っ飛んでしまいますから。

　とそこまで決意して、ターニャの頭の中に疑念が一つ浮かびます。

　レンが逃げていたら、どうしよう？

　あの崩壊と土つち埃ぼこりに混じって、レンがすたこらさっさと逃走していたら、どうしよう？

　視界が晴れたら誰もいなかったら、一人で闘志を剝むき出だしにしている自分が、アホみたいではありませんか。

　そして、レンならありえると思いました。今まで、数々の奇抜な戦い方を繰り広げてきたレンなら。

　土煙が薄くなり、向こう側に倒れたビルの側面が見えてきました。あと５秒もすれば、周囲の視界がクリアになるでしょう。

　その瞬間、

　ぱ─────────────────っ！

　甲高く高速の連射音が響いて、ターニャは瞬時に伏せました。

　それはＳＪ１でとても近くで聞いた、Ｐ９０の発砲音です。間違いありません。

　あははっ！

　レンがまだ逃げていないことを知って、ターニャはほくそ笑みました。

　同時に、自分がいないところに撃ちまくっていることも。何と勘違いしたのか、レンは明後日あさつての方向を撃ちまくっています。

　晴れきっていない土煙の中を、ターニャは走り出しました。目標は、今激しい音を立てているＰ９０。見えなくても分かります。鬼さんあちら。音のする方へ。

　フルオートだと３．４秒で全弾撃ち尽くすＰ９０が、沈黙しました。

　しかしもう、場所は分かっています。自分の真まっ直すぐ前、20メートルほどの位置。

　ターニャがビゾンを構え、引き金に指をかけた瞬間、最後の強風が土煙を完全に吹き飛ばし、

「あ……」

　大きな瓦が礫れきと瓦が礫れきに挟んで設置してある、Ｐ９０を見つけました。

　レンの帽子を間に挟んで、上からさらに瓦が礫れきを置いて固定してあって、引き金に、紐ひもが引っかかっていました。

　やばいやばい、これはやばい。

　ターニャが心の中で呟つぶやいた瞬間──、

　自分の後ろで、ナイフが空気を切り裂いて向かってくる音が聞こえました。




　とった！

　レンは短い髪を揺らしながら高速で突っ走ると、ターニャの後ろから首筋を狙い、右手で横よこ一いつ閃せんに切りつけました。

　絶対に一撃で仕留められる、はずでした。

　が、

「きゃふう！」

　ダメージエフェクトは、可か愛わいい声を上げたターニャの側頭部に光っていました。

　楠くすのきリサの運動神経が、風切り音を聞き取った感覚の鋭さが、そして鍛えたターニャの敏びん捷しよう性せいが、彼女の命を救いました。頭を浅く切られた程度のダメージで、ヒットポイントは一割ほどの減少。

　仕留め損なった！　困った！

　レンは次の手を考えていませんでした。

　サプレッサーを外したＰ９０を据え置いて、紐ひもで引き金を引いて乱射。銃声に近づいてきたターニャを後ろからこっそりナイフで仕留める──。

　計画だけは上う手まくいったのに、最後の最後で避よけられてしまいました。

　せっかく愛用の可か愛わいいピンクのブーツまで脱いで、足音を消したというのに。ちなみに靴下もピンクです。

　でも、ターニャは負けていませんが、レンだって負けていません。

　レンはそのまま、しゃがんだターニャに体当たりをかましました。ターニャに撃たれては、ナイフしかないレンは絶対に敵かないません。

　小さな体をぶつけ、頭の痛みで少し動きが鈍ったターニャを押し倒しました。仰向けに倒れたところに、そのお腹なかに跨またがります。

　逆手に持ったナイフで、狙うは彼女の灰色の瞳。そこに刃やいばをぶっ刺すのが目的。

「しゃあ！」

　躊ちゆう躇ちよも容赦もなく、

　ひゅん！

　レンは右手に左手を添えながらナイフを突き立て、

　がりっ！

　銃によって阻はばまれました。

　ターニャは、とっさにビゾンで防ぎました。両手で横に持ち、数十センチの金属棒として、レンのナイフをガードします。

　ひゅんがりっ！　ひゅんがりっ！　ひゅんがりっ！

　せめて違う場所へ一ひと太た刀ち入れようとレンがナイフを突き立て、それをターニャがビゾンで防ぐという攻防が三回続きました。素早い二人ですので、２秒もかかりませんでした。

　レンによる、四回目のナイフ攻撃。

　ターニャが、ビゾンを両手で押しました。防ぐだけでなく、ナイフを弾はじき飛とばしてやろうと。

　そして、それがトラップでした。

「なっ！」

　レンはナイフで刺すフリだけをして、すぐに腕と刃やいばを引いていました。勢い余ったターニャのビゾンは高く持ち上がり、

「たっ！」

　それをレンが左手で、下からアッパーカットの要領で殴りつけました。

「痛っ！」

　レンの拳にダメージエフェクトの光が発生し、ヒットポイントが５パーセントほど減りました。リアルだったら、指の骨がバキバキに折れていたことでしょう。

　ターニャはそれでもビゾンを手離さず、愛銃が宙に飛んでいってしまうことは防ぎました。しかし両腕はピンと前に伸びきって、そこにできた空間に、まるで猫のように、するりとレンの体が入り込んできました。

　完全に密着です。恋人もかくやという抱擁状態になって、

「覚悟！」

　レンは右手のナイフを、ターニャの左首筋に向けて振るい、

「ぬにゃあ！」

　意味不明のターニャの気合いと、最後の一撃がそれを阻止しました。

「ぐげっ」

　ターニャは己の力の全てを使い、ビゾンを手元に寄せました。

　つまり、レンを抱きしめたのです。小さなレンの体はがっちりと、ターニャの両腕と、その間にある金属の棒に固められて、

「ぐぐうっ！」

　右手のナイフは、刃やいばがあと３センチで肌に触れる位置で止められてしまいました。

「うっ、うががっ！　離せー！」

　レンがじたばた暴れながら叫びました。しかし上半身が、両腕ごと胸の位置でがっちりと抱きしめられてしまい、

「離すかあ！」

　ターニャは遠慮容赦なく締め付けました。

　身長も高く筋力値も上のターニャの抱擁は、

「うがががが」

　レンがどんなに暴れても解ほどくことはできません。

　二人の女性プレイヤーは、抱き合ったまま廃はい墟きよで動きを止めました。

「ちょっ、これ！　動けん！　ちょ！　えほっ！　むっほがっ！」

　慌てたレンの日本語が怪しくなって、

「にーがーすーかー！」

　ターニャは獰どう猛もうそうにニヤリと笑いました。レンが、唯一動かせる首を大きくそらせて頭を持ち上げると、目の前にターニャの顔がありました。キスでもできそうな位置でした。しませんでしたが。

「ぐうう！　ちょ、こんなところで抱き合っている暇はない！」

　レンがクレームをつけて、

「こっちは離したら命が危ないから、このままずっと一緒にいようかー！　死が二人を分かつまでー！」

「断る！」

　じたばた。じたばたじたばた。

　レンは激しく足を動かしてみましたが、ターニャの方が10センチ以上も大柄ですのでまったく無駄な行動に終わりました。ヴァーチャル空間の空気を、かなりかき乱しただけでした。

「うぐっ……」

　捕まったレンにできることは、もうありませんでした。

　仲間の助けを呼ぶ以外は。

「捕まっちゃった！　助けて！」

　そして通信アイテムで戻ってきた返答は、

「いやあ、こっちも割と大変なのよね。ちょっと自分で何とかしてくれる？」

　ピトフーイの冷静な声でした。







　数十秒前のこと。

　フカ次じ郎ろうの最初のグレネード攻撃、その直後にピトフーイとエムは走り出していました。

　走るのは廃はい墟きよの中の大通り。目指すゴールは、ＳＨＩＮＣの待ち伏せポイントです。

　エムは、両手に楯たてを一枚ずつ持って、正面からの攻撃を防御していました。当然ですが銃は持てません。

　ピトフーイが、エムの愛銃Ｍ１４・ＥＢＲを持って肩で構えて、ピッタリと後に続いていました。

　ではピトフーイのＫＴＲ─０９はというと、残りの楯たてが入っているエムのバックパックに、開いたチャックに刺さっています。必要になったら、ピトフーイがすぐに抜いて撃てるスタイル。

「本当は車がほしかったんだけどねえ。まあいいやほらエム走れ！」

「ぬう」

　ピトフーイより動きが遅いエムが、必死になって足を動かしました。

　フカ次じ郎ろうの２発目の攻撃が、ＳＨＩＮＣの待ち伏せポイントで炸さく裂れつしましたが、それで彼かの女じよ達たちを吹っ飛ばせたとはとても思えません。

　というより吹っ飛ばしてくれていない方がいいので、ピトフーイはフカ次じ郎ろうに命令します。

「よっしゃしばらく撃たないでね。私わたし達たちにも輝かせて」

「ごゆるりとー」

　走るエムの目の前に交差点。そこを右に曲がって、３００メートルほど行った場所にＳＨＩＮＣがいます。

「よっしゃそのまま行けえ！　死を恐れるな！」

　ピトフーイは最高の笑顔で叫びました。

「ぬう！」

　ピトフーイの命令ならエムは唯い々い諾だく々だく、撃たれまくるかもしれない交差点へと突っ込みました。

　めちゃくちゃに撃たれました。

　隠れたビルから出てきたＳＨＩＮＣのメンツは、当然ですが後ろを警戒し、交差点から出てきたエムを見つけると、機関銃と狙撃銃が容赦のない銃弾を送り込んできました。

　ローザのＰＫＭが点射──、数発ずつの連射を繰り返し、その合間合間に、アンナとトーマのドラグノフが狙い澄ました一弾を撃ち込んできます。

　エムがしゃがむのがあと少し遅れていたら、蜂の巣だったでしょう。

　かかかかかかん！

　しゃがんだエムの巨体が、その太い腕が、撃たれまくる二枚の楯たてを支えました。

「しゃあ！」

　マシンガンの連射が、つまりバレット・ラインが途絶えた一瞬の隙に、ピトフーイはその上にＭ１４・ＥＢＲを出して撃ちました。

　すぐに顔を引っ込めたのでピトフーイには命中するところは見えなかったのですが、

「多分当たったわー」




「がっ！」

　アンナの左手を銃弾が貫いて、ドラグノフが地面に落ちました。

　ローザは、楯たての後ろから銃を出させないために、ＰＫＭの連射速度を上げました。マシンガンの銃弾の雨は、二枚の楯たてとその周囲を取り囲んでいきます。

　トーマは、次にピトフーイが頭を出した瞬間を狙撃しようと、スコープで捉え続けました。同時に彼女は叫びます。

「ここは二人で支える！　みんな回り込んで！」

　しかし、

「ダメだ遠い！」

　道路で伏せてヴィントレスを撃っていたボスは、その作戦を採用しませんでした。

　銃撃で抑えている敵の側面や後ろに回り込むのは歩兵戦闘の定石ですが、この廃はい墟きよでは一ブロック走り回らなければなりません。時間がかかりすぎます。

　その前に二人が押し切られてしまったら、元も子もありません。

「ソフィー来い！　私が撃つ！」

　ボスが命じました。ソフィーは、撃たれるかもしれないのに豪快に立ち上がって、ボスの元へ。

　ボスは、ソフィーが持ってきた巨大な銃に、ＰＴＲＤ１９４１にしがみつきました。

　ボスの狙撃の腕はトーマやアンナには劣りますが、それでもヴィントレスを自在に操る身。巨体を伏せて、離れた位置にあるスコープと目のラインを合わせ、道路の向こうにそびえる楯たてを狙いました。

　レンズの中でバレット・サークルの収縮が始まり、それを楯たてに入れようとしたとき──、

「ぬっ！」

　楯たての後ろからピトフーイが飛び出すのが見えました。




「狙い込みすぎぃ！」

　ピトフーイは、エムの楯たての後ろから右側へと、堂々と大きく飛び出しました。

　そして撃たれませんでした。ＳＨＩＮＣはあまりにも楯たてとそのすぐ近くを狙いすぎていました。もちろんそれは、バレット・ラインでピトフーイにはバレています。

　ＳＨＩＮＣが対応するより早く、ピトフーイはＭ１４・ＥＢＲを立ったまま放ちました。ボスめがけて。




「ぐっ！」

　腹を射い貫ぬかれたのは、ソフィーでした。

　ボスを襲うバレット・ラインに横っ飛びで覆おおい被かぶさっていて、直後に飛んできた弾に当たったのです。いや、当たりにいったのです。

　ボスはソフィーがまだ空中にいるうちに、楯たてへの狙いを終えて、バレット・サークルが一番小さくなった瞬間に引き金を絞りきりました。

　桁外れの轟ごう音おんが響いて、対戦車ライフルの弾丸が、地上30センチの高さを飛ひ翔しようしていきました。

　そして、エムの楯たてに当たるのです。




　ピトフーイは、ガラスの割れた建物の中に飛び込みながら、横目で見ました。

　エムの持っている二枚の楯たてのうち、左側が吹っ飛ぶのを。耳に痛いほどの金属音がして、それなりに重い楯たてが、風で飛ばされた紙のように、視界の左後ろに消えていきました。

　同時に、それを支えていたエムの太い左腕が、あり得ない角度まで曲がっていて、肩からはダメージの赤い光が見えました。もしリアルだったら、折れていたか脱臼していたか、それとも両方か。

　頑丈なエムでなかったら、腕が千切られて、そのまま持って行かれていたかもしれません。

　さらにエムの巨体そのものも押し出されて、残りの楯たてをどうにか手離さないまま、右側へと倒れました。

「ぐう……」

　エムは残りの一枚を前に出しながら、身をよじってＳＨＩＮＣへと頭を向けました。すぐにそこへ襲い来る銃弾を、斜めにした楯たてでどうにか守り切りました。

　ＰＫＭとドラグノフの弾に撃たれまくり、それを右手一本で支える楯たてと背中のバックパックだけで防いでいるエムを見て、ピトフーイは、

「あちゃー！　こりゃマズい！」

　腰の後ろのポーチに手を回しました。

「このままだと、私の銃が撃たれちゃう！」

　そして摑つかんだ円筒を、左腕だけで力一杯放り投げました。

　スプレー缶のようなスモーク・グレネードは宙を飛んで、空中で猛烈な勢いで煙を吐き出し始めました。

　大通りが、ピトフーイの腹の中のような、どす黒い煙で包まれていきます。




　広がっていく煙を見ながら、

「スモークか……」

　ボスはようやく、ＰＴＲＤ１９４１の再装塡を終えました。

　バイポッドで地面に据え付けて撃つと、この銃の特徴である、〝反動を利用した自じ動どう排はい莢きよう〟がうまく働きません。大きくて重いボルトの往復操作を、次弾の装塡を、全て手でやる必要があります。

　それもトーマほどはうまくいかずに手間取って、再びエムの楯たてをスコープの中央に収めた瞬間、黒い煙に覆われて見えなくなりました。

　ボスは弾を無駄にするのをやめて、仲間達たちのヒットポイントを確認します。

　アンナ、残り八割。まだグリーン。手だったので軽傷。

　ソフィー、なんと一割。こちらは逆に重傷でした。完全にレッドゾーン。

　とはいえ、土手っ腹を７．６２ミリに射い貫ぬかれて即死でなかったのは、むしろラッキーだったかもしれません。既にちかちか点滅しているので、救急治療キットを打って回復中でした。

　そしてターニャは、九割残っています。

　さっきから通信アイテム越しに幾度か声が、それも内容がかなり意味不明なものが聞こえましたが、どうなっているんでしょうか？




　エムがスモークに紛れて、ピトフーイのいる建物の中に、右腕一本の匍ほ匐ふく前ぜん進しんで逃げ込んできました。

　楯たてを一枚失い、左腕のダメージ、さらにカバーしきれなかった肘や足先にも数発食らっていて、ヒットポイントは残り六割でした。

「はいダーリン、お疲れ様。立てる？」

　ピトフーイが優しい言葉と共に、手を差し伸べて引っ張りました。ダメージを負った方の左腕でした。

「ぐはあ！」

「あらごめーん」

「ぐうう……」

　エムは起き上がってすぐに、救急治療キットを打ちました。

　ピトフーイが腕時計を見ると、13時38分。

　同時にレンの、

「捕まっちゃった！　助けて！」

　救助要請が耳に届いて、ピトフーイはサラリと返します。

「いやあ、こっちも割と大変なのよね。ちょっと自分で何とかしてくれる？」




　ひどい！

　ピトフーイに支援要請を蹴られて、レンは心の中で嘆きました。

「ボス！　レンを捕まえた！　通りの北の行き止まり付近！　来られる？」

　ターニャの声が聞こえて、

「そっか。分かった」

　次の台詞せりふがそれだったので、ひとまずはすぐには来ないだろうと、まだチャンスはあると知りました。

　レンはもう一人を、フカ次じ郎ろうを頼ります。

「フカ！　ターニャに捕まっちゃった！　助けて！」

「はああ？　何が起きた？」

　フカ次じ郎ろうは当然状況が見えませんので、そんな質問。

　ターニャにバレてしまいますが、説明するしかありません。

「格闘中に抱きしめられちゃったんだよ！　どうやっても、ほどけないんだよ！」

「そうかお熱いことで。なあに、女同士なら問題あるめえ」

「あるよ！　もしＳＨＩＮＣのメンバーが来たら、いい的だよ！　そんな情けない死に方はヤダよ！」

「そうか。位置はどこだ？」

「さっきのすぐ近く！　北側30メートルくらい！」

「分かった。何か言い残すことはあるか？」

「あるぞ！　〝やめろ撃つな！〟」

「ちぇ」

　レンは、自分めがけてグレネードが降ってくる事態をどうにか防ぎました。




　しっかしこれ、どうしようもねえなあ……。

　フカ次じ郎ろうは、煙が昇る風景を見ながら思いました。

　レンへの支援砲撃は不可能。

　ピトフーイは支援砲撃を断ってきて、その命令はまだ撤回されていない。

　フカ次じ郎ろうは一人、ビルの屋上でやることがなくなってしまいました。

　つまんないなー、暇だなー。お茶でも点たてるかな？

　そう思いながら、何気なしに首を振って景色を見たとき、

「ん？」

　一台のハンヴィーに気付きました。

　廃はい墟きよの南側。通りの角。自分からの距離は４００メートルほど。動いていません。

　ここに来たときに警戒のためにぐるっと見渡しましたが、あんな車はなかったはずです。あればピトフーイに報告していたので、間違いありません。

　となると、可能性は二つ。

　その一。時間経過によって、アイテムとして湧ポツいプした。

　その二。乗って敵が迫っている。距離があるので、肉眼では人が乗っているかまでは分かりませんでしたが。

　どっちにせよ、ぶっ壊しておくか。暇だしな。

　フカ次じ郎ろうは決めました。４００メートルは有効射程ギリギリですが、ビルの上からなので届くことでしょう。

　時折吹く強い風が厄介ですが、運良く今は少し収まっています。なあにちょっと外れても、６発全部ぶちまけてしまって構わないでしょう。復活がありますし。

　フカ次じ郎ろうは暇つぶしのために、通常グレネード弾が詰まった左ひだり子こを持ち上げました。屋上の手すりに銃身を載せて、引き金に指をかけました。

　視界の中に現れたバレット・サークルを、遠くのハンヴィーへと移動させて、見事ピタリと重なって、次の瞬間にスッとずれました。

　ん？　風かな？

　フカ次じ郎ろうが思った瞬間、飛んできた銃弾が彼女の胸に当たって、反対側まで突き抜けていきました。




「ぎゃふん！」

　フカ次じ郎ろうの悲鳴がレンの耳に届いて、そして視界の隅で彼女のヒットポイントが猛烈な勢いで減っていって、

「フカっ？　どしたの？　フカっ？」

　レンは自分のピンチも忘れて呼びかけていました。

「うたれ、た──、うひゃあ！」

「フカっ？」

「レンこれや──」

　どーん！

　フカ次じ郎ろうの声が、豪快な爆音で遮られました。そしてさらに減っていくフカ次じ郎ろうのヒットポイント。

　まさか、即死？

　レンが恐怖した瞬間、どうにか減少は止まりましたが、残りは二割弱ほど。レッドゾーンでした。

　何が起きたか細かいことは分かりませんが、何をするべきかは分かります。

「ターニャ！」

「うい？」

　いきなりキッと睨にらまれて、ターニャがたじろぎました。

「敵だ！　逃げないとヤバい！」

「え？　え？」

「いいから手を離して！　斬らないから！　このままだと、漁夫の利狙いのチームにみんなやられちゃうよ！　早くっ！」

「…………」

　レンの迫力に負けたのか、ターニャの力が弱まって、レンはするりと猫のようにその腕とビゾンの抱擁から逃げ出しました。

　レンにチャンスはありましたが、ターニャの首は斬りませんでした。ナイフは腰に戻しました。

　レンは左手を素早く動かして、ストレージにしまったブーツを足に再装着させました。そしてＰ９０へと走り、帽子共々持ち上げました。

「ピトさん逃げて！　多分南から、別の敵が来る！」

　帽子を被かぶりながら伝えた言葉に、返事はありませんでした。

　その代わりではないでしょうが──、

　視界の左上で、ピトフーイとエムのヒットポイントが、猛烈な速度で減っていくのが分かりました。




「ボス！　レンが敵が来るって！」

　ターニャがボスに話しかけて、耳に戻ってきた返事は、

「ああ……。分かってる……」

　でした。




　ボスは見ていました。

　スモークが晴れた景色、真まっ直すぐ延びる道路の向こう。

　猛烈な速度で道を走ってきた一台のハンヴィーが、ピトフーイ達たちがいる建物の手前50メートルほどで急停止したのを。

　そして、ルーフの防弾板の中から、射撃を始めたのを。

　ヴォ──────────！

　ドスの利きいたブザーのような繫つながった銃声がして、防弾板の端でまばゆい閃せん光こうが生まれました。

　閃せん光こうは発射を示すマズルフラッシュですが、それが収まることを知りません。点滅していません。ずっと点灯しています。

　繫つながった音と、繫つながったマズルフラッシュ。そしてビルの一階へと途切れることなく伸びる、曳えい光こう弾だんのオレンジ色の光の線。

「《Ｍ１３４・ミニガン》か……」

　ボスは呟つぶやきました。

　ＧＧＯ世界広しといえども、あんな狂ったような連射速度の銃は他にありません。

　Ｍ１３４は、〝ガトリングガン〟──、複数の銃身を束ねてモーターで超高速回転、そこへ弾薬を送り込むという形式の銃です。

　モーターの力を使うことで高められた連射速度は、実に１分あたり約４０００発。毎秒にすれば66発。銃に詳しくない人には、桁を一つ間違えているのではないかと思われる、呆あきれるほどの超々高速連射銃です。

　Ｍ１３４は、航空機用の20ミリ機関砲、《Ｍ６１Ａ１バルカン》を７．６２ミリにスケールダウンしたので〝ミニ〟ガンなどと呼ばれますが、銃身とモーターだけで20キロ近くの重さがある、ＧＧＯにおける最重量銃器の一つ。

　なので、現実世界では手持ちでの運用などまず不可能ですが、映画ではよく、マッチョなキャラクターが腰に構えてぶっ放しています。

　そしてＧＧＯでも、それは可能です。おそらく、映画を見て真ま似ねたい人がたくさんいたのでしょう。だとしても、筋力値を相当に高めたキャラクターだけがどうにか使いこなすことができる、一部のマニア垂すい涎ぜんの１丁になっています。

　重すぎて歩くのも辛つらくなる武器ですが、装甲ハンヴィーの防弾板に覆われた銃座に据え付けてしまえば話は別です。

　タイヤで高速移動し、しかも車体や窓ガラスは防弾で、そこから秒間数十発の弾をぶちまけられたら、普通のキャラクターに対処などできません。

　ボスは、それが卑ひ怯きようだとは思いませんでした。

　持ってこられる武器なら何を使ってもいいし、拾った車両は早い者勝ちで使えるのがＧＧＯであり、ＳＪですから。

　しかし、今こうやって、ピトフーイとエムが、ビルの中で大量の銃弾によってミンチにされているだろう光景を見ると、複雑な気持ちになりました。

　彼奴あいつらが、結託チームの誰かというのは分かりきったこと。ストレージに武器を隠し、氷上でぼんやりしていた、覆面の中の誰かでしょう。

　自じ分ぶん達たちがＬＰＦＭに手こずっているのを見て、加勢に参じたのでしょう。チームプレイとして考えるとそれは正しいのでしょうけど、

「くそっ……。余計なことを」

　ボスは吐き捨てました。

　たとえ自じ分ぶん達たちが死んだとしても、加勢などしてほしくなかったと。これでは正々堂々たる勝負にはなりません。レン達たちになんと言い訳すればいいのか。

　ミニガンの咆ほう哮こうが、終わりました。

　射撃自体は３秒もなかったでしょうが、その間に１８０発以上の７．６２ミリ弾を撃ち込まれた建物の中からは、モクモクと土煙が上がっています。ピトフーイもエムも、まあ生きてはいないでしょう。

「アイツらに一言、文句を言ってやるぞ！」

　ボスがそう言いながら立ち上がったとき、

「ボス！　レンが敵が来るって！」

　ターニャの声が聞こえました。

　同時に、ハンヴィーの上の銃座がゆっくりと回転して、ミニガンの銃口が自じ分ぶん達たちに向きました。そこから伸びたバレット・ラインが、自分の胸を指し示しました。

「ああ……。分かってる……」

　ミニガンの銃口が、眩まばゆく光りました。








（to be continued...）















　あとがきガンゲイル日記・その８










　皆様こんにちは。作者の時し雨ぐ沢さわ恵けい一いちです。

　Ⅶ巻発売から二ヶ月ぶりのごぶさたです。読者の皆様、お変わりないでしょうか？

『ソードアート・オンライン　オルタナティブ　ガンゲイル・オンライン』（以下〝本作〟）も、とうとうⅧ巻を迎えることができました！　嬉うれしい。

　そしてこの、作者が自由になんでも書いていい『あとがきガンゲイル日記』も、〝その８〟となりました。

　Ⅰ～Ⅶ巻までのこのコーナーでは──、

　本作の生い立ちについてや、作者の好きな銃についてや、足の中指の長さについてや、鶏とり肉にくを使ったすき焼きのレシピについてや、チューブ交換に必要な工具についてや、世界をたった二分四十五秒で平和にする簡単な方法についてや、自作がアニメになることまで、実にいろいろなことに触れてご好評頂いてきましたが、今回のテーマはずばり、〝人生初の中巻〟についてです。




　なぜ中巻について語るのか、皆さんもうピンと来ましたねお分かりですね？

　そう、８月に出すために、上下巻として一気に書ききる時間的余裕がなかったからです！　主にアニメの仕事が猛烈に忙しくて。

　私は前の巻のあとがきで、「さて、下巻はどうなるんでしょう？」と、まるで次は絶対に下巻であるかのように書きましたけど、アレは噓うそでしたごめんなさい。




　というか、『あとがきガンゲイル日記』などというコーナーも、それ以前には一切存在していなかったのですが、ここはバレていませんねよかった（編集部注・そう思っているのは貴方あなただけですよ？）。




　というわけで、冒頭の挨拶が長くなりましたが中巻です。第四回スクワッド・ジャムはもう一冊ちよつとだけ続きますんじゃよ。

　今まで私、上下巻は何度もやってきましたが、上中下という三分冊は初めてです。新しい経験をさせて頂きました。とても斬新でした。

　何がそこまで斬新かというと、

「上巻の感想が来た頃は、まだ下巻は現在進行形で執筆中なので、皆さんの感想を参考にしつつ下巻の内容を変えることができる」

　ことです。

　私の場合これが上下巻だと、上巻の発売日には、下巻は既に全部書き終わっていることがほとんどなんです。当然ですが、その先の大きな変更なんて無理です。まあ、著者校正などで小さく変更はできるかもしれませんが。




　上巻の読者の皆さんからの感想で──、

　おっと念のためにお聞きしますが、もし貴方あなたが上巻をまだお読みでなかったら、この先を読み進むのは、どうかおやめください。かなりのネタバレを含みます。

　もちろん、この中巻のネタバレは一切含みません。




　進んでいいでしょうか？

　さて、上巻の感想ですが──、

「ファイヤは、実は最後は〝いい男〟になるに違いない！」

　と予想する人がとてもとても多かったです。

　この予想はガッツリ裏切りたいのが、天邪鬼あまのじやくな時し雨ぐ沢さわです。

　なので、これから書く下巻ではファイヤは実は〝いい女〟だったことにします。男だと思ったキャラが実は女だったなんて、時し雨ぐ沢さわ作品ではよくあることです。アイツとかコイツとか。ほら。

「シャーリーとクラレンスのコンビが、大活躍してくれるはずだ」

　との希望的感想があったので、彼かの女じよ達たちは実は疲れたレンの脳が見せた幻だったことにして、下巻開始三ページで退場させます。そんな二人なんて、最初からいなかったんですよ。いいね？

「レンがＧＧＯを遊んでいるのをファイヤにバラしたのはピトフーイではないか？」

「それは美み優ゆではないか？」

「それは新体操部ではないか？」

　などなどと予想する人ひと達たちがいたので、バラしたのはレンの姪めい、つまり香か蓮れんと同じマンションに住む姉の娘だったことにして、この四歳児が全ての黒幕ってことにしちゃいましょう。誰も予想できない驚きの展開ですね。私だって予想できなかった。

　彼女が、お土産だからと香か蓮れんにプレゼントした小さな粘土細工のブローチ。その中には高性能の盗聴器が……。

　それが、下巻に隠された恐怖の真実。ＧＧＯはホラー小説へとジョブチェンジします。




　もちろん、オチまでしっかりと書き込んだ下巻の初期プロットは、既に編集部に提出済みですが──、

　今から右記のような展開に書き直しても、十分に間に合います。なあに、プロットと完成原稿が違うなんて、何も珍しくないことなのですよ。

　というわけで、下巻はそんな、皆さんの希望と期待と予想を斜め上方へと全力で裏切る展開になります。期待しつつ覚悟してください。

　もし、皆さんが読んだときに全然そうなっていなかったら、時し雨ぐ沢さわが編集部との厳しい権力闘争に負けたと思ってください。

　なお、予想どおりだったとしても、

「時し雨ぐ沢さわは俺おれ達たちのアイデアをパクった！　印税を少しよこせ！　もしくはだいぶよこせ！　振り込み先はこちら！　振り込み手数料はそちら負担！」

　などと言われても困るのです。

　印税として入るお金は、私が税金や家賃や光熱費を払ったり、生活に必要不可欠な食料品や衣服やエアガンを買ったりするのに必要なんです。




　でも、予想がどんぴしゃり的中した人は、純粋に凄すごいと思います。

　私のことをよく分かっている真の理解者として、勝手に手書きの表彰状を送らせていただきます。要りませんかそうですか。

　なお、中巻が出たあとに下巻の予想を立てても、その頃にはもう書き終わっていると思いますのであしからず。




　川かわ原はら礫れきさんの許可をいただいて書き始めた『ガンゲイル・オンライン』も、とうとうⅧ巻まで来ました。かなり感慨深いです。

　皆さんに高評価頂き、テレビアニメ化の名誉にも与あずかり、時し雨ぐ沢さわはとても幸せです。

　下巻がⅨ巻になりますが、果たしてその先があるか、つまり巻数が二桁の大台に行くかどうかは、現時点ではまだ分かりません。

　分かりませんが、それを目指して下巻も思い切って書きますので、なにとぞよろしくお願いします。




　今回はここまで。下巻のこのコーナーで、またお会いしましょう！

　ちなみに次回は、〝爪先をタンスの角にぶつける痛ましい事故をゼロにするために、いつも逆立ちで暮らすオシャレで簡単な方法〟について熱く語る予定です。ご期待ください。





時し雨ぐ沢さわ恵けい一いち　
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時雨しぐ沢さわ恵けい一いち

毎日ちゃんと寝ていますか？　健康な生活に睡眠はとても重要です。みなさんもっとちゃんと寝ましょう。え？　寝る時間がない？　しょうがない、私があなたのかわりに今から今すぐ眠りましょう。起きたら仕事頑張りますので。ぐー。

小３の学芸会で富士山の役をやらされたときの筆者
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（このあと『よく似てた』と褒められた）




イラスト／黒くろ星ぼし紅こう白はく

ＧＧＯの影響で某バトルロワイヤルゲームを始めてみたよ。３ｒｄスクワッド・ジャムでビルに取り残されるＴ－Ｓメンバーの気持ちがわかったよ。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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